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甲虫類

1 .概要

世界に生息する見虫類は全生物のおよそ4/5を占め，

すでに記載された種だけでも 100万種以上となっており，

毎年2000-3000種が新種として追加されている。将来

は300万 500万種に達するものと考えられている。日

本では1989年にやっと日本産昆虫総目録が完成し，約

29000種が登録された。実際には70，000-100，000種生

息、しているのではないかと言われ， 30-40%の解明率し

かない。甲虫類は日本では 10000種弱の種が知られ，昆

虫類のおよそ1/3を占めているが，よく調べられてい

ないグループも多く，かなりの追加種があると推測され

る。

神奈川県の甲虫は現在3600近くの種が記録されてお

り，日本一解明率が高い県である。しかし，それでも研

究者が少なく，十分調査されているとは言いがたい。一

方，神奈川県は都市化の進展がめざましぐ， 自然が次か

ら次へと失われている。自然破壊が進む一方で，調査研

究が追い付かないのが現状であろう。岡野(1941)の神

奈川県産甲虫誌(1)によればオオヒョウタンゴミムシ

の名が記されているが，標本は探せないし，具体的な採

集データがないため，現在それを確かめる術がない。昔

は生息していた可能性がある種なのに証拠となるべきも

のがないのである。シャープゲンゴロウモドキは幸いに

して阿部(1990)により，国立科学博物館の標本中に横

浜市鶴見区三ツ池のものを発見し，さらに茅ケ崎市の遺

跡の昆虫遺体調査(平野・岸， 1994)で報告されたので，

かつては県内に生息していたことを確認できた。このよ

うに確認できた種はよいが，昔は生息していた種が現在

その存在すら確かめられず，すでに滅んでしまった多く

の種があるものと想像される。さらに付け加えれば，種

そのものの存在すら分からず，名前も付けられずに絶滅

した種もあるものと思われる。日本産のトキは絶滅がほ

ぼ確定しているが，小さな甲虫の 1種も大きなニホンオ

オカミも種という概念からすれば同等のものである。人

知れず滅んでしまう種があることは考えて見れば誠に恐

ろしい事実である。

前述した通り甲虫類は種類数がきわめて多く，ほとん

どの種が5mm以下であるためか研究者が少なく，チョ

ウやトンボのように調査研究がいきとどいていない。今

回の調査も，少ない人数で，多種類，多岐多様の生息場

所を持つ甲虫類を相手としたため，問題の多い池沼，湿

地，草地， 7可川敷，海岸などを重点的に調査の対象とし

た。また，絶滅種，絶滅危慎種，減少種，健在種(希少

種を含む)，輸入種・偶産種というカテゴリーも，チョウ

やトンボとは若干とらえ方が異なることをお断わりして

おく。さらに県内の甲虫類が3600種近く報告されている

ため，すべての種について記述することは紙面の都合も

あり困難である。ここでは49科のグループのものについ

て，原則として絶滅種，絶滅危倶種，減少種，希少穏を

あげ，他のものは一応，希少種でない健在種というとら

え方をした。

現在，見虫全体が少なくなっていることは周知の事実

であり，甲虫類も当然減少の一途をたどっている。ゲン

ジボタルやヘイケポタルも普と比べれば少なくなってい

ることはご存じの通りで，上記のホタルを減少種に含め

れば，輸入害虫を除いて，甲虫類のほとんどを減少種と

しなければバランスがとれない。また，甲虫類の中でも

微小種は情報量が少ないため判断に苦しむものも多く，

湿地や河川敷に生息するテントウムシ科のヤマトヒメテ

ントウ，マクガタテントウ，ジュウサンホシテントウ，

ムモンチャイロテントウなども絶滅危倶種や減少種に含

めるべきものかもしれない。後述するが，最も問題とな

るのは水生甲虫で，ゲンゴロウやミズスマシの絶滅や減

少が著しい。これらはやや目立つ種なので，情報も多く

調査も他科に比べれば調べられているが，微小種のドロ

ムシ科，ヒメドロムシ科などの水生甲虫はほとんど調査

されていないため，絶滅種，絶滅危倶種とすべきものが

あるかもしれない。その他，平地にのみ，あるいは海岸

に分布する甲虫で，落葉の下や特殊な環境に生息する微

小種も同様なものもあるかもしれない。

ヨコハマナガゴミムシは世界でも神奈川県の鶴見J11だ

けにしか生息していないきわめて貴重な種である。この

ように神奈川県だけにしか生息しないもの，またはそれ

に準ずる種がいくつかある。これらの特産種あるいはそ

れに近い種の中で絶滅危倶種に該当するものにはコマヤ

マメクラチピゴミムシ，イズイソチピゴミムシ，ミウラ

メクラチビゴミムシ，ヨコハマナガゴミムシ，ミカドケ

シキスイ，ハコネチピツツハムシ，クロヘリウスチャハ

ムシ，シラケコパンゾウムシなどがある。このことは全

国的に見ても上記の種は絶滅危倶種と定義されるべきも

のと思われる。特産種で絶滅種がなかったのは幸運と言

えようか。神奈川県の絶滅種はカワラハンミョウ，

シャープゲンゴロウモドキ，ダイコクコガネ，キイロネ

クイハムシなどいくつかあり，他県ではまだ生息してい

るものが多いが，やがては他県でも絶滅の運命をたどる

ものと考えられる。

希少種は産地が1--2ケ所に限定され，どちらかと言

えば珍しい種であるが，この他にも数ケ所から見つかっ

ていて，全国的にみて貴重な種も多くある。希少種は多

くのグループにわたるが，それらの産地は平地で自然度

の高い環境に生息するものと，山地の特定の場所に限ら

れるものとに分けられる。前者には横浜市円海山，三浦

半島の小網代，油壷，大磯町高麗山，真鶴半島などがあ

り，後者には大山，丹沢堂平，蛭ケ岳，西丹沢，三国山

や箱根神山などがある。この他にも平塚市，相模原市，

城山町，小田原市などにも希少種が発見されており，神

奈川県環境部が調査した「地域環境評価書」の通り，こ

れらの場所はいずれも良好な自然環境で，保護の対象と

すべき地域である。

甲虫類の各論はカワラゴミムシ科，ハンミョウ科.オ

サムシ科，ホソクピゴミムシ科を田尾美野留が，コガシ

ラミズムシ科，コツブゲンゴロウ科，ゲンゴロウ科，ミ



ズスマシ科，ガムシ科を苅部治紀・高桑正敏が，カミキ

リムシ科を高桑正敏が，あとのコガネムシ科，ハムシ科

など39科と概要，衰退原因，対策と提言などを平野幸彦

が担当した。

2.絶滅種，絶滅危慎種，減少種の衰退原因など

一覧表をまとめてみると絶滅種が35種，絶滅危倶種が

114種，減少種が80種，希少種が78種となった。これら

の表退原因は単一なものではなく，複合的なもの示多い

と思われるが，大別すると次のようなものだと考えられる。

A.水質の汚染などに関係するもの

工場排水，家庭排水，農薬散布によって水系の汚染や

汚濁が進み，これらが水の中で生息する，いわゆる水生

甲虫に大きな打撃を与えたことは火を見るより明らかで

ある。中でも止水性のミズスマシやゲンゴロウへの影響

は多大と言わさやるを得ない。

B.池，沼などの枯渇によるもの

昔，各地にあった小さな溜め池や沼などが開発の波に

飲み込まれ，きわめて少なくなってしまった。当然，そ

こに生息していたトンボを始め，各種の甲虫類がいなく

なった。 Aと同様，止水性のコガシラミズムシ，ゲンゴ

ロウ，ガムシなどに影響を与えている。

C.湿地，草原などの減少によるもの

人家の進出，ゴルフ場の開発などで，真っ先に対象と

なるのが，湿地や草原である。小規模の草原や谷戸が埋

め立てられ，乾燥化，荒地化して良好な自然が失われて

いる。最近，休耕田が放置され，一時的には良好な湿地

になっている所もあるが.2-3年後には背丈の高い草

や木々が繁茂し乾燥化が進んで，荒地化してしまう。要

するに人の管理がまったくないため，自然度の高い湿地，

草原がほとんど見られなくなっている。

湿地で特に影響を及ぼすものは何といってもオサムシ

科の甲虫であろう。オサムシ科の多くは乾燥化に弱<，

平地の湿地性のものはいずれも減少しており，絶滅に追

いやられている種も多い。この他にもジョウカイモドキ，

ジョウカイポン，カッコウムシ，テントウムシ，ハムシ，

ゾウムシなど多くの湿地性，草原性のものがあり，絶滅

の危険性が高い。

D.砂地の減少荒廃によるもの

最近，海岸の砂浜が急激に少なくなっている。これは

河川の止水堰などの影響と商業的な砂の採取によって海

に土砂が流れ込まなぐなったためと思われる。また小田

原市の早川河口や江ノ島などでは海岸近ぐの工事が潮の

流れを変えつつある。こうしたことから砂浜が小砂利化

し，砂地に生息する甲虫類を追いやったのである。さら

に，四輪駆動車の砂浜への乗り入れや，人工物の設置，

人の立ち入りなどが砂浜の荒廃に追い撃ちをかけている。

一見，生物がいないような砂浜が実は貴重な自然の財産

なのだ。すでに絶滅したクロズハマベゴミムシダマシを

筆頭にスナゴミムシダマシの仲間やエンマムシの類が絶

滅の危機に瀕している。また，河川の砂地も同様に荒廃

し，ヤマハマペエンマムシが生息していた砂地はキャン

プ場と化し，生存が危ぶまれている。
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E.河川l工事の影響によるもの

神奈川県では台風や大雨で河川が増水し，堤防が決壊

するという事故はほとんど見掛けなくなった。しかし川

はコンクリートで固められ，生物が生息する環境が無ぐ

なってしまった。ヨコハマナガゴミムシの生息する鶴見

川の地域はコンクリートで堤防が作られ，生息地域は1

キロにも満たないごく狭い範囲に追い詰められている。

カワラハンミョウの生息していた酒匂川の河川敷もブル

ドーザーによって掘り返され，絶滅した。

F.薬剤散布の影響を受けたもの

松喰虫の防除のために薬剤散布が行われ，その影響で

他の見虫も同時に駆除されてしまっている。マツ類に生

息するウパタマムシ，ウパタマコメツキなどが減ってし

まったのは明らかに薬剤散布が原因と思われる。特に県

内の海岸線近くの地域では近年，発見されなくなってし

まった。また，農薬の散布も水田などの生物相に大きな

影響を与え，ミズスマシ，ゲンゴロウなど水生見虫が激

減したのは周知の通りである。

G.人工光源の影響を受けたもの

「飛んで火に入る夏の虫」という言葉があるが，昆虫類

は趨光性がある。昔は人家の灯りにも多数の昆虫が飛来

した。最近は各種の建物のライトアップ，野外のスポー

ツ施設の夜間照明など人工光源の使用が盛んになってき

た。さらに山中のゴルフ場まで昼間かと思われるほどの

照明をおこなっている。これらに集まる甲虫類の数はお

びただしいものになろう。中でも大型のゲンゴロウ，ガ

ムシなどは趨光性が災いし，そのまま死に絶えるものも

多いものと考えられる。

H.都市化の影響を受けたもの

現在のゴミの収集はポリ袋などに入れ，各市町村が回

収して処分している。昔のように木製のゴミ箱に入れて

おくことがなくなり，ハエなどの発生を防いできわめて

衛生的になった。そのため かつてはハエのウジを喰っ

ていたルリエンマムシが急激に減少した。ヒメヒラタシ

デムシなども同様と思われ，たまたまある山の中のゴミ

捨場でも何らかの処理をするのか発生が押さえられてい

る。ヤマトオサムシダマシは納屋や物置など古い家屋に

見られるが，今はこのような建物はほとんど見られなぐ

なってしまった。

以前は燃料を薪や炭にたよっていたものが，都市ガス

やプロパンガスになり，そのため枯れ枝や薪用の木々の

採取が行われなくなり，山村の自然が荒れたままに放置

され，自然環境が単一化した。良好な雑木林が少なく

なったのが典型的な例である。

1.原因が不明のもの

ヤナギハムシは以前は各地に普通に生息していたと想

像されるが，最近はまったく姿を消してしまった。食草

はどこでも見られるのに，生息していないのはどういう

理由なのか原因が掴めない。環境の悪化だと言ってしま

えばよいが，上記以外の原因や複合的な要因で絶滅に追

込まれているのかもしれない。原因がわかれば対策の方

法も立てられないことはないが，原因不明のものは対処

の方法がない。
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3.絶滅種，絶滅危慎種の対策および提言

見虫は高等動物とは異なり，世代交替も年数回に及ぶ

ものもあって，繁殖力がきわめて旺盛で，個体数も多い

のが一般的である。ゴキブリは家の中で繁殖するが，毎

年殺される数も相当数ある。例えば1人が1年間に 1匹，

殺したとすると日本全国で1億2千万匹のゴキブリが死

んでいる計算になる。しかし，ゴキブリが少なくなった

という話は聞いたことがない。何故，減らないのか?! 

それはゴキブリが生息するのに都合のよい環境がある

からだ。昆虫類は晴乳類，鳥類，~虫類，両生類などに
喰われてしまうものが多いと思われるが.その数は天文

学的な数字になるであろう。一時，見虫を採集するのは

「悪Jという考え方があったが，人が採る虫の数は0.01%

にも達せず，昆虫が減るのは人が採集するからだと言う

論議は成り立たない。しかし実際には見虫類の種類と個

体数は減少の一途をたどっている。これらの原因は人類

の発展に起因している。人口の増加，それに伴う食料の

確保，エネルギー源の消費，生活文化の向上による資源

の浪費など・・。しかし現実には人類の発展を阻止する

ことはできない。したがって，日本の人口を江戸時代と

同じにせよなどと言う暴言は吐かないが，もう少し緩や

かな成長にすべきであろう。そうしなければ地球上の限

られた資源は急速に枯渇してしまう。

こうした地球の環境変化の流れの中にあって，我々の

身近な環境をいかにして自然破壊から守るか，いかにし

て最小限にくいとめるか，難しい問題である。それには

我々一人一人が種々の環境問題をよく理解し，実行する

ことにある。行政機関も我々の声をよく聞き，施政に反

映させてほしい。そうしなければ，神奈川県の本当の自

然はなくなってしまうであろう。ここでは，神奈川県の

甲虫類の現状から見たごく一部の自然保護と甲虫類の絶

滅種，絶滅危倶種の対策と提言を述べてみたい。

(1)池，沼などの調査と埋め立て廃止

神奈川県は他県に比して池，沼が非常に少ない。その

理由はすでに多くの池，沼が埋め立てられてしまったこ

とに一因するものと想像される。それゆえ，これ以上の

埋め立ては廃止する必要がある。そこで全県の池，沼を

調査して登録し，何らかの保護対策を講じるべき時期に

きている。そうしなければ，公園化，観光名所化した池

だけになってしまう。

( 2)下水道の完備と汚水のたれ流し防止

現在，下水道の普及率がどのくらいであるか知らない

が，池，沼は無論のこと，湿地や小さな水系に汚水をた

れ流している現状を何とかしなければならない。特に山

間部などの住宅や観光施設に問題があるようである。

せっかくの良好な自然環境が汚水のたれ流しによって生

物の生存が危機に瀕している。

( 3)土木工事の自然への配慮

従来の土木工事は効率的，経済的な考え方で施工され

ていた感が深い。河川|の工事はコンクリートで直線的に

作られ，そこに生息する植物や小動物をまったぐ無視し

ていた。こうした行為が，身近な生物を追いやってし

まったのだ。鶴見川にのみ生息するヨコハマナガゴミム

シが1キロにも満たないごく狭い範囲に追いつめられて

いる。かつては酒匂川に見られたカワラハンミョウは

絶滅してしまった。最近は河川|工事などにも自然を考慮

した工法が見られるようになったのは好ましいが， これ

からの土木工事は自然に優しく，そこに生息する生物に

影響を与えないよう慎重に配慮してほしいものである。

(4)海浜への自動車の乗り入れ禁止

一見，何も生息していないような砂浜にも多くの小動

物が生活している。なかでも甲虫類に多くの種が存在す

る。そこへ自動車が縦横無尽に走りまわっている地域が

ある。海浜植物は踏み倒され，輪立ちが縞模様を作って

いる。この現況を何とかしてほしい。海浜は道路ではな

いので，厳しい取り締まりを実施してもらいたい。

( 5 )湿地，草地の保護
池，沼と同様.神奈川県の湿地や草原は非常に少ない。

その上.良好な湿地や草原が減少しつつある。湿地や草

原には特有の生態系があり，多くの生物が生息している。

そこに見られる昆虫類が今，絶滅に瀕している種も少な

くない。湿地や良好な草原を調査して登録し，県が何ら

かの条件をつけて保護すべきである。

( 6 )雑木林の復活

箱根の東山麓はスギやヒノキの植林で覆いつくされて

いる。ほとんど雑木林はないに等しい。 したがって，そ

の生物相は単純で，箱根独特の生物相の存在はない。一

方，人家のまわりも雑木林が切られ宅地化しつつある。

昔のように林にエネルギー源を求めなくなったため，薪

炭用の木を育てることがなくなり，山や林は荒れはてて

いる。こうしたことが.生物の多様性に変化をもたらし，

多くの雑木林に生息する昆虫を奪っている。今後は積極

的に針葉樹ではなく広葉樹を，例えば，クヌギ，コナラ

などの落葉広葉樹を植えてかつての雑木林を復活してい

ただきたい。

(7)松喰虫対策用の薬剤散布廃止

マツの枯れる原因は単一なものではなく，複合的な要

素がからみあっているものと思われる。マツノザイセン

チュウばかりが原因ではないと思う。薬剤散布反対論に

もうなづける点が多い。農薬を撒けばそこに生息してい

た多ぐの昆虫類も同時に死滅してしまう。恐らくマツに

依存していたウパタマムシ，ウパタマコメツキなどが少

なくなったのは薬剤散布による影響だと思っている。ア

メリカシロヒトリが大発生した場合など特別の例は別と

して，極力薬剤散布は止めていただきたい。

( 8)商業地域以外の夜間照明の禁止

夜は暗いのが自然で，生物は夜の暗さを利用して生き

ているのだ。山の中で昼間と同様の明るさになれば，そ

こに生息している全生物に大きな影響を与える。これが

自然破壊でなくて何であろうか。山中のゴルフ場やテニ

スコートの夜間照明は即刻，禁止していただきたい。県

で夜間照明の使用条例を作るべきである。

これから多くの絶滅種，絶滅危倶種，希少種をあげる

が，これらを絶滅から救うのはそうたやすいことではな

い。種を指定して保護の対象としても真の保護にならな

いことは明らかで，その種が生息する環境を守ることに

よって，種の生存が保証されるのである。



科・種名

カワラゴミムシ科

カワラゴミムシ

ハンミョウ科

ホソハンミョウ

ニワハンミョウ

カワラハンミョウ

シロへリハンミョウ

オサムシ科
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神宗')1/県産甲虫類レッドデータ桂J覧

RD度 寝屋原因

減少G 河川敷の環境悪化

絶波B
減少H
絶滅A
危倶D

河川敷の環境悪化

宅地化による生息地の減少

海岸整備に伴う生息環境悪化

海岸整備に伴う生息環境悪化

備考

近年の採集例はきわめて少ない

近年，まったく見られない

各地に生息するも，個体数の減少は著しし、

l例の記録のみ
城ヶ島，真鶴などに生息するが，きわめて即艮

エゾカタピロオサムシ 減少H 河川敷，草地の環境悪化 各地に生息するも，個体数の減少は著しL、
アカガネオサムシ 危倶E 河川敷の環境悪化 近年の採集例は，ほとんどない

ヒメマイマイカプリ 減少H 開発，整備に伴う生息環境悪化各地に生息するも，個体数の減少は著しい
セアカオサムシ 減少H 開発，整備に伴う生息環境悪化近年ほとんど見られなくなった
カワチマルクピゴミムシ 減少H 河川敷の環境悪化 各地に生息するも，個体数の減少は著しい

キベリマルクピゴミムシ 危慎E 河川敷の環境悪化 近年ほとんど見られなくなった

オオマルクピゴミムシ 減少H 河川敷の環境悪化 山間各地に生息するも，個体数の減少は著しい

フタモンマルクピゴミムシ 危倶E 河川敷の環境悪化 近年ほとんど見られなくなった

コハンミョウモドキ 絶滅C? 開発，整備に伴う生息環境悪化近年の採集例はまったくない

クロヒメヒョウタンゴミムシ 減少H 河川敷の環境悪化 近年ほとんど見られなくなった

ムネアカチピヒョウタンゴミムシ危倶D 湿地環境の悪化 近年の採集例はない

ナガチピヒョウタンゴミムシ 危倶E 河川敷の環境悪化 近年ほとんど見られなくなった

アシグロチピヒョウタンゴミムシ減少H 河川敷の環境悪化 近年ほとんど見られなくなった

ホソチピヒョウタンゴミムシ 危倶E 河川敷の環境悪化 近年ほとんど見られなくなった

ヒョウタンゴミムシ 危倶E 海岸の整備に伴う生息環境悪化近年ほとんど見られなくなった
オサムシモドキ 危倶F 海岸，河川敷の整備に伴う生息環境悪化海岸部に生息するも，きわめて稀
コマヤマメクラチピゴミムシ 危慎D 隠識の記録のみ
フタポシチピゴミムシ 危慎F 河川敷の環境悪化
イズイソチピゴミムシ 危倶D 生息環境の消滅
ミウラメクラチピゴミムシ 危倶D 周辺環境の悪化
アトスジチピゴミムシ 危倶F 河川敷の環境悪化

キバナガミズギワゴミムシ 絶滅B 河川敷の環境悪化
テンリュウメダカチピカワゴミムシ 危倶F 河川敷の環境悪化
コホソトピミズギワゴミムシ 危旗F 河川敷の環境悪化

マダラケシミズギワゴミムシ 危想E 湿地環境の悪化
カワグチミズギワゴミムシ 絶滅A? 不明
オオフタモンミズギワゴミムシ減少H 河川敷の環境悪化
アオへリミズギワゴミムシ 減少日 生息源域の減少

ハマベミズギワゴミムシ 佐倶E 生息高槻の減少
ヤノホソコミズギワゴミムシ 危倶D 不明(要再確認)

トカラコミズギワゴミムシ 危倶D 河川敷の環境悪化
ウミミズギワゴミムシ 危倶D 不明
オピモンコミズギワゴミムシ 危倶F 河川敷の環境悪化

アトモンコミズギワゴミムシ 危倶E 生息環境の減少
ヨツボシツヤナガゴミムシ 危倶D 河川敷の環境悪化
ヒロムネナガゴミムシ 減少H 湿地環境の悪化
オオナガゴミムシ 減少G 河川敷の環境悪化
コホソナガゴミムシ 減少H 湿地環境の悪化
ノグチナガゴミムシ 減少H 湿地環境の悪化

ヒメホソナガゴミムシ 減少H 湿地環境の悪化
オオキンナガゴミムシ 危慎F 公園整備に伴う生息環境の悪化

アシミゾナガゴミムシ 減少H 湿地環境の悪化
ヨコハマナガゴミムシ 危倶D 河川敷の環境悪化

鶴見川では絶滅の可能性が強い

厩識の記録のみ

生息地は模式産地のみ

近年の採集例はない

近年の採集例はない

茅ヶ崎市本膿)11でl頭確認
近年ほとんど見られなくなった

l例の記録のみ
厩識の記録のみ

近年ほとんど見られなくなった

近年ほとんど見られなくなった

相模川下流域で確認，生息数は少ない

l例の記録のみ
l例の記録のみ
1例の記録のみ
近年ほとんど見られなくなった

県内では近年の採集例はない

l例の記録のみ
各地に生息も，生宮城は次第に狭まっている

鶴見)11では個体数が激減
各地に生息も，生息域は次第に狭まっている

各地に生息するが，個体数は減少している

各地に生息も，生息域は次第に狭まっている

三ツ池公園では，まったく得られなくなった

各地に生息も，生息域は次第に狭まっている

生息は確認されたが，きわめて危機民献態
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柄引11県産甲虫類レッドデータ棒J覧 (2)

科・種名 RD度 事且原因 備 考

オグラヒラタゴミムシ 絶滅A 湿地環境の悪化 l例の記録のみ

ヒメセポシヒラタゴミムシ 減少H 湿地環境の悪化 各地に生息も，生息域は次第に狭まっている
アシミゾヒメヒラタゴミムシ 減少H 湿地環境の悪化 各地に生息も，生息域は次第に狭まっている
キパナガヒラタゴミムシ 危倶D 生息耳競の悪化 近年ほとんど見られなくなった
コヒラタゴミムシ 減少H 湿地環境の悪化 近年ほとんど見られなくなった
キアシツヤヒラタゴミムシ 減少H 生息環境の減少 平地では近年ほとんど見られなくなった
コクロツヤヒラタゴミムシ 減少H 丘陵林地の減少 平地では近年ほとんど見られなくなった
キアシマルガタゴミムシ 減少H 河川敷の環境悪化 近年ほとんど見られなくなった
チョウセンゴモクムシ 危倶E 河川撒の環境悪化 近年ほとんど見られなくなった
コパヤシツヤゴモクムシ 危慎E 生息環境の減少 生息は確認されたが，生息地は局限される
オオクロツヤゴモクムシ 危倶E 生息環境の減少 近年ほとんど見られなくなった
キュウシュウツヤゴモクムシ 減少H 生息環境の減少 近年ほとんど見られなくなった
ムネミゾチピゴモクムシ 絶滅A 河川敷の環境悪化 1例の記録のみ
セグロマメゴモクムシ 絶滅A 河川敷の環境悪化 l例の記録のみ
クロサマメゴモクムシ 減少H 湿地環境の悪化 個体数の減少が著しい
タオマメゴモクムシ 減少H 湿地環境の悪化 個体数の減少カ宅著しい
クロズカタキパゴミムシ 減少H 湿地環境の悪化 個体数の減少が著しい
ヨツモンカタキパゴミムシ 減少H 湿地環境の悪化 個体数の減少が著しい
オオヨツポシゴミムシ 危倶E 湿地環境の悪化 近年ほとんど見られなくなった
ヨツボシゴミムシ 減少H 河川敷の環境悪化 個体数の減少が著しい
イグチケプカゴミムシ 減少H 河川敷の環境悪化 個体数の減少が著しL、
クロケプカゴミムシ 減少H 河川敷の環境悪化 個体数の減少が著しい
クピナガヨツポシゴミムシ 危旗F 河川敷の環境悪化 近年ほとんど見られなくなった
アカガネアオゴミムシ 減少H 草地環境の減少 近年ほとんど見られなくなった
ヒトツメアオゴミムシ 危倶D 丘陵地の開発 1例の記録のみ
コアトワアオゴミムシ 減少H 湿地環境の悪化 近年ほとんど見られなくなった
ニセコガシラアオゴミムシ 減少H 湿地環境の悪化 個体数の減少か著しし、
オオサカアオゴミムシ 絶滅A 湿地環境の悪化 1例の記録のみ
トックリゴミムシ 減少H 河川敷の環境悪化 個体数の減少が著しし、
ニセトックリゴミムシ 減少H 湿地環境の悪化 個体数の減少か著しし、
オオトックリゴミムシ 合倶E 生息環境の減少 県内では相模湖のみに生息
オオヒラタトックリゴミムシ 危倶D 不明(生官環境の減少?) 近年の採集例はない
フタモンクピナガゴミムシ 危倶F 河川敷の環境悪化 1例+未発表記録のみ
ハガクピナガゴミムシ 危倶D 湿地環境の悪化 仙石原のみに生息
ナカグロキパネクピナガゴミムシ 危慎F 河川敷の環境悪化 鶴見川では絶滅
ダイミョウアトキリゴミムシ 減少H? 丘陵地の開発 1例の記録のみ
ミズギワアトキリゴミムシ 減少H 河川敷の環境悪化 各地に分布するが，個体数の減少が目立つ
アリスアトキリゴミムシ 危慎E 草地環境の悪化 関E載の記録のみ
イマイチピアトキリゴミムシ 危倶E 生息環境の減少 近年の採集例はない
クロサヒラタアトキリゴミムシ危倶F 雑木林の減少 近年ほとんど見られなくなった
オオアオホソゴミムシ 絶按B? 湿地環境の悪化 近年ほとんど見られなくなった
ホソクピゴミムシ科

アオパネホソクピゴミムシ 危倶E 湿地環境の悪化 近年ほとんど見られなくなった
ヒメホソクピゴミムシ 危倶E 湿地環境の悪化 近年ほとんど見られなくなった
コガシラミズム、汁ヰ

キイロコガシラミズムシ 危倶D 水環境の悪化・喪失 現存する葉山町でも激減
カミヤコガシラミズムシ 危倶D H 11 

ゲンゴロウ科

ルイスツプゲンゴロウ 絶域A 水環境の悪化・消失 近年の記録なし
コウベツプゲンゴロウ 絶滅A " " ヒメケシゲンゴロウ 絶滅A " 11 
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柄引|県産甲虫類レッドデータ栓J覧 (3)

科・種名 RD度 麗島原因 備 考

マルケシゲンゴロウ 危倶E 11 2例のみの記録
セスジゲンゴロウ 危倶E H 近年の記録なし

ツプゲンゴロウ 危倶F 不明，水環境の悪化? 11 

キボシケシゲンゴロウ 絶滅A 不明，水質の変化? 11 

キベリクロヒメゲンゴロウ 絶滅A 不明?水質の，悪化? 11 

シマゲンゴロウ 危倶E 水環境の悪化・喪失 近年ほとんど発見例なし

マルガタゲンゴロウ 絶滅A H 1990年代初頭に絶滅
クロゲンゴロウ 危倶F 11 わす干かに残るが激減

コガタノゲンゴロウ 絶滅C 11 1970代以降記録なし
ゲンゴロウ 絶滅C H 1990年代初頭に絶波
シャープゲンゴロウモドキ 絶滅A 11 戦前の記録のみ

ミズスマシ科

オオミズスマシ 危倶F 水環境の悪化・喪失 逗子市で確認

ミズスマシ 危倶F 11 県央部で確認

コミズスマシ 危倶F H 蹄刊Iで確認

ヒメミズスマシ 危倶F H 現状不明

ツマキレオナガミズスマシ 危倶E N 藤野町で醗Z，調査不十分
コオナガミズスマシ 危倶E? 11 愛)/1町相模)/1で確認

ガムシ科
タマガムシ 危倶F 水環境の悪化・喪失 逗子市で確認

コガムシ 危倶F H 愛川町・山北町で確認

ガムシ 危倶F 11 愛)/1町で確認

エンマムシ科

ツツエンマムシ 希少種 丹沢堂平のみに生息

チャイロムネミゾツプエンマムシ希少種 丹沢堂平のみに生息

ムネミゾツプエンマムシ 希少種 城山町のみに生息

ルリエンマムシ 危倶F 砂浜の減少荒廃，都市化 近年記録なし

ドウガネエンマムシ 危倶E 砂地の減少荒廃 臨丘採れた情報がない

ベマハマベエンマムシ 危倶D 割地の荒廃 惜べ乃生息地は現在キャンプ場になり絶滅?

カラカネハマベエンマムシ 減少G 砂浜の減少荒廃

ヒメハマベエンマムシ 危慎E 海浜植物の減少，砂浜荒廃 鎌倉市など局所的に生息

ニセハマベエンマムシ 減少G 砂浜の減少荒廃

ツヤハマベエンマムシ 減少G 砂浜の減少荒廃

ニセセスジエンマムシ 希少種 小田原市のみの記録

へリナガエンマムシ 希少種 丹沢堂平のみに生息

ノッポロヒメエンマムシ 希少種 丹沢浅瀬の記録のみ

ヒラタカクヒメエンマムシ 希少種 丹沢堂平と三国山のみに生息

タマキノコムシ科
タケイオオタマキノコムシ 希少種 丹沢ユーシンのみの記録

ヒトツメタマキノコムシ 希少種 丹沢堂平のみの記録

ヒゲプトチピシデムシ科

アリスヒゲプトチピシデムシ 希少種 小田原市酒匂川の記録のみ

チピシデムシ科
ホソアシチピシデムシ 希少種 丹沢堂平のみに生息

シデム、沖ヰ

ヤマトモンシデムシ 危倶F 草地の減少，河川散の荒廃 事丘の採集例なし。相模川の河川敷に生息?

ヒメヒラタシデムシ 減少H 都市化 事丘採れない

オニヒラタシデムシ 危倶E 砂浜の荒廃 三浦半島の2ケ所の記録のみ。絶滅の可自国主大

ハネカク沖↓

キイロツヤシデムシモドキ 希少種 西丹沢相駅のみの記録

メダカオオキノν、ネカクシ 希少種 小田原市入生田の記録のみ
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神奈川県産甲虫類レッドデータ桂噴 (4)

科・種名 RD度 高旦原因 備 考

カタモンハネカクシ 減少H 砂浜の減少 最近見たことがない

ドウガネアナパケハネカクシ 希少種 箱根姥子の記録のみ

オオズウミハネカクシ 希少種 三浦市油萱にのみ生息

アリヅカムシ科
ヒラズイソアリヅカムシ 希少種 真鶴半島の磯の潮司帯にのみ生息

N凶ulicepslatifrons (Sha叩) 希少種 箱根の記録のみ

クワガタムシ科
オオクワガタ 危倶E 雑木林の減少，クヌギ大木の消滅湘南地方に生息しているか?
ネプトクワガタ 絶滅B 雑木林の減少 横須賀市の記録のみ。絶滅したものと思われる
コプスジコガネ科
オオコプスジコガネ 危倶D 環捷吾化 小田原市の記録のみ
コガネムシ科

アカマダラセンチコガネ 危慎E 環境悪化
ムネアカセンチコガネ 減少H 環境悪化 最近，見たことがない
ダイコクコガネ 絶滅C 牛馬飼育の恥k 小田原市での記録のみ。絶滅したことは明らか
ナガスネエンマコガネ 危倶F 牛馬飼育の廃止 キ膿原の記録のみ
オオフタホシマグソコガネ 減少G 牛馬飼育の廃止，環境悪化 三時半島では絶滅。大野山には生息している
アイヌケシマグソコガネ 減少G 砂浜の減少荒廃
ヤマトケシマグソコガネ 減少G 砂浜の減少荒廃
ヒゲコガネ 減少H 河川|の荒廃，環境悪化 樹葉川(厚木市)のみにでかろうじて生息か
シロスジコガネ 減少H 都市化，環境悪化，薬剤散布 数輔甘から極端に減少した
オオダイセマダラコガネ 絶滅A 草地の減少，環境悪化 箱根下双子での記録のみ
アカマダラコガネ 減少H 雑木林の減少
シラホシハナムグリ 絶浪C 環境悪化 1958年の横須賀市の記録だけ
ムラサキツヤハナムグリ 危慎E 雑木林の減少 三浦半島にのみ生息
オオヒラタハナムグリ 希少種 丹沢堂平のみに生息
タマキノコムシモドキ科
ミフシタマキノコムシモドキ 希少種 山北町塩沢のみの記録
マJレハナノミ科

ムツボシマルハナノミ 希少種 丹沢堂平のみに生息
タマム汁ヰ
トゲフタオタマムシ 希少種 丹沢大山のみに生息
クロマダラタマムシ 絶滅B 環境悪化 記録は逗子市のみ。絶滅したと思われる
ウJ~タマムシ 減少H 環境悪化，薬珊姉 あまり見られなくなった
タマムシ(ヤマトタマムシ) 減少H 食樹の減少，環境悪化 思丘極めて少なくなった
クロタマムシ 減少H 環境悪化，薪撒布
アヤムナピロタマムシ 危倶D 生息地の荒廃 横須賀市猿島と観音崎のみ。絶波が危倶される
クロチピタマムシ 絶滅A 環境悪化 小田原市の記録のみ。絶滅したと思Jつれる
コメツキダマシ科

シコクカクムネコメツキダマシ 希少種 箱根神山のみの記録
オオナカミゾコメツキダマシ 希少種 石現臼の報告のみ
コメツキムシ科

ウパタマコメツキ 減少H 薬斉暗怖の影響 最近，少なくなった
フタモンウパタマコメツキ 危想E 環境悪化 藤沢市の記録のみ。絶減の恐おあり
ダイミョウコメツキ 希少種 丹沢堂平の記録のみ
ジョウカイポン科

コバネチピジョウカイ 希少種 逗子で得られたもののみ
クシヒゲジョウカイ 希少種 箱根大平台の記録のみ
ブランクッチコパネジョウカイ 希少種 丹沢玄倉併E告だけである
ヒメトゲムシ科
ケモンヒメトゲムシ 希少種 丹沢堂平の記録のみ
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柄引|県産甲虫類レッドデータ器官 (5)

科・種名 RD度 誌昆原因 備 考

シJ'tンムシ手十

ニセオオナガシパンムシ 希少種 真鶴の報告のみ

ホソアシシパンムシ 希少種 真鶴に生息している

コクヌスト科
ユヤマセダカコクヌスト 希少種 丹沢大山の記録のみ

カッコウムシ科
ヤマトヒメメダカカッコウムシ危倶D ヨシ原の減少 河川の荒廃により多摩川の生息環境悪化

ジョウカイモドキ科
コケシジョウカイモドキ 希少種 小田原市入生田のみに生息

ルリキオピジョウカイモドキ 危慎D 砂地の減少荒廃 横須賀市苅申島と相模川値間市)の記録のみ

イソジョウカイモドキ 危倶D 海岸の荒廃 環境悪化のため絶滅が危倶される

コパネジョウカイモドキ 希少種 相模原市に生息

チパクギヌキジョウカイモドキ希少種 大磯高麗山の記録のみ

ケシキスイ科
ニセキポシヒラタケシキスイ 希少種 丹沢堂平のみに生息

アカホシクロヒラタケシキスイ 希少種 丹沢堂平のみに生息

ミカドケシキスイ 危想D 草原の荒廃 箱根仙石原のみ生息

オオアオチピケシキスイ 危想D 環境悪化，原因不明 以前は箱根には多かったが，思丘採れない

ヒラタムシ科
ルリヒラタムシ 希少種 丹沢堂平のみに生息

エゾペニヒラタムシ 希少種 丹沢畔ケ丸，堂平に生息

ヒゲナガホソチピヒラタムシ 希少種 三浦市小網その記録のみ

ホソチピヒラタムシ 希少種 小田原市の記録のみ

オオキスイ科

ミドリオオキスイ 希少種 西丹沢本相駅併陪のみ

コメツキモドキ科
アオバヒメコメツキモドキ 希少種 箱樹山石の記録のみ

オオキノコム沖十
ムモンシリグロオオキノコムシ希少種 丹沢大山のみの記録

テントウダマシ科
キイロアシポソテントウダマシ希少種 横浜市円海山の報告のみ

ツツキノコムシ科
トカラナガツツキノコムシ 危倶E 都市化の影響 小田原市，大和市で採れている

ニッコウツツキノコムシ 希少種 丹沢堂平のみで得られている

ホソカタムシ科
クロツヤツツホソカタムシ 危倶D 都市化の影響 横浜市金沢区と藤沢市に生息

ゴミムシダマ沖↓
ヤマトオサムシダマシ 危倶E 都市化の影響 もともと沿岸の砂地の納屋などに生息

オオマルスナゴミムシダマシ 希少種 平塚市の記録のみ

シナスナゴミムシダマシ 希少種 葉山町の記録のみ

オオマルチピゴミムシダマシ 危想D 砂浜の減少荒廃
ツメアカマルチピゴミムシダマシ危慎D 砂地の荒廃 相模川(厚木市)の記録のみ

ニセマグソコガネダマシ 危倶D 砂浜の減少荒廃 鎌倉の海岸で採れるが，絶減の危虫食性が高い

クロズハマベゴミムシダマシ 絶滅B 砂浜の荒廃 調査しても発見されず，絶滅したであろう

オオユミアシゴミムシダマシ 希少種 丹沢蛭ケ岳の記録のみ

ハネナシセスジキマワリ 危倶D 都市化の影響 横須賀市のみに生息。生息可能か心もとない

アカハネムシ科
オカモトツヤアナハネムシ 希少種 三国山の記録のみ

ナガクチキムシ科
ヒイロホソナガクチキ 希少種 丹沢堂平の記録のみ

ヒゲプトナガクチキ 希少種 逗子市，鎌倉市に生息
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神奈川県産甲虫類レッドデータ種一覧 (6)

科・種名 RD度 蕊島原因 備 考

カミキリモドキ科

サタカミキリモドキ 危倶D 生息地の荒廃 本州では横須賀市猿島にのみ生息

ツチハンミョウ科

マメハンミョウ 危慎F 草地の減少，環境悪化 以前は畑などに普通，最近は殆ど見られない

アリモドキ科

オオクピボソムシ 希少種 西丹沢智沢の記録のみ

ヒラタホソアリモドキ 希少種 平塚市併E告のみ

カミキリムシ科

ベーツヒラタカミキリ 減少G 照葉林の減少

ニセノコギリカミキリ 危倶?E マツ林の減少 生息確3濁程王は困難
サピカミキリ 減少H マツ林の減少
オオマルクピヒラタカミキリ 希少種 記録は秦野市の2個体のみ
ホソカミキリ 減少H 広域林地の減少 低地での減少顕著

モモグロハナカミキリ 減少H 広域林地の減少 相模川以東では絶滅

クピアカハナカミキリ 希少種 記録は丹沢の1例のみ
チャイロヒメコプハナカミキリ 希少種 採集例は丹沢山堂平のみ

ヒゲプトハナカミキリ 希少種 採集例は丹沢山堂平のみ

ツヤケシハナカミキリ 減少H マツ林の減少 低地での減少顕著

ムネアカクロハナカミキリ 減少H 広域林地の減少 低地での減少顕著

ヨツスジハナカミキリ 減少H 広域林地の減少 低地での減少顕著

ハネピロハナカミキリ 希少種 記録は藤野町のみ

カタキハナカミキリ 危倶E 広域林地の減少 低樹立絶滅;書記丘の記録なし?

カエデノへリグロハナカミキリ 希少種 採集例は丹沢山堂平の1例のみ
アオスジカミキリ 危倶F 広域林地の減少? 最近の記録なし

キイロミヤマカミキリ 危想?E 照葉林の減少? 品丘の記録なし

マルクピケマダラカミキリ 減少H 薪の使用撒減?
ヨツポシカミキリ 危倶F 不明 1980年代以降の採集例は稀
ヨコヤマヒメカミキリ 危倶?E 広域林地の減少? 事丘の記録なし
タカオメダカカミキリ 希少種 記録は丹沢の1ヶ所のみ
クロツヤヒゲナガコパネカミキリ 絶滅A 広域林地の減少? 1963年以降の記録なし
コポトケヒゲナガコパネカミキリ 希少種 記録は津久井の1ヶ所のみ
ミドリカミキリ 減少H 広域林地の減少? 低地での減少顕著
アカアシオオアオカミキリ 危倶D クヌギ古木の減少?
チャイロホソヒラタカミキリ 減少H 薪の使用故減? 思庄の記録は)1崎市のみ?
ウスイロトラカミキリ 減少H 広域林地の減少? 低地では絶滅
プドウトラカミキリ 減少H 広域材却の減少? 都市部での減少哩賭
ムネマダラトラカミキリ 危倶D 広域林地の減少? 近年の記録は1ヶ所のみ
クリストフコトラカミキリ 危倶D 薪の使用激減 思丘の記録なし
アカネトラカミキリ 減少H 広域林地の減少? 低地では絶滅
クロトラカミキリ 減少G 薪の使用散減? 艶丘の記録少ない
ホソトラカミキリ 減少H 広域林地の減少? 低地の最近の記録少ない
カンポウトラカミキリ 希少種 記録は丹沢の1例のみ
キイロトラカミキリ 減少H 薪の使用激減 全体的に撤減

エゾトラカミキリ 希少種 採集例は丹沢山堂平のみ

ホタルカミキリ 減少H 薪の使用激減 低地でとくに激減

ゴマフカミキリ 減少G 薪の使用撤減 低地では絶滅?
ドウポソカミキリ 減少H 広域林地の減少 低地では激減
フサヒゲルリカミキリ 絶滅A 生息環境の悪化? 器 B録の可能性あり
イタヤカミキリ 危規F 明るい湿地環境の減少 最近の記録なし

マツノマダラカミキリ 減少H マツ林の減少
センノキカミキリ 減少H 広域林地の減少
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神宗川県産甲虫類レッドデータ種一覧 (7)

科・種名 RD度 誌昆原因 備 考

ヒメピロウドカミキリ 危倶E 草地環境の減少
クリイロシラホシカミキリ 希少種 採集例は丹沢山堂平のみ

オオシロカミキリ 絶滅A 広域林地の減少? 記録は戦前の横浜の1例のみ
セミスジコプヒゲカミキリ 減少G 広域林地の減少? 低地での臨丘の記録なし

ジュウジクロカミキリ 希少種 記録は丹沢の1例のみ?
イボタサピカミキリ 危倶D 不明 晶丘の採集例なし

ネジロカミキリ 減少H 不明 低地での最近の記録なし

ゴマダラモモプトカミキリ 減少H 広域林地の減少? 低地では絶減

スジマダラモモプトカミキリ 減少H マツ林の減少 低地での減少顕著

ナカパヤシモモプトカミキリ 減少G マツ林の減少 思丘の採集例は少ない

ハンノキカミキリ 危倶F ハンノキ林の減少 思丘の採集例少ない

アサカミキリ 絶滅C 湿性草地環境の激減 1980年代半ば以降の記録なし

カスガキモンカミキリ 希少種 記録は箱根の1例のみ

ジュウニキポシカミキリ 希少種 記録は東丹沢のl例のみ?

クロキクスイカミキリ 希少種 記録は丹沢の1例のみ

アオキクスイカミキリ 絶滅A 寄主植物の衰退
マメゾウムシ科

クロマメゾウムシ 危想D 海浜植物の減少，食草の消滅 食草のハマエンドウがなくなれば絶滅か

ハムシ科
キイロネクイハムシ 絶滅A 池，沼の枯渇，環境悪化 横浜市豊顕寺の厩己載の記録のみ

ホソネクイハムシ 絶滅A 池，沼の枯渇 本州では箱根の記録。絶滅したものと思う

ヒラタネクイハムシ 危倶D 湿地の荒廃，食草の減少 箱根の似厄原の湿地にのみ生息

キイロナガツツハムシ 希少種 藤野町の記録のみ

ハコネチピツツハムシ 危倶D 草地の減少荒廃 箱根仙石原が原産地作つ

ムツキポシツツハムシ 危倶E 雑木林の減少，環境悪化 小田原市の記録のみ

ジュウシホシツツハムシ 危倶D 草喝の減少，荒廃 草原性のものゆえ，絶減が危課される

オオサjレハムシ 絶減A 環境悪化，原因不明 箱根仙石原の記録のみ。絶滅は明らか

オオルリハムシ 危倶D 湿地草地の減少荒廃 箱根仙石原の湿地のみに生息

ニッコウルリハムシ 危想D 草地の減少荒廃 西丹沢三国峠の草地の記録のみ

ドロノキハムシ 危倶F 環境悪化，原因不明 平地での絶滅は間島、ない

サクラムジハムシ 希少種 蛭ケ岳で得られたものだけ

ヤナギハムシ 語調F 環境悪化，原因不明 平地での絶滅は間車いない

ネギオオアラメハムシ 危倶F 環境悪化，食草の消滅 ノピ)J..が食草

カワシマケプカハムシ 希少種 湯河原の原記載の記録のみ

クロヘリウスチャハムシ 危倶D 湿地の中部葛，食草の消滅 箱根仙石原の2本のゴマキにのみ見られる

ジュンサイハムシ 危倶D 池沼の減少，食草の消滅 食草がなくなったので， ，c.~ 

へリグロタマノミハムシ 希少種 三国山のみに生息

イカリヒメジンガサハムシ 絶滅A 環境悪化，原因不明 箱根木賀の記録のみ。絶滅したと思われる

ヒゲナガゾウムシ科
ツツケナガヒゲナガゾウムシ 希少種 大山が原産地，堂平で再発見された

シロマダラネプトヒゲナガゾウムシ 希少種 三国山などで得られた稀種

ゾウム洲
シラケコバンゾウムシ 危倶D 草湿地の荒廃 箱根仙石原の湿地のみに生息。絶滅がc.~

ヨツホシハナコプヒメゾウムシ危倶D 環境悪化 猿島のみの記録

ノ〈パスゲヒメゾウムシ 危倶D 草湿地の荒廃，食草の減少 箱根仙石原の湿地のスゲに生息

ナガクモゾウムシ 希少種 石老山の記録のみ

ウスモンアナアキゾウムシ 希少種 小田原市の記録のみ

コホシメカクシゾウムシ 希少種 犬涌谷の記録のみ

ケシクチカクシゾウムシ 希少種 三浦市4網代で得られたもののみ
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甲虫類から見た場合も他の昆虫からみた場合も同様と

思われるが，神奈川県で絶滅種，絶滅危倶種と指定され

る種はいずれも平地のものが多く，いかに平地の自然破

壊が進行しているかを物語っている。その中で最も被害

甚大なのが水生見虫で，池，沼に生息するゲンゴロウ類，

ガムシ類である。次いで河川|に見られるミズスマシや流

水性のゲンゴロウなどである。草原や湿地も少なくなり，

そこに生息する多くの昆虫たちが種の生存に脅えている。

また，海岸が埋め立てられ，人工物によってかつての海

岸風景がなぐなり，砂浜に生息するエンマムシ類，ゴミ

ムシダマシ類などが急速に減少しつつあり.すでに絶滅

した種もある。具体的には各論をみれば明らかだが，鶴

見}11 ，相模川，酒匂}11などの河川の自然度の高い場所，

三浦半島や真鶴半島などの岩礁地帯，鎌倉市の海岸をは

じめ，海浜植物の生えている砂浜などは保護の対象とす

べきであろう。さらに，三浦市の小網代など湿地を含ん

だ一帯は県内で最も優れた自然環境を呈しており，ここ

を守らずして自然環境保護はありえない。箱根の仙石原

は平地とはいえないが県内最大の湿地帯で.ここでも自

然破壊が進んでいる。仙石原には特有の甲虫類も見られ，

何らかの対策を講じないと絶滅に追込まれる種もあろう。

その他，我々が住んでいるすぐ近くの社寺林や雑木林も

大切にする必要があり，県の環境部が調査した「地域環

境評価書」にはそれらの重要さが記述されている。山地

性のものでは草原性のものを除いては，幸いなことにほ

とんど絶滅種，絶滅危倶種はない。しかし，多くの希少

種があり，特に丹沢堂平~蛭ケ岳では珍しい種が多く，

プナ林の衰退などにより何時，絶滅の危機が訪れないと

も限らない。

私は今，神奈川県の自然を現状のまま子孫に伝える義

務があると考えている。

(以上，平野幸彦)

カワラゴミムシ科Omophronidae

半球形の体型を持った特異な科で，多くの種は熱帯地

域に分布し，日本からはカワラゴミムシ 1種のみが知ら

れる。

ムカワラゴミムシOmophronaequalis Morawi包[減少種G]

[生息環境]河川敷などの砂地部分に生息し，付近の灯火

にもよく飛来する。

[過去の分布]横浜二俣川(山口， 1970)，務沢(平野，

1981 ;笠原， 1984)，三浦半島(坂本&土屋， 1983)，西

丹沢西沢・小田原市蛍田(平野， 1993)。

[調査結果]丹沢，道志川などに生息。本種は河川敷など

の砂地に生息する，近年の採集例はほとんどない。生息

環境の悪化が原因と思われる。

/¥ンミョウ手ヰ Cicindelidae

金属光沢を持つ美麗種を含む，多くの種から構成され

るグループで，世界で約25∞種あまりが知られ，日本か

らは3属22種が記録されている。神奈川県からは，その

うち10種あまりが報告されている。県内の甲虫類の中で

は，非常によく調査されているグループである。下記に

あげた種に限らず，全般的に個体数の減少が著しいグ

ループである。

・ホソハンミョウ Cicindelagracilis Pallas 【絶滅種B]

[生息環境]河川敷の草地に生息し，県内では，港北区新

羽田I側の鶴見川河川敷・津久井に生息していた。

[過去の分布]横浜市港北区新羽町鶴見}11 (松本・鈴木.

1981 ;榎戸， 1984; 1985 ; 1986 ;田尾， 1984)，津久井(守

屋， 1990)。

[調査結果]未確認，鶴見)11 (横浜市港北区新羽町)から

報告されているが，生息地が河川改修で失われ，再発見

はきわめて困難であると思われる。

ムニワハンミョウ Cicindelajapana Motschulsky 

[減少種H]

[生息環境]林に接した草地.林間の空地。春先などに群

棲するのを見ることがある。

[過去の分布]県内各地(大場， 1981;榎戸， 1985; 1989 ; 

1992)。

[調査結果]各地に分布しているものの，生息地の狭小

化，個体数の減少が目立つ。幼虫の生息する平坦地の減

少が主な原因と思われる。

・カワラハンミョウ Cicindelalaetescripta Motschulsky 

[絶滅種A]

[生息環境]砂質の河川敷や海岸の草地部分に生息。

[過去の分布]横須賀市野比海岸(大場， 1981)，野比海

岸・小田原市酒匂(榎戸， 1985)。

[調査結果]確認できず。県内の海岸などの状況から見

て，再発見はきわめて困難である。

0シロヘリハンミョウ Cicindelayuasai Nakane 
[絶滅危倶種D]

[生息環境]海岸の岩礁地帯に生息。幼虫は付近の砂浜の

草地の根際に生息する。

[過去の分布]天神島・初声・諸磯(大場， 1981)，前記

に加え真鶴・城ヶ島(榎戸， 1986)，他に菊田(1984)に

よる茅ヶ崎市相模}11の記録があるが，後に著者自身によ

り，データの誤りとの理由で分布が削除された。

[調査結果]本調査では確認できなかったが，城ヶ島，真

鶴岬では確実に生息している。幼虫は周辺の砂浜の草地

に生息しているので，砂浜の環境悪化によっては生息が

危ぶまれる。

オサムシ科Carabidae

きわめて多様な種群を含む，非常に大きなグループで，

一般に陸生の食肉性の種を中心としたグループであるが，

洞窟や地中に適応し，後麹や複眼を失った種なども含む。

全世界から 30∞0種以上，日本からも 10∞種あまりが報

告されているが，一部のグループを除いて，よぐ調査さ

れているとはいいがたい。特に生態面における知見は非

常に少なく，今後の研究課題である。県内からは 365種

あまりが報告されているが，今後そう多くの種が追加さ

れるものではな)，)と思われる。県内の甲虫類の中では比

較的よく調査されているが，分布・生態面の解明などで，

今後多ぐの課題を持ったグループでもある。

ムエゾカタピロオサムシ Campalitachinense (Kilby) 

【減少種H]

[生息環境]河川敷，林地に接した草地。



[過去の分布]県内各地(山口&平野， 1960;西川， 1971; 

平山&高桑， 1981;坂本&土屋， 1983;田尾， 1984;平

野他， 1991;西)11&丸山， 1993;田尾&岸， 1993)。

[調査結果]各地に分布するが，個体数は全体的に減少し

ている。鶴見川河川敷のように，過去にかなり多数の個

体が見られたが，現状では絶滅したと思われる地域もあ

る。河)11改修，丘陵地の開発などの影響が顕著に見られ

る種である。

0アカガネオサムシ Carabusgranulatus telluris Bates 
[絶滅危倶種E]

[生息環境]河川敷などの湿地部分。

[過去の分布]港ノ沢 (Bates，1883)，曽我大沢・酒匂印

刷局・大磯花水)11河口(山口・平野， 1960)，花水川(山

口， 1966)，前記の記録に加え小田原市蛍田・酒匂)11 (平

野， 1969)，花水)11 (高橋， 1971)，横浜市鶴見)11 (西川，

1971 ;田尾， 1984)，過去の記録のまとめ(平山・高桑，

1981)，相模湖町(中村， 1981)。

[調査結果]確認できなかった。湿地環境の消滅，河川改

修による生息地の消滅により，今後の発見はきわめて悲

観的状況である。

ムヒメマイマイカプリ Damasterblaptoides oxuroides 

(Schaum) 【減少種H]

[生息環境]河川敷，林地，谷戸地など。冬季採集の折，

朽木中から発見されることが多く，時にきわめて多くの

個体が群集する。

[過去の分布]県内各地 (Bates，1873;山口・平野， 1960; 

西川， 1960;平野， 1969;西)11・奥村， 1970;平山・高

桑， 1981;坂本・土屋， 1983;田尾， 1984;平野他， 1991; 

西川・丸山， 1993;田尾・岸， 1993)。

[調査結果]各地に分布するものの，いずれの地において

も個体数は多ぐない。河川改修などによる生息地の環境

の悪化，平地林の減少による，生息地の乾燥化などの生

息環境の悪化が減少の原因と思われる。

ムセアカオサムシ Hemicarabustuberculosus (Dejean et 

Boisduva¥) 【減少種H]

[生息環境]疎らな草地，下草のない林床に生息。比較的

乾燥した環境を好む。

[過去の分布]小田原市板橋地内字富士山(山口， 1958)， 

箱根町姥子・仙石原・小田原城山競技場裏・板橋富士山・

石垣山山頂・石橋・米神・江の滞八貫山(山口・平野，

1960) ，箱根町仙石原・小田原市(平野， 1969)，中井町・

小田原市境曽我山(西)11，1971)，箱根芦ノ湖湖尻(石田，

1976)，中井町・小田原市酒井曽我山・仙石原・小田原市

(平山・高桑， 1981)，箱根強羅(柴田， 1982)。

[調査結果]確認できなかったが，箱根地方には生息して

いる。一般に生息数は少ない種である。宅地化などによ

る疎らな草地の消失，森林の放置による林床の荒廃など

が，減少の原因と考えられる。

ムカワチマルクピゴミムシNebrialewisi Bates 【減少種I-I]

[生息環境]砂質の河川敷の水際の石下に生息。

[過去の分布]相模原市当麻，松田(平野， 1981)，横浜

市鶴見川1(田尾， 1986)，座間市(西)11・丸山， 1993)。

[調査結果]各河川|とも河川敷の環境の悪化が著しく，個

体数の著しい減少が見られる。河川改修工事，河川敷へ
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の車の乗り入れに伴う環境の悪化などが原因で，鶴見川!

などのように，まったく見られなくなった地域もある。

OキペリマルクピゴミムシNebrialivida ar沼叫白taBanninger 

【絶滅危倶種E]

[生息環境]砂質の河)11敷の水際の石下に生息。近年まっ

たく得られていない。

[過去の分布]小田原・湖尻・松田(平野， 1981)，逗子

市鷹取山(森田・田尾， 1985)。

[調査結果]確認できず。かつて酒匂川では，十文字橋付

近に少なくなかったが，環境の激変に伴いまったく見ら

れなぐなった。

ムオオマルクピゴミムシ Nebriamacrogona Bates 

[減少種H]

[生息環境]砂質の河川敷，渓流などの水際の石下に生

息。

[過去の分布]宮の下・小田原・奥湯河原・帯沢・松田・

玄倉(平野， 1981)，寄沢(田尾， 1987)，札掛(平野， 1987)。

[調査結果]丹沢などの山間部には，かなりの数が見られ

るが，酒匂川など，過去にかなりの個体数が見られた地

域でもほとんど見られなくなった。河川|改修工事，河川

敷への車の乗り入れに伴う環境の悪化などが，主な原因

と思われる。

0フタモンマルクピゴミムシNebriapulcherrima Bat回
[絶滅危倶種目

[生息環境]砂質の河川敷の水際の石下，かなり広い川原

にのみ見られる。

[過去の分布]平塚(近畿昆虫同好会， 1955)，平塚・松

田(平野， 1981)。

[調査結果]確認できず。いずれの地においても稀な種で

あったが，生息地の環境の悪化に伴い，絶滅が危倶され

る。河川改修工事，河川敷への車の乗り入れに伴う環境

の悪化，家庭排水の増大に伴う水質の悪化などの原因が

考えられる。

.コハンミョウモドキ日aphruspunctatus Motschulsky 

[絶滅種C]

[生息環境]よく知られていないが，果樹園，河川敷の草

の根際などに生息するとの報告もある。

[過去の分布]茅ケ崎市・藤沢市(嘉納， 1952)，小田原

市入生田(山口， 1960)，藤沢・小田原(平野， 1981)， 

茅ケ崎市(田尾・岸， 1993)。

[調査結果]確認できず。 1960年代以降の採集例はないo

Aクロヒメヒョウタンゴミムシ Clivinalewisi Andrewes 

[減少種H]

[生息環境]比較的泥質の河川敷の，草の根際の土中に生

息。

日品去の分布]東林間(平野， 1981)，二子山(土屋， 1981; 

坂本・土屋， 1983)，横浜市鶴見)11 (田尾， 1986)，大和

市(平野他， 1991)。

[調査結果]確認できず。各地に分布すると思われるが，

鶴見)11では生息地の環境変化が著しく，生息は困難であ

ると思われる。

0ムネアカチピヒョウタンゴミムシ Dyschiriusbatesi 
Andrewes 絶滅危倶種D]

[生息環境]湿地の泥土上で得られることが多い。



224 

[過去の分布]上鶴間(平野， 1981)，箱根お玉が池(平

野， 1993)。

[調査結果]確認できず。原因の詳細は不明であるが，湿

地，河川敷などの環境の悪化が考えられる。

0ナガチピヒョウタンゴミムシI)yschiri凶 cheloscelおBates
[絶滅危倶種E]

[生息環境]砂質の)11原に生息。

[過去の分布]小田原・松田(平野， 1981)。

[調査結果]確認できず。河川|改修工事，河川敷への車の

乗り入れに伴う環境の悪化などが，減少の原因と考えら

れる。近年の採集例はない。

ムアシグロチピヒョウタンゴミムシDyschiriusglypturus 

Bates 減少種H]

[生息環境]何)11敷の湿り気のある泥土上に生息。

[過去の分布]相模原市当麻(土屋， 1982)，横浜市(田

尾， 1984)，座間市(西)11・丸山， 1993)。

[調査結果]鶴見)11中流域では，過去に多数の個体が見ら

れたにも関わらず，現在ではきわめて稀に得られるに過

ぎない。河)11改修工事に伴う環境の悪化などが原因と思

われる。

0ホソチピヒョウタンコミムシDyschiriussteno Bates 
【絶滅危倶種E]

[生息環境]砂質の川原に生息。

[過去の分布]小田原(平野， 1981)。

[調査結果]確認できず，近年の採集例もない。河川改修

工事，河川敷への車の乗り入れに伴う河川敷の環境悪化

に伴い，今後の発見はきわめて困難である。

OヒョウタンゴミムシScaritesaterrimus Morawitz 
[絶滅危倶種E]

[生息療境]海浜植物の生育する草地部分。冬季，草地上

の板切れや，石の下から得られることが多く，夏期，ト

ラップ採集によっても得られる。

[過去の分布]葉山(桐生， 1953)，猿島・天神島・小田

原(平野， 1981)，下浦海岸(坂本， 1981)，三浦海岸・

久留和海岸・金田湾(土屋， 1981，坂本・土屋， 1983)。

[調査結果]三浦半島の各地の海岸に見られるが，個体数

の減少は著しい。海水浴場の整備などに伴う，生息環境

の減少が著しい。

0オサムシモドキ Craspedonotustibialis Schaum 
【絶滅危倶種F]

[生息環境]川|原，海浜植物の生育する草地部分。冬季，

草地上の板切れや，石の下から得られることが多く，夏

期， トラップ採集によっても得られる。

[過去の分布]野比海岸(坂本・土屋， 1983;菊田， 1984)， 

三戸浜(田尾， 1989)，三浦市金田海岸(田尾， 1991)， 

茅ヶ崎市(田尾・岸， 1993)。

[調査結果]三浦半島の一部の海岸には確実に生息する

が，その個体数はきわめて少ない。河)11改修工事，河川|

敷への車の乗り入れ，海岸地域の整備に伴う環境の悪化

などによる。今後の環境変化によっては，生息が非常に

危ぶまれる。

0コマヤマメクラチピゴミムシ Kurasawatrechusnotsui 
S.Ueno 【絶滅危倶種D]

[生息環境]洞窟内に生息。

[過去の分布]大磯町高麗山タツボリ沢の穴 (S.Ueno，

1983)。

[調査結果]確認できず。原記載以降の採集例はない。本

種に限らず，洞窟性.地中性の種の採集は，個体数の少

ないこともあってきわめて困難である。

0フタポシチピゴミムシ Lasiotrechusdiscus (Fabricius) 
【絶滅危倶種目

[生息環境]谷戸地，河川敷などの湿地部分に生息。誤水

の後，流れ着いたゴミなどの下から多数の個体が得られ

ることがあるが，それ以外の時は，採集がきわめて困難

な種である。

[過去の分布]小田原(平野， 1981)，横浜市鶴見)11 (田

尾， 1984)，平塚市千石浜(菊田， 1984)，平塚市千石浜

の記録は，洪水による偶産の可能性がある。

[調査結果]かつて鶴見川では矯水の後に，少なからず見

ることができたが，近年はほとんど見られなくなった。

Oイズイソチピゴミムシ Thalassoduvaliusmasidai 
pacificus S.Ueno 【絶滅危倶種D]

[生息環境]水の滴り落ちるような海岸の断崖の下の磯層

中。

[過去の分布]真鶴岬 (S.Ueno，1978)。

[調査結果]確認できず，原記載以降の採集例はない。真

鶴岬の生息地では，住宅の建設により生息地が失われた

とのことである。

0ミウラメクラチピゴミムシTrechiamaterraenovae S.Ueno 
【絶滅危倶種D]

[生息環境]防空壕の中に生息。

[過去の分布]横須賀市大楠山 (S.Ueno，1988)。

[調査結果]今回の調査で，上記産地の生息が再確認され

た。大楠山の防空壕より採集された個体を基に記載され

た。周辺部の環境の変化によっては絶滅の可能性もある。

OアトスジチピゴミムシTrechoblemusposWenatus (Bates) 
【絶滅危倶種F]

[生息環境]谷戸地，河川敷などの湿地部分に生息。誤水

の際に採集されることが多い。

[過去の分布]横浜市鶴見)11 (田尾， 1984)，茅ヶ崎市(菊

田， 1984)。

[調査結果]確認できず。上記2地点での各1頭の採集例

のみ。今後の再発見も困難であろうと思われる。

・キパナガミズギワゴミムシArmatocillenusyokohamae 

(Bates) 絶滅種別

[生息環境]河口付近の汽水域の泥土部分の石下。

[過去の分布]) 11崎 (Bates，1883)，平塚市相模)11 (田尾，

1984 ; 1936年の採集品による記録)。

[調査結果]1936年以降の採集例はない。河口付近の干

潟部分の消滅などに伴い，再発見はきわめて困難である。

OテンリュウメダカチピカワゴミムシAsaphidiontenryuense 
tenryuense Habu 絶滅危倶種F]

[生息環境]不明，茅ヶ崎市での採集例(未発表)では，

河川敷内の耕作地に設置した ライトトラップに飛来し

た。

[過去の分布]松田町酒匂川(信太， 1984)，他に 1例の

未確認の採集例があるようだが詳細は不明。

[調査結果]1994年9月，茅ヶ崎市相模川で，灯火に飛



来した 1頭を採集し，現在も生息することが確認された。

OコホソトピミズギワゴミムシBembidionaeneipes Bates 
[絶滅危倶種F]

[生息環境リI[原の湿った砂地部分に生息。かつては松田

町の十文字橋付近に群棲するのが観察された。

[過去の分布]酒匂川[(平野， 1981)。

[調査結果]確認できず。松田町付近の酒匂川|河川敷で

は，過去に多数の個体が見られたにも関わらず，現在で

はまったく見ることができない。河川改修工事に伴う生

息地の消滅などが，減少の原因と考えられる。

0マダラケシミズギワゴミムシ Bembidionarticulatum 
(Panzer) 絶滅危倶種E]

[生息環境]湿地の泥土上に生息。時に非常に多くの個体

が見られる。

[過去の分布]厚木市七沢(高橋， 1987)。

[調査結果]確認できず。上記の 1例以外の採集例はな

い。

-カワグチミズギワゴミムシBembidionaureofuscum Bates 

[絶滅種A]

[生息環境]一般には河口付近の汽水域に生息するが，生

態についてはほとんど知られていない。

[過去の分布]箱根宮の下 (Bates，1883)。

[調査結果]確認できず。原記載以降の採集例はない。

ムオオフタモンミズギワゴミムシ Bembidionbandotaro 

Morita 減少種H]

[生息環境]泥質の河川|敷の，主に下流域の水辺に生息

し，中流域以上では非常に稀である。

[過去の分布]横浜市鶴見)I[ (田尾， 1984)。かつてツマ

キミズギワゴミムシとして知られていた種であるが，近

似種であるフタモンミズギワゴミムシB， semilunium 

Netolitzkyと混同されている恐れがあるので，過去の記

録は再確認の必要がある。確実なものは鶴見川|の記録の

み。

[調査結果]鶴見川の下流域では護岸工事のため，生息地

は消滅している。河川|の中流域でも稀に見られることが

あるが，個体数はきわめて少ない。

ムアオヘリミズギワゴミムシBembidionleucolenum(Bates) 

【減少種H]

[生息環境]畑地周辺のスギゴケなどが生育し，疎らに草

の生えた平坦地に生息。

[過去の分布]大沼(平野， 1981)，二子山(坂本・土屋，

1983) ，横浜市小机(田尾， 1984)，津久井町青山・三増

峠(田尾， 1991)。

[調査結果]横浜市の生息地はまったく消滅している。神

奈川|に隣接する町田市には生息地があるので，周辺地域

では，少ないながらも再発見の可能性はあると思われる。

0ハマベミズギワゴミムシ B巴mbidionsemiluitum 
semiluitum Bates 【絶滅危倶種E]

[生息環境]河口付近の汽水域に生息。

[過去の分布]小田原市早川(平野， 1981)， )I[崎市多摩

川(田尾， 1984)，三浦市小網代・江奈湾(田尾， 1989)， 

茅ケ崎市相模川(田尾・岸， 1993)。

[調査結果]茅ヶ崎市相模川には確実に生息している。個

体数は少なくないが，環境の変化によっては，生息が危

225 

倶される状態に陥る可能性は高い。東京都側の多摩)I[ t可

川|敷にも生息しているので，対岸の川崎市でも再発見の

可能性はある。

0ヤノホソコミズギワゴミムシ Lymnastisyanoi Nakane 
[絶滅危倶種D]

[生息環境]落葉下に生息すると思われる。非常に微小な

種であるので，今後の調査によっては，産地が培えるこ

とも考えられる。

[過去の分布]三浦半島(坂本・土屋， 1983)。

[調査結果]確認できず，上記1例の記録のみ。

Oトカラコミズギワゴミムシ Paratachystroglophilus 
(S.Ueno) 【絶滅危倶種D]

[生息環境]河川敷の石下(鶴見川)，富士山では溶岩洞

内の採集例もある。

[過去の分布]横浜市鶴見)I[ (田尾， 1987)。

[調査結果]確認できず.上記 1例の採集例のみ。現状か

ら見て，鶴見)I[での再発見の可能性はほとんどないと思

われる。

0ウミミズギワゴミムシ Sakagutiamarina S.Ueno 
【絶滅危倶種D]

[生息環境]磯を伴う砂浜の波打ち際の石下。

[過去の分布]真鶴岬(笠原， 1977)。

[調査結果]確認できず，上記 1例の採集例のみ。関東地

方では他には，茨城県に 1カ所の産地が知られるのみで

ある。

0オビモンコミズギワゴミムシTachyuraceyl削 ca(Nietner) 
【絶滅危倶種F]

[生息環境]河)I[敷などの落葉下。鶴見川では洪水の際

に，漂着物の中より得られた。

[過去の分布]平塚市馬入川(K.Tanaka，1959;平野，

1981) ，横浜市鶴見川(田尾， 1984)，三浦市江奈湾(田

尾， 1989)。

[調査結果]確認できず。広く分布すると思われるが，個

体数はきわめて少ない。

0アトモンコミズギワゴミムシ本土車種Tachyuraklugi 
euglypta (Bates) 【絶滅危倶種E]

[生息環境]畑地周辺のスギゴケの生育する草地，公園な

どの同様な草地。湿り気があるが日の当たる明るい環境

を好む。

[過去の分布]横浜市港北区・緑区(田尾， 1984)。

[調査結果]確認できず。隣接する町田市では生息地があ

る。耕作地の消滅(小机鶴見)I[) ，公園の整備による環境

の変化(小机城肱)が減少の原因である。

0ヨツポシツヤナガゴミムシAbacetustanakai Straneo 
【絶滅危倶種D]

[生息環境]河川敷の草地に生息するが，詳しい生態は分

かっていない。

[過去の分布]平塚市(平野， 1981)。

[調査結果]確認できず。平塚市の 1例の記録のみ。

ムヒロムネナガゴミムシ Pterostichusdulcis (Bates) 

[減少種H]

[生息環境]湿地周辺の湿潤な草地(根際の土中)。

[過去の分布]仙石(平野， 1981)，横浜市緑区(田尾，

1986) ，大和市(平野他， 1991)，茅ヶ崎市(田尾・岸， 1993)。
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[調査結果]各地の湿地に生息するが，生息地数，個体数

共に減少が著しい。

ムオオナガゴミムシPterostichusfortおMomwi包 {減少種G]

[生息環境]泥質の河川敷に生息。

[過去の分布]小田原(平野， 1981)，横浜市鶴見)11 (田

尾， 1984)，座間市(西川・丸山. 1993)。

[調査結果]一般に普通種とされるが，県内の河川|の多く

は砂質の河川敷を持ち，きわめてよく似たクロオオナガ

ゴミムシが生息し，本種の生息は比較的限定される。現

在，ほぽ確実に見られるのは横浜周辺であるが，河川|改

修により個体数は非常に減じている。

ムコホソナガゴミムシ Pterostichuslonginquus Bates 

【減少種H]

[生息環境]湿地周辺のアシ原や草の根際の土中に生息。

[過去の分布]東林間・小田原・酒匂(平野， 1981)，池

子(坂本・土屋， 1983)，横浜市(田尾， 1984)，三浦市

三戸神田・江奈湾・三戸不入斗・剣崎・横須賀市武三丁

目(田尾， 1989)，座間市(西川・丸山， 1993)，茅ヶ崎

市(田尾・岸， 1993)。

[調査結果]各地の谷戸などの湿地部分に生息するが個体

数は少ない。

ムノグチナガゴミムシ Pterostichusnoguchii Bates 

[減少種H]

[生息環境]耕作地に面した雑木林などの林縁。冬季採集

の折に土中から得られることが多い。一般に普通種であ

るが.県内では少ない。

[過去の分布]逗子市二子山・三浦市下宮田・横須賀市野

比(土屋， 1982;坂本・土屋. 1983)，横浜市(田尾，

1984) ，茅ヶ崎市(田尾・岸， 1993)。

[調査結果]各地に産するが個体数は少ない。冬季採集の

折に，草の生えた小さな崖などから掘り出されることが

多い。

ムヒメホソナガゴミムシPterostichusrotundangulus Morawi包

【減少種H]

[生息環境]湿地周辺の草の根際，水田などの畦道など。

[過去の分布]上鶴間・仙石(平野， 1981)，横浜市(田

尾， 1984)，三浦市三戸不入斗(田尾， 1989)，大和市(平

野他， 1991)，円海山(円海山域自然調査会， 1993)，茅ケ

崎市(田尾・岸， 1993)。

[調査結果]県内各地の湿地に生息するが個体数の減少が

著しい。

0オオキンナガゴミムシ Pterostichussamurai (Lutshnik) 
【絶滅危倶種目

[生息環境]公園内の林地(横浜市三ツ池公園)に生息。

[過去の分布]相模原市(土屋， 1982)，横浜市(田尾，

1984)。

[調査結果]確認できず。一般に山地性の種であるが，県

内では平地で得られている。三ツ池公園では，公園整備

による環境の変化によって，今後の再確認はきわめて困

難な状況である。

AアシミゾナガゴミムシPterostichussulcitarsis Morawitz 

【減少種H]

[生息環境]湿地周辺の草地，アシ原など。

[過去の分布]横浜市(田尾， 1984)，横須賀市武三丁目

(田尾， 1989)，津久井町青田(田尾， 1991)。

[調査結果]他県では湿地などに普通に見られるが，県内

では三浦半島を除ききわめて稀な種である。

0ヨコハマナガゴミムシPterostichusyokohamae Nakane 
et Straneo 絶滅危倶種D]

[生息環境]鶴見川河川敷内のアシ原

[過去の分布]横浜市綱島鶴見川 (Nakane& Straneo， 
1979 ;平野， 1981)，横浜市鶴見)11 (田尾， 1984)。

[調査結果]小机付近に生息するものの，きわめて憂慮す

べき状態である。

.オグラヒラタゴミムシ Agonumogurae (Bates) 

[絶滅種A]

[生息環境]湿地，溜池などの周辺の水辺の落葉下。

[過去の分布]丹沢帯沢(平野， 1981)。

[調査結果]確認できず，上記1例の採集例のみ。以降の

記録はない。

ムヒメセポシヒラタゴミムシAgonumsuavis.~iIllUIll (Bates) 

【減少種H]

[生息環境]湿地周辺の草の根際，枯れたアシの中など

[過去の分布]仙石(平野)，横浜市(田尾， 1986)，座間

市(西川・丸山， 1993)，茅ヶ崎市(田尾・岸， 1993)。

[調査結果]各地に生息するものの，個体数は少ない。生

息地もかなり局限される。茨城，千葉県などでは，湿地

などに普通に見られる。

ムアシミゾヒメヒラタゴミムシAgonumthoreyi nipponicum 

Habu 減少種H]

[生息環境]湿地周辺の草の根際，枯れたアシの中などに

生息。

[過去の分布]三浦半島(坂本・土屋， 1983)，横浜市(田

尾， 1986; 1989)，茅ヶ崎市(田尾・岸， 1993)。

[調査結果]前種と同様な環境に見られるが，個体数，生

息地共に前種よりさらに局限される。

0キパナガヒラタゴミムシ Onycholabissinensis nakanei 
Kasahara 絶滅危倶種D]

[生息環境]滝，堰堤などの水の落下した周辺の石下，飛

沫で濡れたような比較的大きな石の下に見られる。

[過去の分布]丹沢箸沢 (S.Kasahara，1986)，丹沢寄沢

(田尾， 1987)。

[調査結果]過去に得られた場所でも，見られない場所が

増えている。生息地内に建設されたオート・キャンプ場

の影響が非常に懸念される。

0コヒラタゴミムシ Platynusprotensus (Morawitz) 
【絶滅危倶種 F]

[生息環境]湿地，流水などの周辺の湿潤な石下に生息。

[過去の分布]相模原市大沼・大和市東林間(平野，

1981) ，横浜市六浦・横須賀市長沢・横須賀市津久井(坂

本・土屋， 1983)，横浜市(田尾， 1984)，茅ヶ崎市(田

尾・岸. 1993)。

[調査結果]横浜市では過去の生息地でまったく見いだす

ことができなかった。一般に個体数の少ない種であり，

かなり湿潤な環境を好むので，近年の生息環境の減少の

著しさから，今後の生息が危ぶまれる。

ムキアシツヤヒラタゴミムシSynuchuscalliteres calliteres 

(Bates) 【減少種H]



[生息環境]水の枯れた沢筋の石下(山地)，河川敷の草

地，雑木林などの林床(平地)に生息。

[過去の分布]横浜(Bates，1883; Habu， 1955)，横浜・

相模原市大沼(平野， 1981)，三、浦半島鷹取山(坂本・土

屋， 1983)。

[調査結果]確認できず。一般に山地に多い種であるが，

県内では平地で得られている。近年の採集例はほとんど

ない。

ムコクロツヤヒラタゴミムシ Synuchusmelantho (Bates) 

[減少種H)
[生息環境]林床状態の良好な平地林，山地帯の林床の石

下，落葉下に生息。

[過去の分布]箱根双子山，札掛(平野， 1981)，堂平(笠

原， 1983)，横浜市(田尾， 1987)，丹沢札掛(平野，

1987) .大棚の頭・泊沢の頭・三国峠(笠原， 1993)， 

[調査結果]丹沢などではかなり見られるが，平地の個体

群はきわめて減少してしまった。

ムキアシマルガタゴミムシAmaraampliata (Bates) 

[減少種H)

[生息環境]渓流周辺，河川敷の石下に生息。

[過去の分布]小田原市酒匂・入生田(平野， 1981)，三

浦半島久村(坂本・土屋， 1983)，座間市(西}11・丸山，

1993)。

[調査結果]確認できず。山聞や中流域の，比較的広い川

原の石下に生息するが，近年そのような環境は著しく減

少し，本種の探集例も激減している。

0チョウセンゴモクムシHarpaluscrates Bates 
【絶滅危倶種E)

[生息環境]河川敷内の草地の石下に生息。

[過去の分布]横浜市 (Bates，1883)，大磯町 (Habu，

1973 ;平野， 1981)。

[調査結果]確認できず。過去の産地では生息していない

可能性が高い。河川|改修，河川敷への自動車の乗り入れ

などに伴う河}11環境の悪化，家庭排水による水質の悪化

などが減少の原因であろう。

0コパヤシツヤゴモクムシTrichotichnuskobayashieHabu 
【絶滅危倶種El

[生息環境]海岸の岩礁地帯の，断崖林下部の落葉下に生

息する。

[過去の分布]根府川1(平野， 1981)，横須賀市木古庭(坂

本・土屋， 1983)，三浦市剣崎・荒崎(田尾. 1989)，横

須賀市走水旗山崎，走水伊勢山崎(田尾， 1991)，真鶴町

真鶴岬(和泉， 1994)。

[調査結果]三浦市剣崎で生息を確認，さらなる海岸部の

詳細な調査が必要である。なお，坂本・土屋による三浦

半島木古庭の記録は，図示された写真による限り，本種

ではなく，同属のヒコサンツヤゴモクムシである可能性

が高い。

0オオクロツヤゴモクムシTrichotichnusI巴wisiSchauberger 
【絶滅危倶種El

[生息環境]林床状態の良好な広葉樹林の林床に生息。

[過去の分布]箱根(平野， 1981)，横浜市(田尾， 1985)。

[調査結果]篠認できず。丹沢および箱根地方には生息可

能と思われる。
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ムキュウシュウツヤゴモクムシTrichotichnusvespertinus 

(Habu) 【減少種H)

[生息環境]畑地周辺，E.陵地の雑木林などの林床の落葉

下に生息。

[過去の分布]大磯(平野， 1981，林・平野， 1987)，横

浜市(田尾， 1986)。

[調査結果]過去にかなりの個体数が見られた横浜市緑区

の生息地では，環境の変化に伴いまったぐ見られなく

なった。灯火による採集例が多い。

・ムネミゾチピゴモクムシAnthracushomi (Andrewes) 

[絶滅種A)
[生息環境]湿地の周辺部，水田の湿潤な畦道の縁辺部な

どに生息。

[過去の分布]横浜市鶴見}11 (田尾， 1988)。

[調査結果]小机亀甲橋の灯火で得られた上記 1例のみ。

周辺の状態から見て同地での再発見は困難である。小型

種であるので，県内各地での精査が必要で電あるが，現在

の知見では絶滅種としておきたい。

・セグロマメゴモクムシStenolophusconnotatus Bates 

[絶滅種Al
[生息環境]やや湿潤な河川敷のアシ原などに生息。

[過去の分布]横浜市鶴見}11 (田尾， 1985)。

[調査結果]上記の生息地は，河川敷がまったく失われて

いる。利根川水系などでは比較的普通に見られるが，本

県では上記 1例のみで，すでに絶滅した可能性が高い。

ムツヤマメゴモクムシStenolophus凶di∞lorRedtenbacher 
[減少種Hl

[生息環境]河川敷内，湿地周辺の草地に生息。

[過去の分布]県内各地の河川敷・谷戸地(平野， 1981; 

坂本・土屋， 1983;田尾， 1985;平野他， 1991;西}11・

丸山， 1993;田尾・岸， 1993)。

[調査結果]各地に産するものの各地で個体数の減少が目

立つ。他県では比較的普通に見られるが，本県ではあま

り多い種ではない。

ムクロサマメゴモクムシ Stenolophuskurosai Tanaka 

【減少種Hl
[生息環境]谷戸地の湿地部分，環境良好な休耕田などの

周辺部に生息。

[過去の分布]東丹沢物見峠(笠原， 1982)，横浜市(田

尾， 1986)，三浦市江奈湾・三戸神田・三戸不入斗・横須

賀市武三丁目・長坂(田尾， 1989)，茅ヶ崎市(田尾・岸，

1993)。

[調査結果]生息環境の減少，個体数の減少などが著しい。

ムタオマメゴモクムシStenolophustaoi Kasahara 

[減少種H)

[生息環境]谷戸地の湿地部分，環境良好な休耕田などの

周辺部に生息。

[過去の分布]川崎市，横浜市 (Kasahara，1989)，横浜

市，三浦半島(田尾， 1986; 1989)。

[調査結果]生息環境の減少，個体数の減少などが著し

い。

ムクロズカタキパゴミムシBadisternigriceps Morawitz 

【減少種H)

[生息環境]河川敷，谷戸地，耕作地の湿地部分に生息
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し，灯火などにもよく飛来する。

[過去の分布]仙石・小田原・松田(平野， 1981)，横浜

市(田尾， 1987)，寄沢(田尾， 1988)，座間市(西川・

丸山， 1993)。

[調査結果]確認できず。宅地化，谷戸地の開発などに伴

う湿地環境の破壊による減少が著しい。

ムヨツモンカタキパゴミムシ Badist巴rpictus Bates 

【減少種H)

[生息環境]河)11敷，谷戸地，耕作地の湿地部分に生息

し，灯火などにもよく飛来する。

[過去の分布]箱根仙石原(平野， 1957)，大沼・小田原・

仙石(平野， 1981)，茅ヶ崎市(菊田， 1984;田尾・岸，

1993) ，横浜市(田尾， 1988)。

[調査結果]確認できず。生息環境の減少が著しい。横浜

市(鶴見)11)では生息環境はまったく失われている。

0オオヨツポシゴミムシ Dischissusmirandus Bates 
{絶滅危倶種目

[生息環境]丘陵地の林地周辺などで，冬季採集の折に土

中から得られることが多い。他に灯火に飛来することも

ある。

[過去の分布]猿島(平野， 1981)，三浦市城ヶ島(石渡，

1982 ;坂本・土屋， 1983)。

[調査結果]確認できず。近年の採集例はまったくない。

大型種であるが県内では十分に調査されていない。

ムヨツボシゴミムシ Panagaeusj aponicus Chaudoir 

【減少種H)

[生息環境]河川敷内のアシ原，畑地の周辺などに生息。

冬季採集や灯火に飛来した個体を採集することが多い。

特に冬季には非常に多数の個体が群集しているのを見る

こともある。

[過去の分布]横浜市戸塚・大和市東林間・小田原・小田

原市久野・湖尻(平野， 1981)，三浦半島久村(坂本・土

屋， 1983)，横浜市(田尾， 1985)，三浦市江奈湾(田尾，

1989) ，円海山(円海山域自然調査会， 1993)，茅ヶ崎市

(田尾・岸， 1993)。

[調査結果]近年，各地で個体数が著しく減少している。

過去には河川敷などで冬季採集の折，土中，朽木中より

多数の個体が得られたが，近年そのようなことはまった

くなぐなり活動期に少数の個体が見られるのみとなっ

た。

ムイグチケプカゴミムシ Peronomerusauripilis Bates 

【減少種H]

[生息環境]河川敷内，耕作地，谷戸地などの湿地部分の

アシ原の倒伏したアシの下などより得られる。

[過去の分布]厚木市昭和橋(土屋， 1982).茅ヶ崎市(菊

田， 1984;田尾・岸， 1993)，横浜市(田尾， 1985)，三

浦市三戸不入斗(田尾， 1989)，円海山(円海山域自然調

査会， 1993)，座間市(西川・丸山， 1993)。

[調査結果]茅ヶ崎では赤羽根周辺の湿地に，少数の個体

が見られる。各地で生息環境の悪化が著しい。

ムクロケプカゴミムシ Peronomerusnigrinus Bates 

[減少種H]

[生息環境]河川敷内，耕作地，谷戸地などの湿地部分の

アシ原に生息。

[過去の分布]小田原(平野， 1980，茅ヶ崎市(菊田，

1984 ;田尾・岸， 1993)，横浜市(田尾， 1985)，円海山

(円海山域自然調査会， 1993)。

[調査結果]各地に見られるが，県内では前種より個体数

が多い。過去の生息地では，確実に個体数の減少が見ら

れる。

Oクピナガヨツボシゴミムシ Tinoderussingularis 
(Bates) 絶滅危倶種F)

[生息環境]主に河川敷内のアシ原に生息。

[過去の分布]小田原(平野， 1981)，松田町)11音)11 (菊

田， 1984)，横浜市(田尾， 1985)。

[調査結果]確認できず。過去に多数の個体が見られた府

中市の多摩川河川敷内においても，近年はきわめて少数

の個体が見られるのみである。県内では近年の採集例は

まったくない。

/':"アカガネアオゴミムシ Chlaeniusabstersus Bates 

[減少種H)

[生息環境]芝生，栗畑などの比較的開放的な，適度に乾

燥した疎らな草地の，落葉の中などに生息。灯火に飛来

した個体を採集することが多い。

[過去の分布]大沼・小田原(平野， 1981)，横浜市(田

尾， 1985)，厚木市七沢(高橋， 1987)。

[調査結果]確認できず。近年の採集例はまったくない。

Oヒトツメアオゴミムシ Chlaeniusdeliciolus Bates 
[絶滅危倶種D)

[生息環境]桑畑の周辺で，枯れ草の下などで得られるこ

とが多く，冬季採集の際，土中より掘り出されることが

多い。灯火にも飛来する。

[過去の分布]横浜市金沢文庫(平野， 1981;坂本・土屋，

1983)。

[調査結果]1957年に採集されたデータによる上記 1例

の採集例のみで，その後まったぐ得られていない。

ムコアトワアオゴミムシ Chlaeniushamifer Chaudoir 

[減少種H)
[生息環境]湿地周辺部や，河川敷内で冬季採集の折に土

中より採集されることが多い。同様な場所で，夏期，灯

火にも飛来する。

[過去の分布]横須賀市鷹取山(土屋， 1982;坂本・土屋，

1983) ，横浜市(田尾， 1985)，茅ヶ崎市赤羽根十二図

(岸， 1993;田尾・岸， 1993)，座間市(西川・丸山， 1993)。

[調査結果]茅ヶ崎市，座間市の最近の記録があるが，県

内での採集例はきわめて少ない。

ムニセコガシラアオゴミムシαuaeniuskurosawai Kasahara 

[減少種H)

[生息環境]湿地中の倒伏したアシの中などに生息。

[過去の分布]横浜市三保 (K邸油ara，1986)，三浦市三

戸神田・横須賀市長坂(田尾， 1989)，大和市(平野他，

1991)。

[調査結果]各地に生息するが，いずれの場所において

も，確実に個体数の減少が見られる。

・オオサカアオゴミムシ口uaeniusperi伺llusRedtenbacher 

【絶滅種A]

[生息環境]比較的大きな河川の河川敷内に生息する。冬

季採集の折に，土中，朽木の中などに見られることが多
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[過去の分布]藤沢市(渡辺， 1953; 1992)。

[調査結果]同ーの標本に基づぐ上記の探集例が県内の記

録のすべてである。以後の採集例はまったくない。再発

見もきわめて困難であろう。

Aトックリゴミムシ Lachnocrepisprolixa (Bates) 

【減少種H)
[生息環境]河川敷，谷戸地の湿地に生息するが，むしろ

河川敷に多い。驚ぐと水中に潜入する。洪水の際などに，

非常に多数の個体が見られることがある。

[過去の分布]相模原市上鶴間・小田原市久野・小田原市

富水(平野， 1981)，三浦半島二子山・棟須賀市野比(坂

本・土屋， 1983)，横浜市(田尾， 1985)，大和市(平野

他， 1991)，座間市(西川・丸山， 1993)，茅ヶ崎市(田

尾・岸， 1993)。

[調査結果]座間市，茅ヶ崎市の最近の採集例があるが，

過去の生息地で，まったく見られなくなった所も多い。

ムニセトックリゴミムシOodeshelopioidesωkyoensis Habu 

【減少種H)

[生息環境]前種と共に見られるが，本種はむしろや土地

や水田地帯の湿地などに多く見られ，夏期に灯火によく

飛来する。県内では本種のほうが多く見られるが，近年

の減少が著しい。

[過去の分布]野比(坂本， 1983;坂本・土屋， 1983)，横

浜市(田尾， 1985)，横須賀市長坂(回尾， 1989)，茅ヶ

崎市(田尾・岸， 1993)。

[調査結果]茅ヶ崎からの最近の採集例があるが，生息

地，個体数共に減少の傾向が著しい。

0オオトックリゴミムシ Oodesvicarius Bates 
【絶滅危倶積E)

[生息環境]溜池などの周辺に水辺に生息し，驚くと水中

に潜入する。

[過去の分布]相模湖 (Habu，1958)，小田原(平野，

1981) ，藤野町青田(田尾， 1991)。

[調査結果]現在確実に生息が確認されているのは，藤野

町青回付近の相模湖畔のみである。今後の水質の悪化に

よる減少が懸念される。

0オオヒラタトックリコミムシOodesvirens Wiedmman 
【絶滅危倶種D)

[生息環境]生態面の知見はまったくなく，灯火に飛来し

た個体が採集されているのみである。

[過去の分布]川崎市登戸 (Habu，1958)，愛甲郡清川村

(回尾， 1985)。

[調査結果]上記2例が，県内の採集例のすべてであり，
近年まったく採集されていない。

0フタモンクピナガゴミムシ Archicolliurisbimaculata 
nipponica Habu 【絶滅危倶種F】

[生息環境]河川敷内のアシ原の根際に生息。冬季に多数

の個体が群集しているのを見ることがあり，灯火にもよ

く飛来する。県内ではきわめて稀な種であるが，関東で

は，むしろ普通に見られた種である。近年の個体数の減

少が著しい。

[過去の分布]横浜市(田尾， 1985)。

[調査結果]横浜市の上記1例の記録のみ。他に平野によ
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る小田原市酒匂川|での未発表の採集例がある。今回の調

査では確認できなかったが，小型の種でもあり，今後の

調査が必要であろう。

0ハガクピナガゴミムシOdacanthahagai Nemoto 

{絶滅危倶種D)
[生息環境]湿地内のきわめて湿潤な場所に見られ，倒伏

したアシの茎の中に生息する。

日晶去の分布]箱根仙石原(平野， 1993)。

[調査結果]仙石原の湿地部分の乾燥化が，非常に懸念さ

れる。今後，他地域での湿地の精査が必要である。

0ナカグロキパネクピナガゴミムシOdacanthapuzuoi Solsky 
【絶滅危倶種F)

[生息環境]湿地内のきわめて湿潤な場所に見られ，倒伏

したアシの茎の中に生息する。

[過去の分布]横浜市鶴見)11 (田尾， 1978;平野， 1981; 

田尾， 1985)，横浜市旭区大池町(榎戸， 1989)，箱根仙

石(平野， 1993)，座間市(西川・丸山， 1993)。

[調査結果]箱根仙石，座間市に生息しているが，鶴見川

では事実上絶滅したと考えられる現状である。

ムダイミョウアトキリゴミムシCymindisdaimio Bates 

【減少種H】

[生息環境]山地の山麓部，低山帯などの林床の落葉中に

生息し，灯火に飛来した個体が採集されることが多いが，

どこでも個体数は少ない。

[過去の分布]川崎市向ヶ.5:(長尾， 1970)。

[調査結果]上記1例の記録のみ，丹沢，箱根の山麓部，

津久井郡などでの再発見の可能性はある。

ムミズギワアトキリゴミムシDemetriasmarginicollis Bates 

【減少種H)

[生息環境]水辺のアシ原に生息し，しばしばアシなどの

薬上に登る。時に水辺から離れた，ススキなどの葉上か

ら得られる場合もある。

[過去の分布]宮の下 (Bates，1883)，宮の下・畑宿・小

田原(平野， 1981)，逗子市二子山(坂本・土屋， 1983)， 

茅ケ崎市(菊田， 1984;田尾・岸， 1993)，横浜市(田尾，

1985)，大和市(平野他， 1991)，円海山(円海山域自然

調査会， 1993)，座間市(西)11・丸山， 1993)。

[調査結果]各地に生息するが，生息地のアシ原などの湿

地の減少が著しく，生息数も減少している。

0アリスアトキリゴミムシ Lachnodermaasperum Bates 
【絶滅危倶種目

[生息環境]よく知られていないが，草丈の低い荒れ地に

生息するようである。

[過去の分布]箱根宮の下(Bates，1883;平野， 1981)。

[調査結果]箱根宮の下の原産地の 1例の記録のみで，そ

の後まったぐ採集されていない。

0イマイチビアトキリゴミムシMicrolestesimaii Habu 
[絶滅危倶種E)

[生息環境]よく知られていないが，九州地方などでは，

畑地の周辺の裸地などで採集されているという。

[過去の分布]横浜市豊顕寺，鎌倉 (Bates，1883; Habu， 

1967 ;平野， 1981)，湘南鷹取(坂本・土屋， 1983)。

[調査結果]Batesの記録以降は，上記，湘南鷹取の 1例

が報告されているに過ぎない。
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0クロサヒラタアトキリゴミムシ Parenakurosai Habu 
【絶滅危倶種目

[生息環境]雑木林のコナラなどの樹上に生息し，クリの

花などにも集まるが，個体数は非常に少ない。

[過去の分布]横浜市(田尾， 1988;和泉， 1991;倉形，

1993)，藤野町(田尾， 1991)。

[調査結果]確認できなかったが，上記2産地について

は，生息していると考えられる。調査が不十分な種で，

今後の精査が必要である。

・オオアオホソゴミムシDeserageniculata (Klug) 

[絶滅種別

[生息環境]生態に関する知見はほとんどなく，冬季採集

の際土中からの採集例や，灯火に飛来した個体の採集例

などが報告されている。県外においても近年の採集例は

少なぐ，目立って個体数の減少が見られる種である。

[過去の分布]横浜市金沢文庫・相模原市大沼・大和市上

鶴間・大和市東林間・山北町市間(平野， 1981).横須賀

市田浦(坂本・土屋. 1983)。

[調査結果]今回の調査においては，確認することができ

なかった。坂本・土屋の報告以後の採集例はない。

ホソクピゴミムシ科Brachinidae

驚くと腹端からガスを発射する特異な生態を持つ比較

的小さなグループで，全世界から 600種あまりが知られ，

日本からは10種ほどが記録されている。県内からはその

うち 5種が報告されている。

0アオパネホソクピゴミムシBrachinusaeneicostis Bates 
【絶滅危倶種E]

[生息環境]よく知られていないが，河川敷内の比較的湿

潤な場所に生息しているものと思われる。灯火に飛来し

た個体や，冬季採集の折土中で越冬中の個体を見ること

が多い。一般に少ない種である。

[過去の分布]相模原市下溝(土屋， 1982)。

[調査結果]上記相模原市よりの 1例のみが知られ，以後

の記録はまったぐない。

0ヒメホソクピゴミムシ Brachinusincomptus Bates 
【絶滅危倶種目

[生息環境]湿地の周辺部や，小川の周辺，水田の付近で

得られることが多く，冬季土中からの採集例が多い。

[過去の分布]箱根仙石原(平野， 1957)，横須賀市佐原・

長沢(坂本， 1983;坂本・土屋， 1983)。

[調査結果]上記採集例以外の記録はなく，それ以後の採

集例もない。県内の湿地の現状を考えると，本穫も絶滅

の危倶される種である。

(以上，田尾美野留)

水生甲虫の概略

1960年代に始まったと思われる神奈川県における水生

昆虫相の貧弱化は，近年さらに加速し既に絶滅してし

まったと思われる種も少なくない。水生甲虫もその例外

ではなぐ，まさに目を覆わんばかりの惨状であり， 日本

でも最も劣慈な水環境しか残されていない県といっても

過言ではなかろう。

神奈川県内の水生甲虫については，戦前の数点の記録

以降ほとんど調査されないまま経過し，やっと本格的に

調査が始まったのが80年代も半ぽになってからであっ

た。その後県内のファウナは急速に解明されたが，開発

の進んだ本県では実際には調査は既に遅きに達した感が

あり，過去においては県内に広く分布したであろうと考

えられる，かつてのいわゆる‘普通種'についても確認

できたものはわずかで，大部分は標本はおろか記録さえ

残されていない。

現在県内には，良好な環境と言える水域はごく少ない。

特に止水域については壊滅状態である。かつては，これ

ら水生甲虫の格好の住み家であった水田は，農薬の使用

や乾田化によって著しく劣悪な環境になり，現在ではご

く一部の谷戸田を除けば，水生甲虫は生息不能である。

また，池沼も水域そのものが埋め立てによって消滅して

いる例が多く，運良ぐ池が残された場合も，公園化によ

る護岸工事や近隣の宅地化に伴う水質汚染の進行などに

よる環境悪化は深刻で.水生甲虫の生息できる環境その

ものが既にほとんど存在していない。 80年代後半まで

は，かろうじて命脈を保っていたゲンコ'ロウ・マルガタ

ゲンゴロウなども，生息地の破壕や環境悪化によって絶

滅してしまった。流水域においても，護岸工事による植

生破壊や家庭排水などによる水質汚染が進行しやはり

水生甲虫が生息できる環境はごく少ない。

今回の調査は，筆者らの知る水域を再調査するととも

に，地図・文献やナチュラリストなどからの情報収集に

努め，県内の環境良好と思われる水域を現地調査する形

で進めた。人数・時間の制限もあり，充分納得のいく調

査にはならなかったが，県内の現状についてはほぼ把握

できたものと思われる。

県内の水域は，前出のようにほぼ破壊しつくされてい

るが，今回の調査結果を踏まえ，幸いにも現在良好な環

境が残されているごくわずかな地域だけは，せめてこれ

以上の開発を行う愚はさけて是非とも手厚い保全を行っ

てほしい。我々の子孫にこれ以上寂しい思いをさせぬた

めにも。

水生甲虫は，ごく狭い池や湿地でも生き延びる例も多

い。筆者らは確認できなかった今回の絶滅種がどこかで

再発見されることを願う。

コガシラミズムシ科

県内からは6種が知られるが，そのうち 2種が不明種，

2種が絶滅危倶種と判断される。

0キイロコガシラミズムシ Halipluseximus Clark 
【絶滅危倶種D]

[生息環境]平地~丘陵地の池・湿地などに生息する。全

国的にも稀な種とされている。

[過去の分布]葉山町下山口(高桑， 1990)。

[調査結果]6 exs.，葉山町下山口， 9X.1993，高桑採集;

1 ex.，同， 7XU993，苅部治紀採集.

県内では葉山町下山口の池が唯一の産地である。ゲン

ゴロウ類のところで詳しく触れるが，この池は90年代に

入って急激に環境が悪化した。コガシラミズムシ類は幸

いにもまだ生き延びているが，その個体数は激減した。

本種が今後どのような推移をたどるかわからないが，現



在の限られた分布から考えて水質の悪化などに敏感なこ

とから，池の環境悪化が進行すると，県内から絶滅して

しまう危険性が高い。

0カミヤコガシラミズムシ Halipluskamiyai Nakan巴
[絶滅危倶種DJ

[生息環境]平地~丘陵地の池・湿地などに生息する。

[過去の分布]葉山町下山口(高桑， 1990)。

[調査結果]3 exs.，葉山町下山口， 9X1993，高桑探集;

1 ex.，同， 7.xU993，苅部治紀採集.
前種とともに県内では葉山町下山口の池が唯一の産地

であり，同様に絶滅が心配される。

ゲンコ.ロウ科

県内からは29種が知られるがそのうちの4種が絶滅危

倶種， 9種が絶滅種と判断される。なお，本科に関する

文献については，紙面の都合上主要なものだけにとどめ

た。詳細はこれらの文献を参照されたい。

0ツプゲンゴロウ Laccophilusdifficilis Sharp 
【絶滅危倶種目

[生息環境]低地の池沼や水溜りに生息する。

[過去の分布]県内からのはっきりした記録は逗子市と葉

山町(大場， 1981)，相模原市相模)11 (高桑， 1987)しか

知らないが，かつては低地部には広く分布していたもの

と考えられる。〔未発表記録〕多数目撃，厚木市上荻野，

4 .x.l987，高桑.
[調査結果]今回の調査では発見できなかったが，相模川|

の河跡湖などに生息している可能性がある。厚木市上荻

野の池は，ゲンゴロウのところで詳しく解説しであるよ

うに，池の改修により生息環境が失われてしまった。

・ルイスツプゲンゴロウ Laccophiluslewisius Sharp 

[絶滅種AJ
[生息環境]低地の池沼や水溜り，湿地，水田などに生息

する。

[過去の分布]県内からのはっきりした記録は横須賀市

(高桑， 1987)しか知らないが，かつては低地部には広く

分布していた可能性がある。

[調査結果]今回の調査では発見できなかった。横須賀市

では近接した2ヶ所(湿地と水田)で記録されたが，い

ずれも乾燥してしまい，水生見虫の生息できない環境に

なってしまった。

・コウペツプゲンゴロウ Laccophiluskobensis Sharp 

[絶滅種AJ
[生息環境]低地の池沼や水溜りに生息する。

[過去の分布]県内からのはっきりした記録は横須賀市

(高桑， 1987)しか知らないが，かつては局地的ながらも

低地部には広く分布していた可能性がある。

[調査結果]今回の調査では発見できなかった。本種が採

集された池は現存しているが，汚れが著しい。

・ヒメケシゲンゴロウ Hyphydruslaeviventris Sharp 

【絶滅種A]

[生息環境]平地~丘陵地の池・湿地などに生息するが，

産地は局限される。

[過去の分布]横浜 (Sharp，1882);葉山町下山口(高桑，

1990)。
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[調査結果]県内の特定できる生息地は，葉山町峰山の大

池が唯一の産地であったが，近年の調査では確認できな

かった。生息地の環境悪化によるものと思われる(生息

地の変遷についてはマルガタゲンゴロウの項で触れる)。

県内の水域の現状を考えると，本県からは絶滅したもの

と考えられる。

0マルケシゲンゴロウ Hydrovatussubtilis Sharp 
【絶滅危倶種目

[生息環境]浅い水溜まりや湿地を好んで生息する。

[過去の分布]岩瀬ほか(1994)による横浜市円海山での

記録があるだけ。かつては県内の低湿地には広ぐ分布し

ていたのであろう。

[調査結果]今回の調査では発見できなかったが，高桑は

1992年頃に県央部で採集された 1個体を検している。良

好な環境の湿地がほとんど消失した現在では，本種の生

息はきびしいものと考えられる。

・セスジゲンゴロウ Copelatusj aponicus Sharp 

【絶滅危倶種目

[生息環境]低地部の浅い水域，とぐに湿地に見られる。

[過去の分布]県内からのはっきりした記録は相模原市と

寒川町(高桑， 1987)しか知らないが，かつては局地的

ながらも低地部には広く分布していた可能性がある。

[調査結果]今回の調査では発見できなかった。相模原市

では湿地で得られたが，その場所は土地の改変を受け，

湿地は消失してしまっていた。

・キポシケシゲンゴロウ Nipponhydrusflavomaculatus 

(Kamiya) 【絶滅種A?J 

[生息環境JE:陵地~山地の渓流に産するが，分布は極限

される種である。

[過去の分布]逗子市二子山森戸川1 (高桑， 1987)。

[調査結果]調査期間中には確認できなかった。県内で

は，二子山が唯一の産地である。ここを流れる森戸川は，

三浦半島では貴重なかなり良い状態で残されてきた川で

あり，本種が生息していた源流部はそれほど変化してい

ないように思われるが，近年の確認、例がない。なんらか

の水質変化があったのかもしれないが，減少・絶滅要因

は不明である。現状では県内に生息地は知られておらず，

絶滅状態といえるが，丹沢・箱根を始めとした山地渓流

の調査が遅れていることから，県内にまだ生息している

可能性も否定できない。今後の積極的な調査が望まれる

種である。

・キペリクロヒメゲンゴロウ lrybiusapical岱Sharp

【絶滅種A?J 
[生息環境]平地-E:陵地の池・湿地に生息する。

[過去の分布]岡野(1941)による地域未特定の記録，それ

に平野(1957)による箱根仙石原の記録があるにすぎない。

[調査結果]調査期間中には確認できなかった。本種は産

地においては個体数も多く，近県ではそれほど稀な種で

はない。しかし，県内では上記以外には記録がなく，近

年の調査でも確認できないでいる。他県では休耕田に多

産する例もあり，今後の調査で発見される可能性もある

が，ここでは絶滅種として扱う。

0シマゲンゴロウ Hydaticusbowringi Clark 
【絶滅危倶種目
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[生息環境]平地~丘陵地の池・湿地に生息する。

[過去の分布]県内に広く分布していたようである。

[調査結果]調査期間中には確認できなかった。本種は近

年各地で減少しており，比較的稀な種となっている。県

内でも80年代後半までは，それでも各地でポツポツ採集

例を聞いたが， 90年代に入ってからの確実な生息地とし

て知られるのは厚木市七沢(高桑ほか， 1993)だけであ

る。本種のようにかつては水田などでも多数見られた種

が，絶滅状態にまで追い詰められてしまっていることは，

本県の止水域の現状を端的に表していると言えよう。

・マルガタゲンゴロウ Gaphoderusadamsii (Clark) 

[絶滅種B)

[生息環境]平地~丘陵地の池・湿地などに生息する。

[過去の分布]横浜市港北区(高桑， 1987) ;葉山町下山

口(苅部， 1989);藤沢市片瀬(高桑， 1987)。

[調査結果]最近の確実な記録は葉山町のみであり，発見

以来1990年頃までは見られたが年々減少し，調査期間中

にも数度の調査を行ったがついに発見できなかったので，

絶滅したものと思われる。ここは丘陵地の山頂近くの凹

地に生じた池で，主に降雨によって給水されていた。汚

染や開発の心配もなく，発見当時はまさか絶滅するとは

思いもよらなかった。

本種が減少・絶滅していった過程は明らかではないが，

1989年頃と較べると池はかなり浅ぐなり，大きさも縮小

している。近年降雨の少ない年には干上がることもあっ

たと言われ，この水位の激減が減少の一つの原因であろ

う。また，聞き込みによると産地が知られてからは，同

地を訪れるトンボ撮影を目的とする愛好家が増え.毎日

のように池に踏み込むようになったという。このためか

還元状態になった腐植質の泥が踏み込みによってかき回

され，特に降雨の少ない夏には水が腐ったような異臭を

漂わせるような状況になってしまい，この頃から本種を

始めとした水生昆虫の減少が目につくようになったとの

ことで.狭く流入水のない池であったことがこのよう

な特殊な事例を招いたのかもしれない。後者の与えた影

響は明らかではないが，水域への過度の踏み込みに対す

る一つの警鐘となろう。なお，少なくとも戦前には県内

に広ぐ分布していたものと考えられるが，記録は上記の

3地点しか残されていない。

0クロゲンゴロウCybisterbrevis Aube 【絶滅種危倶F)
[生息環境]平地-li陵地の池・休耕固などに生息する。

[過去の分布]横須賀市衣笠(大場， 1981) ，横須賀市秋

谷前田J11流域(高桑， 1987)，横須賀市秋谷子安(J!I島，

私信)，厚木市上荻野(高桑， 1991)。

[調査結果] 1♀，葉山町下山口， 9X.1993，苅部採集，

I♀，愛川町八管， 24X1993，高桑目撃.

県内でも，近年まで数地点の多産地があったが，主に

農薬や排水による水質汚濁や池や休耕田の埋め立てに

よってここ数年でほぼ壊滅してしまった。他種のところ

でふれているが，厚木市の産地は池の改修によって，横

須賀市の産地は湘南国際村の建設や乾燥化によって絶滅

してしまった。調査期間中に確認できたのは，上記の2

ケ所のほか，厚木市における幼虫採集例がある。しかし，

かつて多産していた葉山町でも個体数は激減しており

(おそらくマルガタゲンゴロウと同様の原因による)，ま

た確認できた個体数はいずれもごく少なく，そう遠くな

い将来県内から絶滅してしまうのではないかと危倶され

る。

-コガタノゲンゴロウ Cybistertripunctatus orientalis 

Gschwendtner 【絶滅種C)

[生息環境]平地~丘陵地の池・水田・湿地などに生息する。

[過去の分布]藤沢市片瀬(高桑， 1987) 0 (未発表記録〕

1♂，平塚海岸， 12.VII1.1960， K.Mizusawa採集 1♀，

山北， IX.1967，平塚農試.データを伴った記録はこの3

例しか探すことができなかったが，かつては低地にごく

普通であったと考えられる。

[調査結果]県内では1960年代を最後にここ 30年ほど記

録されていない。本県からは絶滅したものと思われる。

本種はCybister属の中でも特に平地の水田を中心に見ら

れたもので，戦前には普通種であったようだが，農薬の

大量散布が行われた60年代を境に，西日本の一部を除い

でほぼ全国的に姿を消してしまった。県内の他の

Cybister属のものが比較的最近まで残存していたのに較

べ，かなり早い時期に絶滅してしまったのは，その生息

域が最も環境悪化の影響を受けやすい平地の池・水田に

限られていたためと思われる。

.ゲンゴロウ ωbisterjaponicus Sharp 【絶滅種?C) 

[生息環境]平地~山地の水質のよい，水生植物の豊富な

池・沼に生息する。農薬や下水などによる水質汚染で各

地で激減している。

[過去の分布]逗子市沼間(大場， 1981) ;相模湖(高桑，

1987) ;厚木市上荻野(高桑， 1991) ;清川村札掛川1(槻，

1993)など。〔未発表記録) 3 exs.，厚木市上荻野上峰，

24.IV.1988，苅部採集.

[調査結果]調査期間中には確認できなかった。県内でも

かつては普通に見られたはずだが. 生息域の水田・池・

沼の水質汚染・埋め立てなどによって絶滅に追い込まれ

たものと考えられる。なお，発表されている確実な記録

はごく少ない。

1980年代後半に発見された厚木市上荻野上峰のため池

は，湧き水が豊富で水生植物も多い，県内では最後の

‘良い池'であり，本種を始めとした各種ゲンゴロウも多

く見られた。立地的にも人手の加わりそうにない場所で

あり，とこだけは残っていぐと思われたが， 90年代始め

から突然行われた池の改修工事によって，県内最後と，思

われる本種の生息地は面影がないまでに破壊され(特に

水質の悪化が著しい)本種も姿を消した。

現在県内では絶滅といっても差し支えない。ただし，

今回の調査では確認できなかったが，かつての記録のあ

る相模湖周辺では，まだ生息している可能性もあり，探

索の必要がある。

.シャ プゲンゴロウモドキDitiscussharpi sharpi Wehncke 

【絶滅種A)

[生息環境]平地-li陵地の湧き水のある水生植物の豊富

な水田・湿地などに生息する。

[過去の分布] 1字，横浜， 17.VIII.1935，神田重夫採集

(阿部， 1990)の記録のみ。採集地は現在の横浜市鶴見区

三ツ池公園と推定されている。



[調査結果]県内からは60年以上記録はない。生息域の

水田・池・沼の水質汚染・埋め立てなどによって，すで

に絶滅したものと思われる。本種は他のゲンコ・ロウ類よ

り水深の浅い，湿地的な環境を好み，現在千葉県などで

知られる産地は，休耕田や湿田が中心になっている。こ

れらの環境は県内ではすでに破壊しつくされており，わ

ずかに残る山間の水田も近年乾由化が進行している。

本種の記録地と推定される三ツ池公園は，ペッコウト

ンボなど水質悪化にきわめて敏感なトンボも記録されて

おり，当時は良好な湿地環境が広がっていたものと想像

されるが，現在は岸辺も護岸され，水質も悪化し，植生

もほぼ消失するなど環境悪化が進み，本種の生息できる

環境ではない。

ミズスマシ科

県内からは7種が知られるが，そのうちの6種までが

絶滅危倶種と判断される。

0オオミズスマシDineutusorientalis (Modeer) 
【絶滅危倶種F]

[生息環境]平地~丘陵地の池・沼などに生息する。

[過去の分布]県内に広ぐ分布していた。

[調査結果]逗子市池子に生息するという確実な情報を得

た。他では確認できなかった。

生息域の池沼の水質汚染・埋め立てなどによって激減

したものと考えられる。本科の種のうち，県内で特に危

機的状況に陥っているのは止水を生息地とするもので，

良好な止水環境がほとんど失われた本県ではきわめて危

険な状況にある。

0ミズスマシ GyrinusjaponicusSharp [絶滅危倶種F]
[生息環境]平地~丘陵地の池沼，河川などに生息する。

[過去の分布]県内に広く分布していたものと思われる。

[調査結果] 5 exs.，藤野町綱子， 8X.l994，苅部・高桑

採集 8exs.，藤野町菅井， 8X.l994，苅部・高桑採集;

5 exs.，清川村宮ケ瀬， 20.lX.1993，岸採集 5exs.，清

川村宮ケ瀬， 30XII.l993，岸採集 1巴x.，厚木市上荻野

横林， 15.lX.1993，岸採集 2exs.，厚木市中荻野，

28.III.1995，苅部採集 1ex.，厚木市七沢， 17.1X.1993， 

高桑採集.

生息域の池・沼・小)11の水質汚染・埋め立てなどに

よって激減している。本種は，かつてはそれこそどこに

でも見られた種であるが，減少が著しい。ただし，本種

はかなり小規模な水域でも生息可能なので，この他にも

残存する産地はあるものと思われる。

0コミズスマシ Gyrinusj aponicus Sharp [絶滅危倶種F]
[生息環境]平地~E:陵地の池沼，河川|などに生息する。

[過去の分布]県内に広ぐ分布していたものと思われる。

[調査結果] 2 exs.，藤野町綱子， 8X.1994，高桑採集;

3 exs.，藤野町菅井， 8X1994，高桑採集.

前2種同様に，かつてはそれこそどこにでも見られた

種であるが，減少が著しい。ただし，本種はかなり小規

模な水域でも生息可能なので，この他にも残存する産地

はあるものと思われる。

0ヒメミズスマシ(}yrinusges仕oiRe由nbart【絶滅危f具種F]
[生息環境]平地~丘陵地の池沼，河川|などに生息する。
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[過去の分布]県内に広ぐ分布していたものと思われる。

[調査結果]まったく発見できなかった。本種もかなり小

規模な水域で生息可能なので，実際にはどこかで生息を

続けているものと期待される。

0ツマキレオナガミズスマシ Orectochi1usag臼isSharp 
【絶滅危倶種E]

[生息環境]平地~山地の清流に生息する。

[過去の分布]かなり珍しい種のようであり，県内では

(守屋， 1991)と(西)11・丸山， 1993)における相模)11中

流域での記録があるにすぎない。

[調査結果] 1 ex.，藤野町馬本(相模湖).8X.l994，高

桑採集.

県内の生息状態がはっきりつかめていないが，相模川

中流域では生息は難しいものと考えられる。

0コオナガミズスマシ Orectochi1uspunctipennis Sharp 
【絶滅危倶種E?] 

[生息環境]平地~山地の清流に生息する。

[過去の分布]全種同様にかなり珍しい種のようであり，

県内では相模川中流域(守屋， 1991)と道志川(守屋，

1994)の記録を見るにすぎない。

[調査結果] 1 ex.，愛川町館山中津川， 2.VII.1994，愛川

昆虫調査団採集.

前種同様に，相模川|中流域での今後の生息は難しいも

のと考えられる。

ガムシ科

県内からは31種が知られるが，そのうちの水生の3種

が絶滅危倶種と判断される。

0タマガムシAmphiopsmater Sharp 絶滅危倶種F]

[生息環境]低地部の湿地や池沼に生息する。

[過去の分布]県内からのはっきりした記録は松田町(田

尾， 1988)しか知らないが，かつては低地部に広く分布

していたのであろう。〔未発表記録) 1 ex.，横須賀市秋

谷前田)11流域， 4.v.1986，高桑採集.

[調査結果] 1 ex.，逗子市久木， 18.VI.1993，苅部採集;

1 ex.，逗子市久木， 20X1993，苅部採集.

県内ではなぜか採集例が少ない。農薬や水質の悪化な

どによって衰退したものと考えられる。非常に小さな水

域でも見られる種類であるため，各地に残存している可

能性もある。

0コガムシ Hydrocharaaffinis (Sharp) [絶滅危倶種F]

[生息環境]平地~山地の水田・池・沼などに生息する。

[過去の分布]県内各地に分布していた。

[調査結果] 1 ex.，愛川町角田， 2. X. 1994，苅部採集;

1 ex，山北町丹沢湖， 27.vI.1994，苅部採集.

生息域の水田・池・沼の水質汚染・埋め立てなどによ

り，減少が著しい。県内でも 1980年代までは普通に見ら

れた種であるが，近年激減している。本種の場合小規様

な水たまりや水田でも生息するので，山間部では生き残

るものと思われるが，平地ではほぼ壊滅状態である。

0ガムシHydrophi1usacuminatus Motschulsky 
【絶滅危倶種F]

[生息環境]平地~山地の水生植物の豊富な湿地・池・沼

に生息する。農薬や下水などによる水質汚染で各地で激
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減している。

[過去の分布]県内各地に分布していた。

[調査結果] 2 exs.，愛川町角田， 2.X.1994，苅部採集.

本種もかつては県内に広く分布していたが，水田・

池・沼の水質汚染・埋め立てなどが進行し，潰滅的な打

撃をこうむった。 1980年代までは個体数は少ないながら

も各地で発見できたが，現在ではほぼ絶滅状態にあるも

のと考えられる。

今回確認できた愛川町の産地は休耕田で，どこかに生

き延びていたものが飛来してきたものと考えられる。現

在も潜在的には丹沢山麓部などに残存しているものと思

われるが，本来安全な山間部の水田にまで及んでいる乾

田化が，本種にとどめをさす可能性もあり，絶滅の危険

性が高い。

(以上，苅部治紀・高桑正敏)

エンマムシ科Histeridae

日本では 120種，県内では60種が報告されており，日

本で最も多くの種類数を誇る県である。見方を変えれば

最もよく調査されている地域である。エンマムシは各種

の腐敗物に集まり，ハエのウジなどを捕食する種が多い

が，砂地に生息するものや，アリの巣などに寄生するグ

ループもある。ここで問題となるのは砂地に生息する種

類で，県内ではルリエンマムシ， ドウガネエンマムシ，

カラカネハマベエンマムシ，ヤマハマベエンマムシ，ヒ

メハマベエンマムシ，ニセハマベエンマムシ，ハマペエ

ンマムシ，ツヤハマペエンマムシの8種が該当する。こ

のうち，ヤマハマペエンマムシのみは山地の河川敷に生

息しているが，他の7種はいずれも海岸の砂地に見られ

る。絶滅種と思われるものが1種，絶滅危倶種と思われ

る種が3種，減少が目立つ種が3種，希少種が6種認め

られる。

...ツツエンマムシ Trypeticusfagi (Lewis) 【希少種]

[生息環境]プナ帯の大木の樹皮下に生息する。キクイム

シなどを捕食しているものと思われる。

[過去の分布]丹沢堂平(平野， 1985)の記録のみ。

[調査結果]最近でも採集されているが.堂平だけで他か

らは得られていない。

...チャイロムネミゾツプエンマムシPlegaderusshikokuensis 

Hisamatsu 希少種]

[生息環境]プナ帯の大木の樹皮下に生息する。

[過去の分布]丹沢堂平(平野， 1986)の報告のみ。

[調査結果]その後まったく採集されない。

...ムネミゾツプエンマムシPlegaderusmarseuli Reitter 

【希少種]

[生息環境]樹皮下に生息する。

[過去の分布]城山町(沢田 1989)の記録だけである。

[調査結果]その後まったく採集されない。

0ルリエンマムシ Saprinussplendens (Paykull) 
【絶滅危倶種目

[生息環境]普は家庭に設置した木製の黒いゴミ箱が発生

源であったが，現在は衛生的なポリ袋となり，すぐに収

集するためまったく見られなくなった。もともとは沿岸

性のものと思われ，稀に海岸で発見される。腐敗物や糞

のウジを捕食する有益な天敵とされている。

[過去の分布]横浜市緑区.(田尾， 1987)，三浦市城ケ島

(平野， 1981)，座間市(西J11・丸山， 1993)，茅ケ崎市(田

尾・岸， 1993)，小田原市平野， 1972)，真鶴(平野，

1972)。県内の沿岸地域にきわめて普通であった。

[調査結果]筆者らはここ数年，まったく発見できないで

いる。

OドウガネエンマムシSaprinusplaniusculus Motschulsky 
[絶滅危倶種目

[生息環境]海浜や河川!などで魚介類の腐敗したものなど

に集まる。

[過去の分布]小田原市(平野， 1972)と津久井湖(平野，

1993)の記録のみ。津久井湖の記録は1990年に採集され

たもの。

[調査結果]ここ数年，まったく発見できない。

0ヤマハマペエンマムシ Hypocaccussubaenus (Schmidt) 
【絶滅危倶種D]

[生息環境]山地の河川敷などの砂地に生息する。クマの

糞から採れたという報告もあるが，やはり腐敗物にいる

ハエ類のウジなどを捕食するものと考えられる。

[過去の分布]西丹沢の西沢出会の河川敷から数頭採れた

(平野， 1985)だけである。

[調査結果]1992年には生息を確認(西沢出合， 4 

.IV.l992，平野幸彦採集)したが， 1993年にこの場所は

キャンプ場となり，生息場所はまったく破壊された。別

の場所に生息しているかどうか確認は難しい。

ムカラカネハマペエンマムシ同rpo回α凶 lewisi(Schmidt) 

【減少種G]

[生息環境]海岸の砂地に生息する。海藻やゴミの下など

から見つかるが草の根際にも生息している。

[過去の分布]従来の記録は三浦市三津浜(平野， 1981) 

のみ。

[調査結果]鎌倉市七里ケ浜 (3.x.1994，平野幸彦採集)
で確認できたが，きわめて少ないようである。

0ヒメハマペエンマムシ Hypocaccusasticus Lewis 
【絶滅危倶種E]

[生息環境]海岸の砂地に見られる。特に海浜植物の根際

に潜っていることが多い。食性などの生態は不明だが，

海浜植物がないと発見できないことから.植物と何らか

の関係があるものと思われる。しかし，食肉性であろう。

[過去の分布]横須賀市芦名(沢田， 1986)，葉山町下山

口(沢田， 1986)，三浦市三浦海岸(田尾， 1987)，藤沢

市(平野， 1986)。

[調査結果]鎌倉市由比ケ浜(1 XI.1992，平野幸彦採集)

及び，鎌倉市七里ケ浜 (3X.l994，平野幸彦採集)で確

認できたが，鎌倉市由比ケ浜の海岸は砂が減少し，他か

ら砂を運び込んでいるとのこと，生態系に悪影響を及ぼ

さないかと危倶している。

ムニセハマペエンマムシHypocaccussinae (Marseul) 

【減少種G]

[生息環境]海岸の砂地の海藻やゴミの下などからハマベ

エンマムシと共に見つかるが，少ない種である。また，

河川敷の砂地でも稀に発見される。

[過去の分布]) 11崎市高津区(沢田， 1987)，三浦市三津
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市中新田(沢田， 1987)，小田原市(平野， 1972)，西丹

沢西沢(平野， 1987)の記録があるが，数は少ない。

[調査結果]最近はどういうわけかさらに少なぐなったよ

うで，なかなか発見できない。

ムツヤハマベヱンマムシEopachylopusripae (Lewis) 

[減少種G)
[生息環境]本種も海岸の砂地に生息する。赤紋を装う個

体 (f.tsherskii Reichardt)もあるが，きわめて稀である。

詳しい生態は知られていない。

[過去の分布]大磯町(沢田， 1986)，茅ケ崎市(回尾・

岸， 1993)の記録のみ。

[調査結果]今回，田尾の調査により鎌倉市七里ケ浜でえ

られたが，他からの情報はなく，少なぐなったようであ

る。

企ニセセスジエンマムシ Onthophilusaonoi M.Ohara et 

Nakane [希少種]

[生息環境]落葉下に生息する。

[過去の分布]小田原(平野， 1988)の記録のみ。

[調査結果]その後，まったく発見されない。

Aヘリナガエンマムシ Pla1ysomavagans Lewis【希少種]

[生息環境]山地の朽木や倒木の樹皮下に生息する。

[過去の分布]丹沢堂平(西川， 1992)の記録のみ。

[調査結果]最近でも採集されているが堂平のみで，他か

らは得られていない。

企ノッポロヒメエンマムシMargarinotusyezoensis M.Ohara 

[希少種]

[生息環境]平野はヘビの死体から得た。

[過去の分布]丹沢浅瀬 (M.Ohara，1989)の原記載の記

録のみ。

[調査結果]その後，まったく採集されない。

Aヒラタカクヒメエンマムシ Margarinotuskurbatovi 

(Tishechkil1)希少種]

[生息環境]プナの樹皮下に生息。

[過去の分布]丹沢三国山，堂平(平野， 1994)。

[調査結果J2ケ所から発見されているが，ごく限られた

場所にしか生息していないと思われ， 1994年には採れな

かった。

タマキノコムシ科Leiodidae

タマキノコムシは日本から 50種ほど知られ，神奈川県

では27種の記録がある。キノコや朽木，落葉下から発見

される。微小なものが多く未記録種が多数ある。ここで

は希少種2種をあげる。

企タケイオオタマキノコムシ Leiodesfracta (Seidlitz) 

[希少種]

[生息環境]落葉の中などに生息しているものと思われ

る。

[過去の分布]丹沢ユーシン(平野， 1993)の記録のみ。

[調査結果J1984年に採集されて以来，採れない。
企ヒトツメタマキノコムシLiodopriamaculicollis Nakane 

【希少種]

[生息環境]山地のキノコに生息すると思われるが，詳し

い生態は不明。

[過去の分布]丹沢堂平(平野， 1985)のみの記録。

[調査結果]その後，まったぐ発見されない

ヒゲプトチピシデムシ科Colonidae
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日本からは6種が記録されている小さなグループで，

神奈川県からは2種の報告がある。落葉下やキノコから

発見されるが，アリの巣に生息する種もある。

企アリスヒゲプトチピシデムシ Colon (Myloechus) 

appencliculatum (Sahlberg) 【希少種]

[生息環境]クロヤマアリの巣から得られた。

[過去の分布]日本では小田原市(西川， 1988)の記録の

み。

[調査結果J1980年に発見されたが，それ以後まったく

採れない。

チピシデムシ科Catopidae

日本では40種ほど記録されており，神奈川県では19種

の報告がある。主に腐敗動植物に見られ，なかには洞窟

や地中に生息するものもある。いずれも 5mm以下の微

小なものが多い。ここでは希少種として 1種あげる。

Aホソアシチピシデムシ Cholevodestenuitarsis Portevin 

{希少種]

[生息環境]山地の大木の樹皮下などに生息する。

[過去の分布]丹沢堂平(平野， 1993)。全国的にみても

2~3 例の記録しかない。

[調査結果]堂平以外では発見されていない。

シデムシ科 Silphidae

日本では38種，県内では18種の報告がある。ほとんど

のシデムシは動物の腐肉を食べる清掃人だが， チョウ・

ガ類の幼虫やカタツムリなどを食べるものもある。また，

ツヤシデムシ族の仲間は石の下，朽木等に生息し，キノ

コや花に集まる種もあるが，いずれも食肉性の甲虫であ

る。この中で問題となるのは海岸に生息するオニヒラタ

シデムシと河川敷などに多ぐ生息しているヤマトモンシ

デムシである。 2種が絶滅危倶種， 1種が減少種である。

Oヤマトモンシデムシ Nicrophorusjaponicus Harold 
[絶滅危倶種F)

[生息環境]河川敷や荒地などに生息する。林に入るとヨ

ツポシモンシデムシが多くなる。動物の腐肉に集まり，

しばしば灯下に飛来する。

[過去の分布]横須賀市追浜(鈴木， 1966)，秦野市(平

野， 1957)，相模原市(相模原市教育委員会， 1991)。県

内各地に普通に見られたが，最近の報告は少なぐなって

しまった。

[調査結果]過去2年間，見ていない。相模)11にかろうじ

て生息しているか?

ムヒメヒラタシデムシThanatophilussinuatus (Linne) 

[減少種H)

[生息環境]各種の腐敗物に多ぐ，ゴミ捨場などによく見

られる。海岸にも生息する。

[過去の分布]横浜市結区寺家町(高桑， 1991)，横浜市

金沢八景(鈴木， 1966)，横須賀市秋谷(鈴木， 1966)，三

浦市城ケ島(鈴木， 1966)座間市(西川|・丸山， 1993)， 
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小田原(平野， 1957)，西丹沢浅瀬(平野， 1972)0 (未発

表記録) 1 ex.，小田原海岸， 27.11.1971，平野幸彦採集;

2 exs.，箱根早雲山， 13.1X.1970，平野幸彦採集 1ex.， 

秦野市菩醍， 5 .IV.l973，平野幸彦採集.

以前は海岸から山地にかけて各地に普通であった。

[調査結果]田尾の調査で三浦市金田海岸で得られたが，

他の情報は聞いていない。横浜市円海山の調査(久保他，

1993)や大和市の昆虫調査(平野他， 1991)，茅ケ崎市の

報告(田尾・岸， 1993)にも記載されていないので，少

なくなったことは明らかである。

0オニヒラタシデムシ百lanatophilusrugosus (Linne) 
【絶滅危倶種E]

[生息環境]前種と同様，海岸のゴミの下などに生息する。

口晶去の分布]横浜市金沢文庫(鈴木， 1966)，三浦市三

崎町(鈴木， 1982)の2例のみ。

[調査結果]最近の報告はまったくない。海岸を調査して

も発見できない。絶滅した可能性も考えられる。

ハネカクシ科Staphylinidae

日本で最も種類数の多いグループで，現在1000種以上

の種が記録されているが，少なくともその2倍以上の種

が生息しているだろうと言われている。県内では440種

以上の報告があるが，かなりの追加種がある。ハネカク

シの生態は多岐多様にわたり，食植性，食腐性，食肉性

のものから他の動物に寄生するもの.アリやシロアリと

共生するものなど興味深い種類もある。分布範囲も海岸

から高山まで，さらに地中に生息するものもある。ここ

で問題となるのはやはり海岸に生息する種である。海岸

に見られる種でも砂地に生息するグループと岩礁地帯に

生息する種とに大別される。神奈川県に生息する砂地に

いる種類はツヤウミペハネカクシ，アパタウミベハネカ

クシ，ホソアパタウミベハネカクシ，アカウミペハネカ

クシ，ホソウミベハネカクシ，ツマグロアカパハネカク

シ，ウミペアカパハネカクシ，カタモンハネカクシなど

が知られている。これらの種はいずれも打ち寄せられた

ゴミや海藻の下から発見されるが，どういう訳か少なぐ

なりつつある。岩礁地帯に生息する種にはオオズウミ

ハネカクシ，ウスアカウミハネカクシ， Diaulota pacifica 

Sawada，ウミハネカクシなどがあり，いずれも潮間帯に

生息し，石下や海藻中で小さなヨコエピ類などを食うと

いう。県内の分布は三浦半島と真鶴半島に限られ，特殊

な環境に生息していることから環境に弱い種と思われる。

ここでは砂地にいるカタモンハネカクシを減少種と認め

るにとどめ，希少種として代表的なもの4種をあげる。

Aキイロツヤシデムシモドキ Camioleumloripes Lewis 

[希少種]

[生息環境]渓流の石下などに生息する。

[過去の分布]商丹沢棚沢(平野， 1993)。

[調査結果]生息環境が他では見られないゆえか， 1994年

には見つけられなかった。

企メダカオオキパハネカクシMegalopsidiajaponicusNakane 

{希少種]

[生息環境]平野は道に落ちていた木の下から採集した。

[過去の分布]小田原(平野， 1981)の記録のみ。

[調査結果]その後，採集されない。

ムカタモンハネカクシ Li山田hilleri(Weise)【減少種H]

[生息環境]海岸の海藻やゴミの下に生息する大型の種で

ある。

[過去の分布]三浦市長浜 (Naomi，1982)，三浦市三戸

海岸(平野， 1984)0 (未発表記録) 2 exs.，横須賀市天

神島， 1 .Y.l984，平野幸彦採集.

[調査結果]最近，採集したという情報はない。何回かの

海岸調査でも得られなかった。

...ドウガネアナパケハネカクシ Syntomiumjaponicum 

Y.Watanabe et Y.Shibata 希少種)

[生息環境]樹木に生えたコケ類の中に生息する。

[過去の分布]箱根姥子 (Y.Watanabeet Y.Shibata， 

1960)の原記載の記録のみ。

[調査結果]その後，まったく発見できない。

企オオズウミハネカクシLiparoaphalustokunagai Sakaguchi 

【希少種]

[生息環境]海岸の岩礁地帯の潮間帯に生息する。

[過去の分布]三浦市油壷(柴田， 1986)だけの記録であ

る。

[調査結果]他から採集されたという情報はない。

アリヅカムシ科Pselaphidae

4mm以下の微小な甲虫で，主に落葉下に生息してい

るが，アリと共生する種もある。日本では200種ほどが

記録されているが，研究が不十分で， 1000種を越す種が

生息しているものと思われる。神奈川県では66種報告さ

れ，他県よりは調査されているが，未記録種が多い。こ

こでは2種を希少種としておく。

AヒラズイソアリヅカムシThalassomerusreikoae KSawada 

[希少種]

[生息環境]最近発見された種で，磯の潮間帯に生息す

る。

[過去の分布]真鶴岬 (Sawada，1992)の原記載の記録

のみ。

[調査結果]調査に行かれなかったが，特殊な環境に生息

するので，真鶴半島の荒廃を見ると絶滅の危倶を感じる。

... Noduliaps latifrons (Sharp) 【希少種]

[生息環境]生態はわからない。春に見つかっている。

[過去の分布]箱根宮の下 (Sharp，1883)。

[調査結果]記載以後県内では発見されていない。東京都

で採集されたものがあるので，発見できるものと，思って

いる。

クワガタムシ科 Lucanidae

日本では38種の報告があり，神奈川県では 15種の記

録がある。一部の大人や子供たちに人気があるが，思っ

たほど記録がない。やや普通のノコギリクワガタ，コク

ワガタ，ミヤマクワガタ，ヒラタクワガタ，スジクワガ

タ，アカアシクワガタ以外はあまり採れないからかもし

れない。成虫は朽木などに産卵し，幼虫は木の中で生活

する。樹液に集まる種が多い。現在，クワガタムシ科そ

のものが少なくなりつつある。特に平地産のクワガタは

顧箸である。これらの原因は明らかに雑木林の減少にあ
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をあげる。

0オオクワガタ Dorcushopei (E.Saunders) 

[絶滅危倶種目

[生息環境]クヌギなどの大木に生息している。

[過去の分布]横浜市豊顕寺(岩瀬， 1937)，逗子市神武

寺付近(青柳， 1939)，横須賀市秋谷(志村， 1988)，平

塚市(木附， 1991)の4例のみ。

[調査結果]横浜，三浦半島では絶滅。湘南の一部に生息

しているか?

.ネプトクワガタAeguslaevi∞llisE.Saunders [絶滅種目
[生息環境]平地に生息する。南の方に多い種である。

[過去の分布J1954年に採集された横須賀市公郷町(大

場他， 1981)の記録のみ。

[調査結果]その後まったく報告がない。再捕獲されない

とは言えないが，現時点では絶滅種と思われる。

コブスジコガネ科Trogidae

日本には11種を産する小さなグループである。神奈川

県ではオオコプスジコガネ，ヒメコプスジコガネ，アイ

ヌコプスジコガネ，チピコブスジコガネの4種が分布し

ている。ヒメコプスジコガネ以外は少ない種で，動物の

古い死骸や糞，ペリットなどに来集し，灯下に飛来する。

そのうちの 1種が絶滅危倶種にあたる。

0オオコプスジコガネTroxobscurus Waterhouse 
【絶滅危倶種D]

[生息環境]平地性のもので全国的にみても少ない種であ

る。燈火にも飛来する。

[過去の分布J1972年，小田原市(平野， 1981)で発見
されただけである。

[調査結果]その後，気を付けているが，まったく得られ

ていない。今後， 10年間採集されなければ絶滅種と見な

すべきである。

コガネムシ科Scarabaeidae

コガネムシ科は日本で約400種知られ，県内では 130

種あまりが生息している。その食性から食糞性のものと

食業性のものとに大別される。食糞性のものは別名糞虫

と言われ，センチコガネ，エンマコガネ，マグソコガネ

の仲間を言う。日本にはいないが，スカラベと言われる

「糞転がし」もこのグループである。食葉性のものはほと

んどが植物の根などを食害する。一部のものは害虫とし

て知られているが，大審をあたえることは少ない。成虫

は樹液などに来るものもあるが，燈火に飛来することが

多い。コガネムシ科で問題となるのは平地産の大型の種

でいずれも減少が著しい。コガネムシ，クロカナブン，

アオカナブンなども減少種に含めるべきかもしれない。

ここでは絶滅種3種，絶滅危倶種3種，減少種7種を挙

げておく。

0アカマダラセンチコガネOchodaeusmacilatus Waterhouse 
【絶滅危倶種E]

[生息環境]生態はよくわからないが，逗子市桜山ではス

スキの原を低ぐ飛期していたという。

[過去の分布]逗子市神武寺(大場他， 1981)，逗子市桜
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山(大場他， 1981)の記録のみ。

[調査結果]その後の情報はまったくない。

ムムネアカセンチコガネBolbocerosomanigroplagiatum 

(Waterhouse) 減少種H]

[生息環境]キノコから採った報告の他，燈火に飛来する

ことカfある。

日晶去の分布]横浜市金沢区(大場他， 1981)，中区間門

町(和田， 1982)，瀬谷区善部町(和田， 1982)，戸塚区

原宿(和田， 1984)，磯子区(石渡， 1989)，横須賀市坂

本町(大場他， 1981)，横須賀市猿島(柴田， 1952)，藤

沢市亀井野(岩田， 1991)，厚木市船子(下村・鈴木，

1981) ，箱根(長尾， 1970)など多くの記録がある。

[調査結果]顕著な種であるが，最近採れたという情報が

少ない。

・ダイコクコガネCoprisochus Mostchulsky [絶滅種C]

[生息環境]獣糞に見られ，牛などの放牧場に多いが，全

国的に少なくなっている。どちらかと云えば平地に分布

する種である。燈火に飛来することもある。

[過去の分布]小田原市(山口， 1958)の記録以外にない。

昔は牛馬の飼育が盛んであったので，広く分布していた

と想像される。

[調査結果]大型のコガネムシなので，生息していれば報

告があるはずである。ここ 30年以上注意してきたが，

まったく見られない。絶滅したものと考えられる。

0ナガスネエンマコガネOnthophagusohbayashii Nomura 
【絶滅危倶種F]

[生息環境]平地の牧場などに見られる。

[過去の分布]相模原市淵野辺(長尾， 1972)の記録のみ。

牛馬の飼育が盛んだった頃は広く分布していたと思われ

る。

[調査結果]その後まったぐ得られていない。今後10年

開発見されなければ絶滅種となる。

ムオオフタホシマグソコガネ Aphodius (Aphodius) 

elegans Allibert 【減少種G]

[生息環境]平地から低山地にかけて分布。牛などの獣糞

にいる。丹沢札掛では鹿糞に来ていたものを観察したこ

とがある。

[過去の分布]横須賀市長浦町(大場他， 1981)，丹沢諸

戸(西川， 1979)。

〔未発表記録) 1 ex.，丹沢札掛， 4 X.1981 ; 1 ex.，西

丹沢大野山， 2 X.l982. 

[調査結果J1993年丹沢大野山で確認したが，他からの

報告はない。三浦半島などでは絶滅したものと思われる。

ムアイヌケシマグソコガネ Psammodiusainu Lewis 

【減少種G]

[生息環境]海岸の砂地に生息する。

[過去の分布]葉山町下山口(沢田， 1985)の記録だけ

だった。

〔未発表記録) 6 exs.，鎌倉市由比ケ浜， lOX1989，平野

幸彦採集.

[調査結果]鎌倉市七里ケ浜の調査では採れなかった。

ムヤマトケシマグソコガネPsammodiusj aponicus Harold 

【減少種G]
[生息環境]海岸の砂地に生息する。



238 

[過去の分布]横須賀市秋谷(沢田， 1985)，茅ケ崎市東

海岸(沢田， 1985)。

[調査結果]鎌倉市由比ケ浜(1 XI.1992.平野幸彦採集)

で確認，田尾の鎌倉市七里ケ浜の調査でもとれたが，少

なくなったようである。

ムヒゲコガネ Polyphyllalaticollis Lewis 【減少種H]

[生息環境]海岸付近や河原などに生息している。

[過去の分布]横浜市綱島(吉田， 1967)，横浜市緑区(土

屋・焼田， 1990)，鎌倉市手広(大場他， 1981)，相模原

市大島河原(相様原市教育委員会， 1991)，相模原市番

目，厚木市倉見，海老名市門沢橋(和田， 1984)，座間市

(西川・丸山， 1993)，寒川町(黒沢， 1993)，茅ケ崎市(平

井， 1983)，小田原(平野， 1981)，丹沢宮ケ瀬(平野，

1981)など以前は各地に広く分布していた。

[調査結果]現在唯一の発生地と知られた厚木市の相模}11 

は激減したとの情報がある。

ムシロスジコガネPolyphyllaa1bolineata (Mostchulsky) 

[減少種H]

[生息環境]海岸付近の松林などにきわめて多かった。燈

火にも多く飛来する。

[過去の分布]横須賀市野比(大場他， 1981)，三浦市上

宮田(大場他， 1981)，三浦市初声(石渡， 1981)，逗子

市新宿(鈴木， 1965)，鎌倉市手広(鈴木， 1965)，茅ケ

崎市(田尾・岸， 1993)小田原市(平野， 1981)，箱根大

平台(平野， 1981)，沿岸地域にきわめて多かった。

[調査結果]ここ2年間筆者は見ていない。円海山地域で

も発見されていない。

・オオダイセマダラコガネBlitoper世laohdaiew，.is (Sawada) 

【絶滅種A]

[生息環境]草地に生息する。全国的にみても産地はごく

限られる。

[過去の分布]1965年の箱根下双子の記録しかない。こ

の標本は故野村鎮氏のコレクションにあるはず。

[調査結果]箱根下双子は現在，立ち入り禁止。その後

まったく報告がない。草地にかろうじて生息していたも

のが，環境悪化のために絶滅したものと考えられる。再

発見される可能性がないわけではない。

ムアカマダラコガネPoecilophilidesrusticola (Bunneister) 

【減少種H]

[生息環境]平地の雑木林でクヌギやコナラなどの樹液に

集まる。

[過去の分布]横浜市金沢区(大場他， 1981)，横浜市緑

区(大木， 1990;土屋・焼田， 1990)，葉山町長柄(大場

他， 1981).機須賀市衣笠(柴田. 1955)，横須賀市秋谷

(中山， 1989)，大楠山(柴田， 1955)，大船天園(井本，

1968)，藤沢市川名(上田， 1992)，小田原(佐藤， 1966)， 

秦野震生湖(高橋， 1967)など平地の記録が多い。

[調査結果]ここ 2年間採ったと言う情報がない。上田の

報告は 1975年に得られたもの。

.シラホシハナムグリ Protaetiabrevitarsis (Lewis) 

【絶滅種C]

[生息環境]平地の雑木林でクヌギやコナラなどの樹液に

集まる。

[過去の分布]横須賀市(大場他， 1981)で1958年採集

されたもののみ。他にも横浜市などで記録があるが，シ

ロテンハナムグリの可能性が高い。

[調査結果]最近， 20年間発見されていないので，絶滅

したものと思われる。

0ムラサキツヤハナムグリ Protaetiacataphracta Arrow 
【絶滅危倶種E】

[生息環境]平地の雑木林でクヌギやコナラなどの樹液に

集まる。花にも来る。

[過去の分布]逗子市神武寺，葉山町長柄，横須賀市田浦

(大場他， 1981)の記録のみで，三浦半島だけである。

[調査結果]最近 10年間，まったく情報がない。絶滅し

たのかも知れない。

...オオヒラタハナムグリCharitova1gusfumosus (Lewis) 

【希少種]

[生息環境]♂は花に，♀は朽木などに見られる。

[過去の分布]丹沢堂平(平野， 1994)の記録のみ。

[調査結果]堂平以外では生息が確認されていない。

タマキノコムシモドキ科Clambidae

微小な甲虫で，日本では9種の記録がある小さなグ

ループである。神奈川県では4種の報告がある。落葉下

や植物質の腐敗したものなどに集まる。希少種1穫をあ

げる。

企ミフシタマキノコムシモドキAcalyptomerusasiaticus 

Crowson 【希少種]

[生息環境]平野はワラの下から発見した。

[過去の分布]山北町塩沢(平野， 1992)のみ。

[調査結果]かなり注意しているが，再発見にはいたらな

マルハナノミ科Helodidae

日本では40種ほどが知られ，県下では 13種の記録が

ある。幼虫は水生であるので，成虫は渓流や湿地などに

多い。大木のくぼみに溜った水からも発生する。 1種，

希少種ととしてあげる。

企ムツポシマルハナノミ Priocyphonsexmaclatus Lewis 

[希少種]

[生息環境]木のくぼみの溜り水から発生しているのでは

ないか。

[過去の分布]丹沢堂平(平野， 1994)から 2個体得られ

たもののみ。

[調査結果]堂平以外からは探れなかった。

タマムシ科Buprestidae

日本では205種が報告されており，県内では63種の記

録がある。タマムシはすべてが植物を食する。大型のも

のは材に小型のものは葉の中にもぐりこむ種もある。平

地の大型種は，詳しい理由は分からないが，確実に減少

している。ここではあえてウパタマムシ，ヤマトタマム

シ(タマムシ)を減少種に含めたい。絶滅種と思われる

ものが2種，絶滅危倶種と思われる種が1種，減少が目

立つ種が3種，希少種1種が認められる。

Aトゲフタオタマムシ Dicercatlbialis Lewis 【希少種]

[生息環境]杉，桧，モミなどの針葉樹につき，樹皮下で



成虫越冬する。

[過去の分布]県内では大山(高桑， 1981)と津久井道志

山(大坪， 1992)のみ。

[調査結果]上記以外で採れたということを聞いていな

い。

-クロマダラタマムシ Nipponobuprestisquerceti 

(E.Saunders) 絶滅種目

[生息環境]エノキの枯材につく。

[過去の分布]1959年の逗子の記録(秋山， 1980)のみ。

[調査結果]それ以後の記録はない。再発見の可能性がな

いわけではないが，現時点では絶滅したものと考えられ

る。

ムウパタマムシα1al∞phorajaponi四 (GOry) [減少種H]
[生息環境]マツ類の枯材につく。

[過去の分布]) 11崎市登戸(高桑， 1981)，横浜市中区，南

区，港南区(高桑， 1981)，鎌倉市十二所(高桑， 1981)， 

横須賀市追浜，大楠山，天神島(高桑， 1981)，三浦市引

橋(高桑1981)，大和市中央林間(高桑， 1981)，厚木市

七沢(高橋， 1987)，大磯町湘南平~高麗山(高桑，

1981) ，小田原市久所，城山(高桑， 1981)，大和市(平

野他， 1991)，座間市(西)11・丸山， 1993)，茅ケ崎市(田

尾・岸， 1993)など各地に広く分布。

[調査結果]ここ数年，きわめて少なくなった。

ムタマムシ(ヤマトタマムシ) Chrysochroa fulgidissima 

(Scho出err) 【減少種H]

[生息環境]エノキ，ケヤキ，サクラ，カシ類などの枯木

につく。以前はよくエノキの樹上を飛び回っているのを

観察できた。

[過去の分布]横浜市中区，南区，磯子区(高桑， 1981)， 

横須賀市馬堀(高桑， 1981)，三浦市三崎(高桑， 1981)， 

座間市(高桑， 1981)，海老名市中新田(高桑， 1981)，大

磯町湘南平~高麗山(高桑， 1981)，小田原市久野(高桑，

1981) ，相模湖町(高桑， 1981)，津久井町中野(高桑，

1981)，大和市(平野他， 1991)，座間市(西)11・丸山，

1993) ，厚木市七沢(高橋， 1987)，茅ケ崎市(田尾・岸，

1993)など各地に広く分布している。

[調査結果]最近，あまり見かけなくなった。川崎市麻生

区産甲虫目録(倉形， 1993)には記載されておらず，都

市化の激しい所はいなくなったのではないか。

ムクロタマムシ Buprestishaemorrhoidalis Herbst 

【減少種H]

[生息環境]マツ類，モミ類，エゾマツ類の枯材につく。

[過去の分布]厚木市飯山(高桑， 1981)，藤沢市川名(高

桑， 1981)，大磯町湘南平~高麗山(高桑， 1981)，茅ケ

崎市(田尾・岸. 1993)など。

[調査結果]最近，少なくなった。

OアヤムナピロタマムシSambusquadricolor E.Saunders 
【絶滅危倶種D]

[生息環境]イヌピワ，ハマピワ，オオイタピなどにつく。

[過去の分布]横須賀市猿島(大場， 1978;藤田， 1980; 

高桑， 1981)，三浦市観音崎(塩崎， 1981)の記録のみ。

本州では神奈川県だけに生息している。

[調査結果]横須賀市猿島は渡航できず，調査は不可能。

1981年以後の記録はない。
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-クロチピタマムシTrachys開eudoscrobiculataObenberger 

[絶滅種Al
[生息環境]加害植物は未知。フウロソウにつくのではな

いかと言われている。

[過去の分布]1972年小田原市城跡公園で得られた記録

(平野， 1965)だけである。

[調査結果]それ以後，注意しているが，再発見にはいた

らない。小田原市城跡公園の環境では現在，生息すると

とは不可能。

コメツキダマシ科Eucnemidae

日本では70種ほどの記録があるが，未記録種が多い。

神奈川県では26種が記録されている。朽木や枯木に集ま

る。ここでは希少種2積をあげる。

.シコクカクムネコメツキダマシ Melasisshikokuensis 

Hisamatsu 【希少種]

[生息環境]山地の朽木などに生息する。

[過去の分布]箱根神山(1988)の記録のみ。

[調査結果]その後，まったく見られない。

.オオナカミゾコメツキダマシ Rhacopus olexai 

(Hisamatsu) 【希少種]

[生息環境]朽木や枯木に集まる。

[過去の分布]石老山(平野， 1987)の記録のみ。

[調査結果]その後，採集されない。

コメツキムシ科 Elateridae

日本では約 600種，神奈川県では 135種の報告がある

が，県内の調査は不十分である。成虫は花や樹液に集ま

るものや葉上，地上，石下などに見られる。主に食植性

だが食肉性のものもあり，幼虫は土中や朽木に生息する。

大型の種が問題で，絶滅危倶種，減少種，希少種を 1種

ずつ挙げておく。

ムウパタマコメツキ Paracalaisberus berus (Candeze) 

[減少種H]

[生息環境]枯れた松などの樹皮下に見られる。

[過去の分布]横浜市金沢区(塚原， 1979)，大和市(平

野他， 1991)，座間市(西川・丸山， 1993)，厚木市七沢

(高橋， 1987)，大磯町(高桑， 1981)など。

[調査結果]1994年，厚木市で得られたものを見ている

が，最近，特に少なくなった。川崎市麻生区(倉形，

1993) ，茅ケ崎市の調査(田尾・岸， 1993)では記録がな

い。松喰虫の薬剤散布をしている所は絶滅したと思われ

る。

0フタモンウパタマコメツキParacalaislarvatus (Candeze) 
{絶滅危倶種E]

[生息環境]樹皮下に見られる。

[過去の分布]藤沢市鵠沼(上田， 1984)の記録のみ。

[調査結果]大型の種なので採れれば情報があるはず。

企ダイミョウコメツキAnostirusdaimio (Lew凶) [希少種]

[生息環境]山地の花などに集まる。

[過去の分布]丹沢堂平(平野， 1987)の記録のみ。

[調査結果]顕著な種なので，採集されていれば情報があ

るはず。
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ジョウカイボン科Cantharidae

日本では 100種ほどの記録があるが，調査研究が不十

分で相当数の未記録種がある。成虫は花上や葉上で小見

虫を捕らえて食う。幼虫は林床に生活し，捕食性である。

神奈川県では65種の記録があり他県に比してよく調べ

られている。希少種3種をあげる。

...コパネチピジョウカイ ca∞吋esn駒山叩s(Kiesenwetter)
[希少種]

[生息環境]生態はよくわからない。

[過去の分布]1955年に得られた逗子市(高橋， 1992)の

記録のみ。

[調査結果]その後得られていない。

Aクシヒゲジョウカイ Laemoglyptuspectinatus (Lewis) 

【希少種]

[生息環境]南方系の種と思われるが，生態など不明。

[過去の分布]大平台(平野， 1977)の記録のみ。

[調査結果]それ以後の採集報告はない。

...プランクッチコパネジョウカイ Trypherusatratulus 

Brancucci 【希少種]

[生息環境]生態はよくわからない。

[過去の分布]1988年に得られた丹沢玄倉(高橋， 1992) 

の報告のみ。

[調査結果]その後，採集されていない。

ヒメトゲムシ科Nosodendridae

全世界中に45種ほど，日本では2種しか知られていな

い。樹液や樹皮下より発見される小さな甲虫である。神

奈川県は 1種だけ記録されている。

...ケモンヒメトゲムシ Nosodendronasiaticum Lewis 

[生息環境]山地のニレなどの樹液に集まる。

[過去の分布]丹沢堂平(平野， 1993)のみ。

[調査結果]1994年には採れなかった。

シパンムシ科Anobiidae

[希少種]

日本からは60種ほどのものが記録されている。神奈川

県では25種の報告がある。食性から食材性のものと食菌

性ものとに分けられる。中には乾燥動植物を食べたりし

て害虫と呼ばれるものもある。ここでは希少種として2

種をあげる。

企ニセオオナガシパンムシ Priobiumpersimile Nakane 

【希少種]

[生息環境]よくわからない。

[過去の分布]真鶴岬(平野， 1989)のみの記録。

[調査結果]その後，採れない。

企ホソアシシパンムシ Nesocoelopusmiyatakei Sakai 

【希少種]

[生息環境]真鶴ではライト・トラップに多数飛来した。

沿岸性のものらしい。

[過去の分布]真鶴岬(平野， 1984)のみの記録。

[調査結果]その後，採れない。

コクヌスト科Trogossitidae

コクヌスト科，マルコクヌスト科，チピコクヌスト科

の3科に分ける考えもあるが，ここでは1科として扱う。

食菌性のものが多いが，食花粉性や穀物を食う害虫もあ

る。日本では20種が記録されているが，県内の報告は8

種のみ。 1種を希少種とする。

...ユヤマセダカコクヌストηwmaluspunctidorsum Lewis 

【希少種]

[生息環境]サルノコシカケなどの堅いキノコに生息す

る。

[過去の分布]相模大山(石田， 1985)のみの記録。

[調査結果]その後，探れない。

カッコウムシ科Cleridae

日本では50種ほど記録されており，神奈川県では16種

の報告がある。いずれの種も食肉性である。河原に生

息する種の 1種が絶滅危倶種に該当する。

0ヤマトヒメメダカカッコウムシ Neohydnushozumii 
Nakane 絶滅危倶種D]

[生息環境]河口や湿地のヨシ草原に生息している。

[過去の分布]川崎市多摩川(芳賀， 1984)，座間市(西

川|・丸山， 1993)の記録のみ。

[調査結果]最近採れない。多摩川は年々環境が悪化して

いて絶滅の恐れがある。

ジョウカイモドキ科Melyridae

日本では40種ほどの報告があり，神奈川県では 14種

の記録がある。いずれも食肉性で，小さな虫などを食う。

山地性のものと治海性のものとあり，海岸に生息する種

で絶滅危倶種に該当するものがある。また，希少種を3

種あげる。

...コケシジョウカイモドキ Celsusspectabilis Lewis 

【希少種]

[生息環境]成虫はクリの花に集まる。

[過去の分布]小田原市入生田(平野， 1981)のみに生息。

[調査結果]1994年，以前採集したと同じクリの花から

採ることができた。

企チパクギヌキジョウカイモドキEha巴凶clubaensisNakane 

【希少種]

[生息環境]クギヌキジョウカイモドキが沿岸にいるのに

対し，本種は内陸部に生息しててる。詳しい生態はわか

らない。

[過去の分布]相模原市(守屋， 1991)の報告のみ。

[調査結果]最近採れたという情報がない。

0ルリキオビジョウカイモドキLaiustakaraensis Nakane 
【絶滅危倶種D]

[生息環境]海岸の砂地で植物の根際に生息しているが，

稀に河川敷でも発見されることがある。南の方に分布域

がある種である。

[過去の分布]横須賀市天神島(大場， 1981)と座間市の

相模川(西川・丸山， 1993)での記録のみ。

[調査結果]横須賀市天神島は横須賀市博物館の付属自然

公園として保護されているが，他の地域では砂地の減少

などで絶滅の心配がある。

0イソジョウカイモドキLaiusasahinai Nakane 
[絶滅危倶種D]



[生息環境]海岸の岩礁地域に生息する。

[過去の分布]横須賀市佐島(平野， 1988)，真鶴(平野，

1988)。ほかに逗子や三浦半島で採集されたものもある

ようである。

[調査結果]その後，報告がない。再捕聾されないとは言

えないが，絶滅が危倶される。

企コパネジョウカイモドキ Carphuroidesplagiatus 

(Kiesenwetter) 希少種]

[生息環境]生態はよくわからない。

[過去の分布J1985年採集された大磯町高麗山(平野，

1990)の記録のみ。

[調査結果]その後も発見されない。

ケシキスイ科Nitidulidae

日本には 160種あまりを産する大きなグループである。

神奈川県では 100種以上の報告があり，他県に比してよ

く調べられている。食性は多岐多様で，花，樹液，落果，

キノコ，朽ち木，貯穀，腐肉などに見られる。キクイム

シの天敵である種もある。絶滅危倶種2種，希少種2種

をあげる。

...ニセキボシヒラタケシキスイ Omositaj aponica Reitter 

【希少種]

[生息環境]骨に集まることが知られており，平野は鹿と

思われる骨の下から得た。

[過去の分布]丹沢堂平(平野， 1993)の記録のみ。

[調査結果]その後，採集されない。

企アカホシクロヒラタケシキスイ Ipidiaoctusis Reitter 

[希少種]

[生息環境]平野はキノコより採集した。

[過去の分布]丹沢堂平(平野， 1985)の記録のみ。

[調査結果]以後，まったく採集されない。

0ミカドケシキスイ Meligethesmikado Reitter 
【絶滅危倶種DJ

[生息環境]草地性のもので全国的にみても少ない種であ

る。詳しい生態はわからない。

[過去の分布]原産地は箱根宮の下であるが，箱根の仙石

原(平野， 1984)のみに生息している。

[調査結果]最近，まったく採れない。

0オオアオチビケシキスイ Meligethescyaneus Easton 
【絶滅危倶種DJ

[生息環境]生態はよくわからない。全国的にみると稀な

種で，箱根付近にのみ多ぐ見られるもの。

[過去の分布]箱根仙石，神山(平野， 1981)の記録のみ。

〔未発表記録) 1 ex.，箱根畑宿， 27.IV.1986. 

[調査結果]最近，まったく採れない。

ヒラタムシ不ヰ Cucujidae

著しく扇平な甲虫で日本には28種の記録があり，神奈

川県では17種の報告がある。朽木や倒木の樹皮下に多い

が，貯穀の害虫とされるものもある。コスモポリタンな

種もあり，小型種は未記録種がある。希少種を4種あげ

る。

企ルリヒラタムシ Cucujusmniszechi Grouvelle 

【希少種]

[生息環境]朽木や倒木の樹皮下に生息する。

[過去の分布]丹沢堂平(西村， 1985)のみ。
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[調査結果]堂平では確実に生息しているが，他からは得

られていない。

...エソペニヒラタムシ Cucujusopacus Lewis 希少種]

[生息環境]朽木や倒木の樹皮下に生息する。

[過去の分布]丹沢畔ケ丸(丸山， 1972)の記録のみ。〔未

発表記録) 1 ex.，丹沢堂平， 16.IX.1993，輔採集，数日

後羽化.

[調査結果]最近まで生息の確認ができなかったが，かろ

うじて生息していることがわかった。 2ケ所から発見さ

れているが，希少種とする。

企ヒゲナガホソチビヒラタムシLeptophloeusabei Sas勾l

[希少種]

[生息環境]生態はよく分からない。平野はライト・ト

ラップに飛来したものを採集した

[過去の分布]三浦市小網代(平野， 1988)の記録のみ。

[調査結果]その後，県内では採集されたという情報はな

企ホソチピヒラタムシLeptophloeusfemoralis Sas勾i

【希少種]

[生息環境]生態はよく分からない。

[過去の分布]小田原(平野， 1984)の記録のみ。

[調査結果]それ以後，採集できない。

オオキスイムシ科Helotidae

日本では1属3種しか分布していない小さなグループ

の甲虫である。神奈川県には3種とも生息している。樹

液に集まるものが多い。ここでは希少種 1種をあげる。

Aミドリオオキスイ Helotacereopunctata Lewis 

[希少種]

[生息環境]平野は県内ではないが花にきていたものを採

集したことがある。

[過去の分布]西丹沢本棚沢(西川 1，1984)の報告のみ。

[調査結果]その後，得られたという情報はない。

コメツキモドキ科Languriidae

日本では 40種近くの報告があり，県内では 12種記録

されている。いずれの種も食植性で，幼虫の多くは植物

の茎のなかに入り食害する。草原などに生息する種の生

存が心配される。ここでは希少種1種をあげるにとどめ

る。

企アオパヒメコメツキモドキAnadastuspraeustus (Crotvh) 

【希少種]

[生息環境]草原に生息する。

[過去の分布]箱根仙石(平野， 1968)の記録のみ。

[調査結果]仙石原以外で，採れたという情報はない。

オオキノコムシ科Erotylidae

日本では 100種ほど記録があり，神奈川県では46種の

報告がある。美しい斑紋があるものもあって，人気の高

い食菌性の甲虫で，キノコや樹皮下から採集される。山

地には珍しい種も多いが，ここでは希少種1種をあげる。

Aムモンシリグロオオキノコ Pselaphandrainomata (αlUjO) 
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【希少種]

[生息環境]キノコに集まる。

[過去の分布]丹沢大山(平野， 1980)の報告のみ。

[調査結果]その後，まったく採集されない。絶滅の可能

性もある。

テントウムシダマシ科Endomychidae

テントウダマシはキノコ類，枯木，朽木，ワラの下な

どに生息する小さな甲虫で，日本では50種ほどが知られ

ている。県内には22種の報告がある。ここでは珍しい 1

種を希少種としてあげる。

AキイロアシボソテントウダマシαlOndrialutea Gorham 
[希少種]

[生息環境]落葉下から発見された。日本での記録は数

例のみで生態も分からない。

[過去の分布]横浜市円海山(平野， 1989)の記録のみ。

[調査結果]その後まったく採集されない。

ツツキノコムシ科Cisiidae

ツツキノコムシはその名の通り，筒状をした微小種で

主にキノコに生活する。なかでもサルノコシカケのよう

な堅いキノコを好む。日本では60数種が知られている

が，未記載種が多い。神奈川県では30種ほどが分布して

いる。

Oトカラナガツツキノコムシ Nipponocisunipunctatus 
Nakane et Nobuchi 【絶滅危倶種E]

[生息環境]キノコに生息すると思われるが，詳しい生態

はわからない。

[過去の分布]小田原市(1971年採集)，大和市(1989年

採集)の標本がある。従来の分布はトカラ中の島のみ。

[調査結果]平地に生息するものと思われるが，その後採

集されない。

企ニッコウツツキノコムシ Cisnikkoensis (Nobuchi) 

[希少種]

[生息環境]栃木県日光から記載されたもので，ほとんど

記録がなく，生態は不明。

[過去の分布]丹沢堂平(1993)で採集された標本がある。

[調査結果]堂平以外のものを見たことがない。

ホソカタムシ手ヰColydiidae

ホソカタムシは日本では36種の記録があり，神奈川県

では14種の報告がある。微小種が多く，いずれの種も採

集は難しい。枯木や朽木から発見される。珍しい種が多

いが，代表として絶滅危倶種を 1種だけあげておぐ。

OクロツヤツツホソカタムシTeredolaemus凹 litus(Lew岱)
[絶滅危倶種D]

[生息環境]平地の林の枯れ枝などに見られる。

[過去の分布]横浜市金沢区(岩瀬他， 1991)の記録があ

るが，藤沢市の標本もある。

[調査結果]藤沢市川|名では生息している模様。しかし開

発が進むと絶滅の恐れがある。

ゴミムシダマシ科Tenebrionidae

日本で約 300種知られる大群で，県内では95種の記録

がある。食性はさまざまで，朽木，キノコ，落葉，貯穀，

などから発見される。ここではハネナシセスジキマワリ

と砂地に生息する種類が該当する。県内では，絶滅種2

種，絶滅危倶種3種，減少種1種が認められる。

0ヤマトオサムシダマシBlapsjaponensis MarseuI 
【絶滅危倶種E]

[生息環境]納屋のわらくずの下などに生息する。砂地に

多いようである。

[過去の分布]三浦市三戸浜(近藤， 1983)，藤沢市羽鳥

(山上・青木， 1988)，中井町井の口(岸， 1993)。

[調査結果]大型のゴミムシダマシなので，発見されれば

情報があると思われるが，中井町の報告以後聞いていな

い。都市化の影響が強いものと思われる。

Aオオマルスナゴミムシダマシ Phelopatrumscaphoides 

(Marseul) 【希少種]

[生息環境]砂地に生息する。

[過去の分布]平塚市馬入(平野， 1993)の記録のみ。

[調査結果]その後，採集されない。

AシナスナゴミムシダマシGonoaphalumkIappericki Kaszab 

【希少種]

[生息環境]海岸の砂地に生息する。少ない種である。

[過去の分布]葉山町(沢田， 1991)の記録のみ。

[調査結果]その後採集されない。

0オオマルチピゴミムシダマシ Caediusmaderi Kaszab 
[絶滅危倶種D]

[生息環境]海岸の砂地に生息している。

[過去の分布]三浦市三戸海岸(平野， 1981)の記録以外

ない。

〔未発表記録J1 ex.，三浦市三戸海岸， 1 .Y.l984，平野
幸彦採集.

[調査結果]田尾の調査で三浦市三戸浜から確認された

が，他の地域からはまったく得られていない。

0ツメアカマルチピゴミムシダマシ Caediusfulviatilis 
Nakane et Masumoto 絶滅危倶種D]

[生息環境]河川の砂地に生息している。

[過去の分布]厚木市相模)11 (沢田， 1985)の記録のみ。

[調査結果]その後まったぐ得られていない。

0ニセマグソコガネダマシ Trachys田 lissabuleti Lewis 
【絶滅危倶種D]

[生息環境]海岸の砂地の植物の根際に生息している。

[過去の分布]江ノ島が原産地。付近の鎌倉市などの海岸

でしか得られていない。

[調査結果]鎌倉市七里ケ浜(3 .x.l994)で生息を確認

した。しかし，生息範囲はきわめて狭い範囲であるよう

だ。鎌倉市の海岸は侵食が激しぐ，他から砂を運び込ん

でいるとの情報があり，砂地の生態系に影響を及ぼす危

険をはらんでいる。

・クロズハマペゴミムシダマシEpiphaleriaatriceps Lewis 

【絶滅種別

[生息環境]海岸の砂地の海藻やゴミの下から見つかる。

[過去の分布]江ノ島が原産地だが，記載以来記録がな

い。

[調査結果]かなり調査したが，現在では生息していない

模様。静岡県では生息しているので，再発見の可能性が



ないとは言いきれない。

AオオユミアシゴミムシダマシPromethisinsomnis (Lewis) 

【希少種]

[生息環境]朽木などの樹皮下より採集される。

[過去の分布]丹沢蛭ケ岳(平野， 1981)の記録のみ。

[調査結果]その後まったく採れない。

0ハネナシセスジキマワリ Strongyliummarseuli Lewis 
[絶滅危倶種DJ

[生息環境]その名のとおり後麹が退化している種で，飛

べない。神社の境内にあるイチョウの大木の樹幹を歩い

ていたという。

[過去の分布]横須賀市深田台(橋本， 1986)の記録のみ。

[調査結果]その後の報告はない。

アカハネムシ科Pyrochroidae

日本には20種ほどの記録があるが，県内では 10種の

報告がある。枯木や朽木に生息している。山地性の珍し

い種1穫を希少種とする。

.AオカモトツヤアナハネムシTosadendroidesokamotoi Kono 

[希少種]

[生息環境]山地性の種である。生態はよくわからない。

[過去の分布]西丹沢三国山(高橋， 1992)の記録のみ。

[調査結果]目立つ種類であるが，その後採れたという情

報はない。

ナガクチキムシ科Melandryidae

日本では85種ほど知られており，神奈川県では49種

の記録がある。朽木，キノコ，落葉下などに生息する中

型の甲虫である。山地に多く，平地に生息する種は少な

い。ここでは希少種2種をあげる。

.Aヒイロホソナガクチキムシ Dapisloderusnomurai 

(Nakane et Hayashi) 【希少種]

[生息環境]朽木などに見られる。

[過去の分布]丹沢堂平(平野， 1994)の記録のみ。

[調査結果]顕著な種なので 採れれば報告があるはず。

企ヒゲプトナガクチキムシ Dircaeomorphaelegans Sasa.ii 

[希少種]

[生息環境]クリの枯れ枝から得たという。

[過去の分布]逗子市，鎌倉市(露木， 1993)の記録のみ。

[調査結果]その後採れたという情報はない。

カミキリモドキ科 Oedemeridae

日本では52種知られており，県内では24種分布して

いる。幼虫は主に朽木中に生息し，成虫は花に集まり，

花粉や蜜を食べると考えられる。沿海性のものと山地性

のものとあり，ここでは治海性のものに問題がある。燈

火に飛来することが多ぐ，皮膚に炎症を起こさせる衛生

害虫もある。サタカミキリモドキが絶滅に瀕している。

OサタカミキリモドキAscleraj aponica Pic 
【絶滅危倶種DJ

[生息環境]治岸性の甲虫らしく南の方に分布するが，本

州では横須賀市猿島が唯一の産地である。平野はネズミ

モチの花上から得た。

[過去の分布]横須賀市猿島(山崎， 1955;大場， 1979; 
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平野， 1984)のみの記録。

[調査結果]横須賀市猿島は渡航できず調査不可能。平野

が採集した 1983年以後，発見さ/れていないようである。

ツチハンミョウ科M巴loida巴

日本からは16種の報告があり，神奈川県では7種が得

られている。幼虫はハナパチの巣やバッタ類の卵塊など

に寄生する。過変態をすることで知られている。

0マメハンミョウ Epicautagorhami Marseul 

[絶滅危倶種FJ
[生息環境]幼虫はイナゴ類やフキバッタ類などの卵塊に

寄生する。成虫は各種の植物の葉を食べる。以前は畑な

どに多く群生していた。

[過去の分布]箱根仙石(平野， 1970)，秦野市(平野，

1970; 1981)，横須賀市長沢(坂本， 1981)，葉山町木古

庭(高橋， 1981)など。昔は各地に多かった。

[調査結果]鶴見川で得られた情報があるだけで，最近少

なくなった。

アリモドキ科Anthicidae

日本では60種ほどが知られており，神奈川県では30

種の記録がある。海岸，河川，荒地などに生息する種が

多い。ここでは希少種2種を記述する。

.AオオクピボソムシStereopalpusgigas (Marseul) 

【希少種]

[生息環境]中型の種で河原などに生息しているが，詳し

い生態は不明。平野はライト・トラップで採集した。

[過去の分布]西丹沢答沢(平野， 1984)の記録のみ。

[調査結果]その後，どうしても採れない。

企ヒラタホソアリモドキAnthicusperileptoides Lewis 

【希少種]

[生息環境]畑などにいるという。

[過去の分布]平塚市(野村， 1961)の記録のみ。

[調査結果]その後，まったく採れない。絶滅した可能性

がないわけではない。

(以上，平野幸彦)

カミキリムシ類 Cerambycidae+ Disteniidae 
甲虫の中では中・大形種を多く含むこと，またとくに戦

後は県内在住の愛好者によるカミキリ熱が盛んで，各地

の目録もいくつか発表されてきたことから，戦後以降の

カミキリムシ相の変遷は比較的把握しやすいように思え

るかもしれない。しかし森林性甲虫の常として，短期日

でしかも限られた人数による調査では，その現状を把握

することがきわめて困難であることに変わりはない。こ

のため，今回の調査においては，個々の種類の生息の有

無についての現地確認も行ったが，むしろ県内でのカミ

キリムシ類調査を継続的に行ってきている方々の経験を

多く取り入れることにした。とくに，神奈川昆虫談話会

の銘木繁雄・木下富夫・阿部洋一の 3氏から多くの知見

を授かったが，当然のことながら以下の内容は執筆者に

責任がある。

神奈川県から記録されたカミキリムシ類のうち，同定

誤りと考えられる種類，県外からの人為的な移入種ない
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し県内での定着が疑問な種，それに外国からの未定着の

人為的移入種と判断されるものを除けば，約258種が認

められる。これらのほとんどは多少とも減少傾向にある

が，ここでは絶滅度を次のように判断した。絶滅種5種，

絶滅危倶種と思われるもの13種，減少種2f5種，健在種214

種(うち希少種の概念に当てはまるもの約 15種)である。

カミキリムシを生息環境でみると，そのほとんどが森

林性であり，草地環境を好む種類はごく限られている。

また，乾湿でみるなら，その多くが乾燥に弱い(それゆ

えに都市環境への進出は一部の種類に限られる)。

草地をハピタットとする種類は，帰化種であるラミー

カミキリを除いて6種に限られるが，そのうちの3種が

絶滅種であり， 1種が絶滅危倶種となっている。した

がって，いかに草地環境に棲むものの表退が著しいかよ

くわかる。残りのすべての種類(約 251種)が森林性の

ものと見なされるが，絶滅種は2種，絶滅危倶種が 12

種，減少種が26種となっている。この数字からは，森林

環境に棲むカミキリムシは衰退がそれほど顕著ではない

ように思える。しかし，絶滅危倶種のうちの7種は低地

に分布するものであり，残りの5種も低地部では絶滅状

態にある。同様に減少種でみてみると，そのすべてが低

地だけに棲むもの，もしくは低地での減少が著しい種類

である。これら絶滅危慎穏と減少種からは，森林性のも

のであっても，低地部では緩めなくなりつつあるほど，

森林環境が失われていることが読み取れる。さらに，こ

れらのうちではクロマツやアカマツ，モミへの依存度が

高い種が7種も含まれている。このことからは，県内に

おける低地のマツ林やモミの後退をよく反映している。

また，広葉樹の伐採木や薪に好んで集まる種類の減少も

著しい(絶滅危倶種と減少種ではトラカミキリ類を主体

に計10種程度)。もちろんその原因は，広域な二次林の

減少，ならびに二次林の放置(非更新)という近年的な

森林形態の変化による。

なお，以下に各種の解説を行うが，減少種と希少種に

ついては代表的な種類を挙げるにとどめた。

ムベーツヒラタカミキリEury凹da(Neoprion)batesi Gahan 

【減少種G]

[生息環境]主にシイ類などプナ科を寄主植物とし，関東

地方以西のシイ類の優占する照葉樹林に多い。また，し

ばしば町中の社寺林にも見られる。

[過去の分布]県内では海岸治いの暖地を中心に局地的に

記録があり(露木ほか， 1981など)，照葉樹林が比較的

残されていた頃までは，低地部に広ぐ分布していたので

あろう。

[調査結果]照葉樹林の消失とともに，本種も分布を狭め

られてきたものと考えられる。ただし，既知の産地には

健在な場所もあり，調査期間中に逗子市神武寺，伊勢原

市で生息が確認された。

Oニセノコギリカミキリ Prionussejunctus Hayashi 
【絶滅危倶種?E] 

[生息環境]マツ類の伐根を寄主植物とし，関東地方以西

の照葉樹林に多い。

[過去の分布]県内では伊勢原市(露木ほか， 1981)，南

足柄市大雄山(山上， 1978)，真鶴(露木， 1985)の3ケ

所から記録があるにすぎないが， 1972年採集の丹沢札掛

産の標本があるという。

[調査結果]最近の記録はないが， 1993年の湯河原町産

の未発表採集例がある。灯火での発見例が多く，生息確

認は困難である。

ムサビカミキリ Arhopaluscoreanus (Sharp) 

【減少種H]

[生息環境]寄主植物は主にアカマツやクロマツ，モミな

どのマツ科であることから，低地部のマツ林に多いほか，

山地のモミ林やウラジロモミ林まで広く分布する。

[過去の分布]丹沢・箱根の高所を除くほぼ全県下にふつ

うに分布しており(露木ほか， 1981など)， 1970年代前

半までは横浜市金沢区の町中でもしばしば灯火に飛来し

ていた。

[調査結果]最近はマツ林の衰退にともない，減少が著し

いようである。調査期間中においては，相模川以東の低

地部での採集例は鎌倉市における 1例しか知ることがで

きなかったが，丹沢の山麓部ではいくつか確認されてい

る。

ムモモグロハナカミキリ Toxotinusreini (Heyden) 

【減少種H]

[生息環境]寄主植物は不明だが，幼虫は地中で生活する

ものと推定される。低地から山地にかけての広葉樹林や

針葉樹林まで広く分布し，多少とも湿り気のある場所で

発見される。

[過去の分布]ほぽ全県下に記録があるが，丹沢周辺を除

けば局地的である。低地部では川崎市多摩区(丸山，

1961) ，鎌倉市(森， 1948)，逗子市(草間， 1954)，藤沢

市(藤沢一中昆虫部， 1952)，小田原市(平野， 1958)な

どで記録を見る。

[調査結果]調査期間中においては丹沢山地とその山麓

部，箱根山麓での採集例がある。しかし，相模川以東の

低地部での記録はいずれも 1960年までのものであり，す

でに絶滅してしまった可能性が高い。

Aヨツスジハナカミキリμ増加ra(l却制ra)ochraceofasciata 

ochraceofasciata (Motschulsky) 【減少種H]

[生息環境]広葉樹から針葉樹までの朽ち木を寄主植物と

し，低地部から高山までの林分に幅広ぐ生息する。

[過去の分布]県内各地にふつうに見られ(露木ほか，

1981などにとくに山地に多い。

[調査結果]低地部では1960-1970年代に激減したよう

で，最近はほとんど採集例を聞かない。調査期間中に確

認できた場所は，横浜市緑区新治町だけである。ただし，

丹沢や箱根地域では山麓部でもしばしば見られた。

0カタキハナカミキリ Leptura (Pedostrangalia) 
femoralis (Motschu1sky) 【絶滅危倶種E]

[生息環境]寄主植物は知られていないが，低地部から高

山までの林分に幅広く生息する。

[過去の分布]県内では記録が少なぐ，丹沢と箱根を除け

ば，平塚市同時(上田， 1986)の1940年の 1例，横浜市

港北区での 1950年代の2例(露木， 1955;露木ほか，

1981)しか知られていない。

[調査結果]低地部での絶滅は確実であろう。丹沢や箱根

においても最近の採集例を知ることができなかった。



0アオスジカミキリ Xystroceraglobosa (Olivier) 
【絶滅危倶種F]

[生息環境]寄主植物は主にネムノキの衰弱木や枯死木

で，東北地方南部以南の低地部の広葉樹林に生息する。

[過去の分布]県内では鎌倉市(斉藤， 1967)，逗子市(露

木ほか， 1981)，横須賀市(石渡， 1989)，大磯町(上田，

1986) ，津久井町(猪又， 1968;原， 1972)，小田原市(平

野， 1958)なと、で記録されている。

[調査結果]1988年に三浦市での採集例があるというが，

それ以後の記録を知らない。また，筆者は1986年に横浜

市金沢区六浦で本種と思われるものに加害されているネ

ムノキを見ている。調査期間中はネムノキの衰弱木や枯

木を注意して見てきたが，加害木にはまったく出会って

いない。

0キイロミヤマカミキリ Margites (Margites) fulvidus 
(Pascoe) 絶滅危慎種?E] 

[生息環境]寄主植物はシイ類の枯死木で，関東地方以西

の低地部の照葉樹林に多く生息する。

[過去の分布]県内では江ノ島，小田原市城山，真鶴町な

ど海岸近くの暖地から少数が記録されている(佐藤，

1970 ;山上， 1978;露木ほか. 1981)にすぎない。

[調査結果]文献上での記録は江ノ島における 1980年の

採集例がもっとも最近のものであるが，大磯町では1990

年以降の確実な採集例がある。灯火での発見例が多く.

生息確認は一般に困難である。

0ヨツボシカミキリ Stenygrinumquadrinotatum Bates 
【絶滅危倶種F]

[生息環境]寄主植物は主にクリ，コナラ，クヌギなどブ

ナ科の枯死木で，低地部から山地までの広葉樹林に多く

生息する。

[過去の分布]県内各地にふつうに見られ(車問， 1954; 

露木ほか， 1981などに 1970年代前半までは横浜市金沢

区の住宅地でもときどき灯火に飛来した。

[調査結果]1960 -1970年代に激減したようで，文献上

に残されている記録は1980年の横須賀市野比(石渡ほ

か， 1989)が最後である。低地ではすでに絶滅の可能性

が強いが， 1991年に横須賀市での採集例があるという情

報もある。また，津久井や丹沢では現在も生息している

可能性がある。

Oヨコヤマヒメカミキリ Ceresiumholophaeum Bates 
[絶滅危倶種?E] 

[生息環境]各種広葉樹の枯死木を寄主植物としており，

太平洋側では関東地方南部以西の主に低地部に生息する。

[過去の分布]県内では横浜市金沢区の 1例(高桑，

1978)と小田原市での2例(山上， 1978)が記録されて

いるにすぎない。

[調査結果]その後の採集例は知られていない。本種の生

息の確認は難しく，現状の把握は困難である。

.クロツヤヒゲナガコパネカミキリGlaphyrahattorii 

( Ohbayashi) 絶滅種A]

[生息環境]幼虫は主にグミ類を寄主植物とすること

から，川|原などグミ類が多く生育する明るい荒れ地や疎

林に多いが，しばしばプナやコナラを主とした夏緑林に

も生息する。
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[過去の分布]1951年に川崎市多摩区稲田登戸で採集さ

れた 1♀を基に記載された種で，その後同地周辺で数頭

が得られているほか，東京都京王読売ランドでの 1例

(三宅， 1984)もある。ただ後者の記録は採集日付がない

が，文面から判断すると 1960年代後半のようである(同

地を 1983年に調査したが得られなかったと記されてい

る)。前者の地では 1962年における4頭を最後にまった

く得られていない。

[調査結果]かつて採集されていた登戸周辺は宅地造成に

よって環境変化が著しく，本種の生息は望めない。多摩

区には生田緑地のように広い二次林を擁しており，本種

が生息している可能性は考えられないことはないが，こ

こでは絶滅種として扱った。

ムミドリカミキリ Chloridolum (Leontium) virid巴

(百lOmson) 【減少種H]

[生息環境]寄主植物は主にクリ，コナラ，ケヤキなど各

種広葉樹の枯死木で，低地部から山地までの広葉樹林に

多く生息する。平地では薪に集来するふつうなカミキリ

ムシの 1つ。

[過去の分布]県内各地にごくふつうに見られ(露木ほ

か， 1981など)， 1960年代後半までは横浜市金沢区の住

宅地でもときどき姿を見かけていた。

[調査結果]最近になって減少が著しく，姿を見ることは

稀になってきている。調査期間中に確認できた場所は，

相模JI[以来では横浜市戸塚区舞岡町，金沢区釜利谷(北

線， 1992)，鎌倉市十二所などにすぎなかった。

0アカアシオオアオカミキリ口uoridolum(Parachloridolum) 
Japonicum (Harold) 絶滅危倶種D]

[生息環境]成・幼虫ともクヌギに依存することから，平

地や内陸盆地の古いクヌギ林に多いが，東京においては

住宅地や大学構内のクヌギ古木でもかつて発生を見た。

[過去の分布]草間(1955)による逗子市と，中山(1988)

による横須賀市池上の記録があるにすぎない。

[調査結果]逗子では本種が発生できそうなクヌギ古木群

が見あたらず，生息は望めない。横須賀市池上ではその

後の採集例はないようである。また，多摩丘陵の一部，

渋沢丘陵の一部などには，本種の生息が期待される場所

もあったが，発見には至らなかった。

0ムネマダラトラカミキリ Xylotrechusgrayii grayii 
(White) 絶滅危倶種D]

[生息環境]笥主植物は各種の広葉樹の枯死木で，低地か

ら山地までの広葉樹林に生息するが，本州では山地に多

[過去の分布]県内では逗子市と葉山町(草間， 1955)，横

須賀市武山(久保田， 1981)，岡市砲台山~三浦富士(中

山， 1986)，城ケ島(榎戸， 1983)なと、三浦半島に限って

記録がある。

[調査結果]最近は砲台山でのみ採集されているにすぎな

0クリストフコトラカミキリ Plagionotuschristophi 
(Kraatz) 【絶滅危倶種D]

[生息環境]寄主植物はクリ，コナラなどプナ科の薪や枯

死木で，主に山地の広葉樹林に生息し，積み上げられた

薪や伐採地の伐材で見かけることが多い。



246 

日晶去の分布]県内では津久井郡藤野町(中山， 1985)と

棟浜市港南区(石渡， 1986)に記録があるが，後者は偶

産と見なされる。

[調査結果]藤野町における最近の記録を知らない。 1985

年に数個体が探集された藤野町佐野)11鎌沢の伐採地はす

でになく，周辺一帯は針葉樹の植林地となってしまって

いた。

ふキイロトラカミキリ Demonax (Grammographus) 

notabilis notabilis (Pascoe) 減少種H)

[生息環境]寄主植物は主にクリ，コナラ，ケヤキなど各

種広葉樹の枯死木で，低地部の二次林に多く生息する。

平地の薪に集来するふつうなカミキリムシの 1つ。

[過去の分布]丹沢や箱根の高所を除き，県内各地にふつ

うに見られた(草間， 1954;丸山， 1961;鈴木， 1968; 

露木ほか， 1981など)。

[調査結果]最近になって減少が著しく，姿を見ることは

稀になってきている。調査期間中に確認できた場所は，

横浜市栄区公田町，鎌倉市十二所であり，いずれもクリ

園である。なお，横浜市栄区上郷では1991年にケヤキか

ら多数が採集されている(久保， 1993)。

・フサヒゲルリカミキリ Agapanthiajaponica Kano 

【絶滅種A)

[生息環境]成・幼虫ともにユウスゲに依存することか

ら.ユウスゲが生育する山地や高原の明るい草地や湿地

を好むが，成虫がショウブの仲間を後食していたという

報告もあるので，ショウプ類が生育する湿地でも生息で

きるのかもしれない。

[過去の分布]松山(1950)は箱根の甲虫相の紹介記事の

中で，‘又フサヒゲルリカミキリもいる。これの飛んでい

るのを見かけたがルリ色に光りだいぶきれいだ。'と記し

ており，これが県内からの唯一の記録である。松山は場

所を特定していないが，本種が生息していたとすれば，

仙石原がもっとも可能性が高い。ただし，箱根でのユウ

スゲの記録はなく，本種が顕著な種であるとはいえ，何

かを見誤った可能性もないではない。

[調査結果]仙石原にはショウプ類が多ぐ生育するが，本

種は再発見されていない。また現在は，仙石原以外に本

種の生息が考えられるような環境はない。

0イタヤカミキリ Mecynippuspubicornis Bates 
【絶滅危倶種F)

[生息環境]湿地や)11原などに生育するヤナギ類やハンノ

キ類を好んで寄主植物とする。

[過去の分布]県内には広ぐ分布していたようである(露

木， 1981など)。

[調査結果]厚木市七沢における 1984年の採集例(高橋，

1987)以降の発見例を聞かない。低地部においては，す

でに1960年代には激減していたものと推定され，また近

年まで産地として知られていた山北町皆瀬川でも， 1980 

年代前半に姿を消してしまったという。本種の生息、に適

した湿地や川原環境はほとんど残っておらず，絶滅が危

倶される。

Oヒメビロウドカミキリ Acaloleptadegener (Bates) 
【絶滅危倶種目

[生息環境]ヨモギ類を寄主植物とするため，それらが安

定して生育しているような草地環境に依存する。

[過去の分布]県内での既産地は少なく，逗子市(草間，

1955)と箱根仙石原(小田， 1976;山上， 1978)しか知

られていない。ただし，本種の特殊な生態が解明された

のが1970年代後半であり.またある程度小さな草地でも

生息できることから，実際には局地的ながらもかつては

県内に広く分布していた可能性がある。なお，仙石原に

おいてはかなりの数が得られているようである。

[調査結果]逗子市ではその後の採集例を聞かない。仙石

原においては1990年代に入ってから個体数を減じている

ようであり，絶滅が危倶される。

・オオシロカミキリ Olen白血1Ptusα巴旬白山C陀 taceusBates 

【絶滅種A)

[生息環境]成・幼虫とも主にムクノキに依存し，暖かい

地方の平地の林に多い。九州では社寺林や屋敷林でもし

ばしば発生する。太平洋側では神奈川県が分布の東限と

なっている。

[過去の分布]小島(1937)による横浜市(京浜昆虫同好

会編， 1959によれば中区本牧)の記録があるにすぎない。

[調査結果]記録地の周辺は林環境もところどころ残さ

れ，大木も多いので，本種が発生を続けている可能性も

あるが，その確認はきわめて難しい。また，大磯町高麗

山はムクノキ大木も比較的多く，本種の生息条件として

は申し分ないが.材採集も含めた調査がなされているに

もかかわらず，発見には至っていない。三浦半島などに

未知の発生地が存在している可能性は捨てきれないが，

顕著な種であるうえに発見後50年以上もたつので，ここ

では絶滅種として扱った。

0イボタサピカミキリ Sophronicaobrioides (Bates) 
【絶滅危倶種D)

[生息環境]寄主植物はテイカカズラであるが，充分に成

長した太いツルに依存する。関東地方南部を分布の東限

とし，海岸近くの暖地の林に多い。

口品去の分布]県内では逗子市(草間， 1955)と横須賀市

三浦富士(露木， 1986)しか知られていない。後者の地

においてはかなりの数が得られているようである。

[調査結果]最近の採集例を聞かない。三浦富士における

採集例は，ほとんどが山頂付近のテイカカズラからだが，

最近はその衰退が著しく，発生している可能性は少ない。

近接する砲台山の山麓でも採集例があるほか，テイカカ

ズラの太いツルは三浦半島ではけっして稀でなく，いず

れかで発生している可能性が強い。

ムスジマダラモモプトカミキリ Acanthocinusgriseus 

orientalis Ohbayashi 減少種H)

[生息環境]寄主植物はアカマツやクロマツ，モミなどの

マツ科であることから，低地部のマツ林に多いほか，山

地のモミ林やウラジロモミ林まで広く分布する。

[過去の分布]かつては川崎，横浜のような低地から丹沢

主稜部まで広ぐ分布していた(露木ほか， 1981など)。し

かし，低地部ではモミの衰退，マツ林の減少にともなっ

て次第に数を減じつつある。

[調査結果]調査期間中においては，低地部の採集例を知

ることができなかった。

0ハンノキカミキリ Cagosimasanguinolenta百lOmson



【絶滅危倶種Fl

[生息環境]成・幼虫ともにハンノキやヤマハンノキ，ォ

オパヤシャプシなどに依存することから，平地から山地

まで，またハンノキが生育する湿地からオオパヤシャブ

シが群落を形成する乾燥した萌芽林まで，非常に広範な

環境に生息する一方，極相状態の暗い林環境には見られ

ない

[過去の分布]かつては川崎，横浜のような低地から丹沢

主稜部まで広ぐ分布し(露木ほか， 1981など)，個体数

も多かった(露木， 1955など)。

[調査結果]低地部ではハンノキ林が激減し， 1980年代

以降は本種の姿をほとんど見かけることがなぐなったよ

うである。今回の調査でも，横浜市緑区新治町のように

良好なハンノキ林が残されている場所ですら，本種を

まったく確認できなかった。ただし，三浦半島において

はオオパヤシャプシに依存するものが見られるらしい0

.アサカミキリThyestillagebleri (Faldennann) 

[絶滅種Cl

[生息環境]成・幼虫ともにアザミ類やアサに依存するこ

とから，平地や高原の明るい草地や湿地を好む。また，

戦前はアサの害虫として知られていた。

[過去の分布]県内各地で記録があり(露木ほか， 1981な

ど)，かつては県内に広く分布していたものと思われる。

[調査結果]本種は1960年代には激減したらしく， 1970 

年代以降は箱根仙石原と相模湖町ピクニックランドに記

録がある(近藤， 1979)にすぎない。仙石原では 1980年

まで確かな記録があり， 1983年噴まで姿が見られたよう

であるが，それ以後は探集例を聞かない。 1980年代半ば

以降も多くの人が本種の調査に訪れているにもかかわら

ず発見できないので，絶滅は確実であると判断される。

現在は仙石原以外に本種の生息が考えられるような環境

は見あたらない。

....クロキクスイカミキリ Stenostolanigerrima Breuning 

【希少種]

[生息環境]不明。採集例は基準標本を含めても 2例しか

なぐ，しかも採集時の状況はいずれも不明であり，生態

的な知見はまったく分からない。

[過去の分布]Ohbayashi， 1960による丹沢山の 1♂

(1935年6月23日，長谷川仁採集)が知られるのみであ

る。これが圏内にある唯一の標本である。

[調査結果]1946年の原記載には基準標本の採集年が記

されていないが，いずれにしろ50年の長きに渡って採集

されていないことになる。この点からは絶滅種と見なす

べきかもしれないが，本種の得られた場所(採集者によ

れば札掛周辺の可能性が強いとのこと)が場所だけに，

再発見の可能性も充分にあり，ここでは希少種として

扱った。

・アオキクスイカミキリphyto悶且(Phytoecia)coeruleomicans 

Bretu山19 【絶滅種Al
[生息環境]採集例がきわめて少ないこともあって，本獅

の生息環境は詳しく分かつていない。しかし，本属の種

がキク科やセリ科の草本を寄主植物とすることから，本

種もまた草本に依存しているとしか考えられない。事実，

本種を東京都小仏峠で採集した人の話では，セリ科のホ

247 

タルサイコにいたということであったという。いずれに

しろ，草地環境であることだけは間違いないと考えられ

る。

[過去の分布]J.lIJ属のクロキクスイカミキリとして古くか

ら記録されていたが，本種として，また探集データを

伴った記録としては，露木ほか(1981)が最初であり(I

頭， 1947年大和市中央林間産)，これが県内産唯一の標

本である。

[調査結果]現在は大和市内はもちろんのこと，県内にホ

タルサイコが群落を形成しているような環境はなく，も

しホタルサイコが真に本種の寄主植物だとすれば，県内

での絶滅は確実であろう。なお，全国的にみても，本穫

の最新の採集例は東京都府中市における 1950年であり

(草間・高桑， 1984)， 45年の長きに渡って採集されてい

ないことになる。

(以上，高桑正敏)

マメゾウムシ科Bruchidae

最近はハムシ科に含めることもあるが，ここでは別扱

いする。日本では27種の報告があり，神奈川県には11

種記録されている。ほとんどの種は立類を食害し，害虫

とされているものも多い。海岸に生息するクロマメゾウ

ムシが絶滅危倶種に該当する。

0クロマメゾウムシBruchusmaculipes Pic 【絶滅危倶種Dl
[生息環境]海岸のハマエンドウ類に生息する。

[過去の分布]藤沢市浜須賀(和泉， 1984)，平塚市袖ケ

浦(和泉， 1984)，茅ケ崎市(田尾・岸， 1993)などの他，

葉山の標本もあるという。

[調査結果]海浜植物が少なくなりつつあるので，絶滅が

危倶される。

ハムシ科Chrysomelid ae 

ハムシは「葉虫」と書き，その名のとおり植物の葉，

茎，根などを食べる。日本ではおよそ 500種の報告があ

り，神奈川県では 263種記録されている。かなりよぐ調

べられているグループだが，食草については未知のもの

も多い。池沼，湿地，草原などに生息する種が絶滅や絶

滅危倶の対象になっている。他の科と同様，大型の種も

減少しつつある。また，ヤナギハムシのようにかつては

町中に生息していたものが，いなくなっている。ここで

は絶滅種4種，絶滅危倶種 11種，希少種4種をあげる

が，微小種では何種か追加されるであろう。

・キイロネクイハムシ Macropleamutica japana (Ja∞by) 

【絶滅種Al
[生息環境]池沼地に生息する。日本産の標本はごくわず

かしかない。

[過去の分布]1885年，横浜市豊顕寺から記載されたが，

以後記録なし。

[調査結果]豊顕寺は三ツ沢公園の中にあり，昔の面影は

まったくない。県内に発生の可能性のある場所はほとん

どないため絶滅したことは明らかである。

・ホソネクイハムシ Donacia(Donacia) vulgaris Zschach 

【絶滅種Al
[生息環境]湿地，池沼等に生息する。食草はガマ，ミク
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リなど。

[過去の分布]箱根の記録 (M.Chujoand S.Kimoto， 

1960: 3 exs.， 17.IV.・19.IV.1880，G.Lewis leg.)のみ。

[調査結果]箱根では現在，生息しているとは考えにく

い。かつては平地の池沼に生息していた可能性もあるが，

現在は生息に適した環境は見あたらない。

0ヒラタネクイハムシ Donaciahiurai Kimoto 
[絶滅危倶種別

[生息環境]スゲのある湿地に生息する。

[過去の分布]箱根仙石原(和泉， 1985)の記録のみ。

〔未発表記録) 1 ex.，箱根仙石原， 9.V.1985，平野幸彦

採集。

[調査結果]その後，何回かの仙石原の調査でも発見され

ない。絶滅する可能性がある。

..キイロナガツツハムシSmaragclinanipponensお(Chujo)

【希少種]

[生息環境]雑木林に生息する。食草はエノキ，ミズキ，

クヌギ，クリ，コナラなど。

日盈去の分布]藤野町(塚原， 1975)の記録しかない。

[調査結果]顕著な種であるので，採集されれば情報が得

られるはずだが，今もって採れない。環境悪化のために

絶滅した可能性も考えられる。

0ハコネチピツツハムシCrypt悶 phalushakonensおTakizawa
[絶滅危倶種Dl

[生息環境]草原に生息する。食草は未知。

[過去の分布]1982年，箱根仙石原 (Takizawa，1982)の

標本をもとに記載された。

[調査結果]1993年酋丹沢明神峠から再発見された。仙

石原では再発見できない。

0ムツキボシツツハムシ Cryptocephalusohnoi Kimoto 
【絶滅危倶種El

[生息環境]雑木林に生息する。食草は不明。全国的にみ

ても少ない種である。

[過去の分布]小田原(平野 1965)。この記録はキポシ

ツツハムシC.perelegansBalyとして報告されたもの。

[調査結果]その後，まったく報告がない。

OジュウシホシツツハムシCryptocephalustetradecaspilotus 
Baly 【絶滅危倶種Dl

[生息環境]草原に生息。食草はマルパハギ。

[過去の分布]箱根仙石(平野， 1965)，湖尻(平野， 1965) 

のみ。

[調査結果]かなり仙石原で注意しているが， ここ 10年

間，まったく採れない。

・オオサルハムシ Chlysochuschinensis Baly【絶滅種Al

[生息環境]食草はイヨカズラ，ガガイモ，シロパナカモ

メズル，サツマイモなど。

日晶去の分布]箱根仙石(平野， 1965)の記録のみ。この

標本は中条道夫博士所蔵。

[調査結果]その後，まったく情報なし。大型の種である

ため採れれば報告があろう。すでに30年間採集されてい

ないので.絶滅したものと思われる。

0オオルリハムシ Chrysolinavirgata (Motschulsky) 
【絶滅危倶種Dl

[生息環境]湿地や草地に見られる。食草はシロネ，クル

マパナ，エゴマなど。

[過去の分布]箱根仙石原(平野， 1965)。大磯高麗山の

記録があるが，疑問である。

[調査結果]箱根の仙石原には確実に生息している。しか

し，個体数が減じている。

0ニッコウルリハムシ Chrysolinanikkoensis (Jacoby) 
【絶滅危倶種Dl

[生息環境]草原に見られる。食草はオトギリソウ。

[過去の分布]西丹沢三国峠(平野， 1965)のみ。

[調査結果]ここ2年間に三国峠を何回か訪れたが，発見

できなかった。

Oドロノキハムシ Chrysomelapopuli Linnaeus 
[絶滅危倶種Fl

[生息環境]食草はドロノキ，ヤナギなど。

[過去の分布]藤沢(養老， 1958)，箱根乙女峠(平野，

1981) ，蛭ケ岳(平野， 1981)のみ。

[調査結果]平地では絶滅したと思われる。山地から探れ

たという情報もまったぐない。

0ヤナギハムシChrysomelavigintipunctata (Scopoli) 
【絶滅危倶種Fl

[生息環境]その名のごとく，ヤナギ類から見つかる。小

田原市では町中のシダレヤナギから，茅ケ崎市のものは

ネコヤナギから発生した。

[過去の分布]小田原市(平野， 1965)，茅ケ崎市浜竹(嘉

納， 1992)。茅ケ崎の記録は 1950年代の生活史を記述し

たもの。

[調査結果]顕著な種で，発生すればかなりの数が見られ

るので，発見されやすいはずである。他県では山地でも

発見されるが，県内では見つかっていない。平地では絶

滅したと考えられる。あと10年間採れなければ絶滅種と

言えるだろう。

企サクラムジハムシ Gonioctenamorimotoi Kimoto 

{希少種]

[生息環境]食草はナナカマドで，山地に生息する。

[過去の分布]丹沢蛭ケ岳(平野， 1981)の記録のみ。

[調査結果]その後，採集されていない。

Oネギオオアラメハムシ Galerucaextensa Motschulsky 
【絶滅危倶種Fl

[生息環境]ネギ類，溝の口ではノビルに発生していたと

いう。

[過去の分布]厚木市農大農場(鈴木， 1966)の記録のみ。

[調査結果]最近の報告がまったくない。

..カワシマケプカハムシPyrrhaltakawashimai Kimoto 

【希少種]

[生息環境]食草は未知で，生態も不明である。

[過去の分布]湯河原から発見され，記載 (Kimoto，

1964)された。

[調査結果]その後，まったく得られない。

0クロヘリウスチャハムシ Pyrrhaltanigromarginata 
(Ja∞by) 【絶滅危倶種Dl

[生息環境]成虫は湿地の近ぐでゴマギの葉上から発見さ

れる。幼虫はゴマギの葉を食い，地中に潜って蛸化する

が，湿地という条件が必要と思われる。日本での確実な

生息地は箱根の仙石原だけではないだろうか。



日晶去の分布]箱根仙石原 (Takizawa，1982;平野， 1984) 

[調査結果]仙石原の2本のゴマギに生息していることを

確認した。以前は別の木からも発生していたが， この木

は切られてしまった。木が切られれば絶滅すると思われ

る。

O~ュンサイハムシ Ga1emcellanipponensぉ (Laboissiere)

【絶滅危倶種D]
[生息環境]池沼などのジュンサイ，ヒシなどを食草とし

Tいる。

[過去の分布]鎌倉(養老， 1958)と大磯の情報があるの

み。

[調査結果] 5 exs.. )1/崎市麻生区早野， 29.v.1994，苅
部.逗子市でも発生が認められているという。現在は

ジュンサイやヒシがある池や沼がほとんどなく，絶滅が

危慎される。

...ヘリグロタマノミハムシ Sphaerodetmaohkuboi Chujo 

[希少種]

[生息環境]本州，四国，九州に分布するが，産地は局所

的。食草は不明。

[過去の分布]西丹沢三国山(平野， 1993)の記録のみ。

[調査結果]三国山にはかなり生息していることがわかっ

た。

・イカリヒメジンガサハムシ Cassida(Taiwania) sigiIlata 

(Gorham) 絶滅種A]

[生息環境]ヒキオコシの葉裏についているという。

[過去の分布]箱根の木賀が原産地で， 1885年記載され

た。

[調査結果]かなり注意しているが，県内で採集された標

本を見ていない。

ヒゲナガゾウムシ科 Anthribidae

ヒゲナガゾウムシは日本から 170種ほどの記録があり，

神奈川県では46種報告されている。食性は変化に冨み，

キノコやカピにつくものから，穂子やカイガラムシなど

を食うものもある。一般的には朽木や枯れ校に多く見ら

れる。ここでは2種の希少種をあげるにとどめる。

Aツツケナガヒゲナガゾウムシ Habrissuscylindricus 

(Sharp) 【希少種]

[生息環境]朽木などにいるものと思われる。

[過去の分布]丹沢大山が原産地だがその後の正式な記録

はない。

[調査結果]1994年，丹沢の堂平で再発見された。

企シロマダラネプトヒゲナガゾウムシHabrissuspardalis 

(Sharp) 希少種]

[生息環境]朽木などに生息しているものと思われる。

[過去の分布]西丹沢三国山(平野， 1993)。

[調査結果]その後，堂平でも得られたが珍しいものであ

る。

ゾウムシ科Fam iIyCu rculionid ae 

ゾウムシは日本ではおよそ600種の記録がある大群で，

さらに調査が進めば1000種を越えるものと思われる。神

奈川県では298種記録されている。いずれも食植性で，

多様に冨み，生木から朽木，菜，茎.根などを食べる。ま
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た落葉や地中に生活するものもある。海岸から高山まで

広く分布している。ここでは草原，湿地に生息する 2種

と猿島のみに生息する 1種を絶滅危倶種としてあげるが，

調査がいきとどけば湿地に生息する種など何種かが候補

にあがるものと思われる。希少種としたい種はいぐっか

あるが，とりあえず4種をあげておく。

0シラケコパンゾウムシGymnaetronviIlosipenne Roelofs 
{絶滅危倶種D]

[生息環境]草原性のものと思われる。食草など不明。

[過去の分布]日本ではLewisの採集品以後，箱根仙石原

で発見(平野， 1988)されたものだけである。

[調査結果]その後，何回となく仙石原で調査したにもか

かわらず，発見できない。

Oヨツポシハナコプヒメゾウムシ Acythopeusinsularis 
Morimoto et Miyakawa 絶滅危倶種D]

[生息環境]生態はよく分からない。本州では猿島のみに

生息。

[過去の分布]1984年に採集された横須賀市猿島(平野，

1994)の記録のみ。

[調査結果]猿島は渡島できなくなったので，調査不可

能。絶滅の危険性が高い。

0パパスゲヒメゾウムシLinmobarisbabai QlUjO et Morimoto 
[絶滅危倶種D]

[生息環境]湿地に生息する種でスゲ類が食草と，思われ

る。

[過去の分布]箱根の仙石原(高桑・高橋， 1986)の記録

だけである。

[調査結果] 1 ex.，箱根仙石原， 2 .v.1992，平野幸彦.
スゲの 1種をスイープして得た。かろうじて生息してい

るようだが，スゲのある湿地がなくなりつつあるので.

絶滅を危倶している。

企ナガクモゾウムシ Euryommatusellipticus Morimoto et 

Miyakawa 【希少種]

[生息環境]枯木や朽木などに生息する。

日晶去の分布]相模湖町石老山(平野， 1994)の記録のみ。

本州では唯一の記録。

[調査結果]上記のものは 1990年に採集されたが，その

後は採れていない。

...ウスモンアナアキゾウムシ Lepyrusnebulosus 

Motschulsky 【希少種]

[生息環境]枯木などに集まる。

[過去の分布]小田原(平野， 1981)の記録のみ。

[調査結果]その後，まったく採集されたという情報がな

い。

...コホシメカクシゾウムシ MecistocelUsparcimaculatus 

Morimoto et Miyakawa 【希少種]

[生息環境]朽木などに集まるものと思われる。本州では

きわめて少ない記録である。

[過去の分布]1968年採集された箱根大涌谷(1994)の

記録だけである。

[調査結果]それ以後記録はない。

...ケシクチカクシゾウムシMicrocryptorynchusniponicus 

Morimoto et Miyakawa 希少種]

[生息環境]朽木や枯れ校にいる。伊豆諸島はじめ南の方
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に広く分布する種である。

[過去の分布]三浦市小網代(平野， 1993)の記録のみ。

[調査結果]最近発見された種で，小網代で得られたが珍

しいものである。希少種とするが，環境の変化に弱いの

ではないかと思っている。

(以上，平野幸彦)
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